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　ＰＲＯＬＯＧＵＥ──生きる意味について






「私は、恋こいをしたことがないんですよねぇ」

「そうなんですか？」

「ええ」

「それは、誰だれとも付き合ったことがない、ってことですか？」

「ん～、戯たわむれに──いや、自分を試ためすように、誰かと付き合う、というようなことはありましたが」

「でも、その相手を好きにならなかった？」

「好き、という感情を、理解はできても、心の中に生み出すことができなかった」

「そうですか」

「ええ。少なくとも、私はそう作られていました」

「軍に？」

　と、聞いてくるカルネ・カイウェル少将の問いに、しかし、ルークは薄うすく笑って言う。

「この話の流れからすると、私の感情を壊こわしたのは軍ではなく、神に──ということになりますが。なにせあの、レムルスとかいうのが、すべてのシナリオの糸を、引くだけ引いたあげく、すべてを人間に託たくして消えてしまったんですから」

　するとそれに、カルネが笑う。

「僕、正直この世界に、神なんかいると思ってませんでしたよ。なにせあの、狂くるっていた、としか言いようがないローランド帝てい国こく生まれなんで」

「神がいたら、こんな世界にはならないだろ、って？」

「ええ」

「あなたも私やクラウと同じ、エーミレル私設兵団の出身でしたっけ？」

「そうです」

「あそこは確かに、ひどい場所でしたからねぇ」

　するとそれに、カルネは昔を思い出すような顔になって、

「まあ、ローランドにひどくない場所なんてなかったですけどね」

　そう言って、笑う。

　それにルークも、過去を思い出す。

　思い浮うかぶのはやはり、ひどい記き憶おくばかりだ。

　まあ、自分はいまいちきちんとした感情を生み出せないから、おそらくひどかったろう──という認にん識しきしかできないのだが、客観的に見ればやはり、あれはひどい光景だった。

　その、脳の中にある古い記憶を。

　いや、古いといっても、つい数年前のローランドの記憶を思い起こし、それから今度は、いま目の前に広がっている光景へと意識を向ける。

　いま、ルークたちがいるのは、レムルス帝国の塔とうの中にある、小さな執しつ務む室だった。

　塔といってもこの建物は、下層のほうは城のような構造になっており、ローランドの王城とほぼ同じ機能を持っていた。

　その王城──いや、この場合は、王塔と言ったほうがいいのかもしれないが──に、ローランド軍はそのまま、入城していた。

　入城するにあたって、なんの抵てい抗こうも、問題も、起きなかった。

　なにせここには、誰もいなかったのだ。

　あの、勝手放題したあげくに消えてしまったレムルスの言葉通り、この国にはもう、人がまったくいなくなってしまっていた。

　この国の人間の命を使って、レムルスは壮そう大だいな呪じゆ術じゆつを完成させたのだという。

　だからここには、人がいない。

　国、街、村、すべての機能が整っているのに。

　中央大陸の中でも、三大国の一つといわれていたレムルス帝国の国家基き盤ばんがすべて整っているのに、この場所には誰もいなくて──そしてそこにローランド軍は、そのまま入った。

　もしも後世の歴史家かなにかが、今回の出来事を記すことになったとしたら、ローランド帝国は、運がよかった、と記すかもしれない。

　なにせレムルス帝国が消えてなくなる直前まで、ローランドはレムルス帝国と戦争状態だったのだ。

　そうでなければきっと、この地は他の国との奪うばいあいになっていただろう。

　だがいま、ローランドはこのかつて三大国の一つだった国を、ほぼ、無傷で手に入れることに成功してしまった。

　当然、この地を守るのは、大変だ。さらに、無人になってしまった国を、機能するところまで持って行くのにも、それなりに労力が必要だろう。

　だから南大陸からはいま、一いつ斉せいに人手を集めている。

　ここにローランド帝国の首都を作るのだ。

　この中央大陸を──いや、メノリス大陸全土を統一するための拠きよ点てんを、この場所に作る。

　少し前までなら、それは夢物語と呼ばれてしまうような戯たわ言ごとに聞こえてしまったかもしれないが、いま、この地を手に入れたことによって、一気にその夢が現実味を帯びてきてしまって。

「…………」

　だが、しかし、いまはそんな話はどうでもいい。

　それよりも、恋の話だ。

　感情の話だ。

　人間についての、話だ。

　ルークは前を見る。部屋の、窓まど際ぎわに立って、窓の外を見ているカルネのほうを見る。

　そして、聞く。

「カルネさんは、誰かに恋をしたことがありますか？」

　するとカルネは笑って、答える。

「毎日恋してますよ。僕、熟女趣しゆ味みでして」

「噂うわさは聞いてます」

「もうね、ローランドでは、貴族のご婦人方に、片かたっ端ぱしからかわいがってもらって」

「ふむ」

「でも、パン屋の女将おかみさんとかも、よかったなぁ。旦だん那ながいるのにーっていうのが口くち癖ぐせでね」

　それをルークは、あきれたような顔で見て、言う。

「みんな、他人のものですね。そういうのが趣味なんですか？」

　するとそれに、カルネはへらへら笑って、こちらを見る。

　そして言う。

「趣味というか、大切な女ひ性となんて作っても、辛つらいだけじゃないですか。あの国じゃ、結局みんなすぐ死んじゃうし」

「…………」

「それどころか、僕だっていつ死ぬかわからない。そんな状じよう況きようで、真しん剣けんになるだけ、馬ば鹿からしくないですか？」

　そう言って、また笑う。

　そして目を再び、窓の外へと向ける。

　彼はエスリナという女の子が、南大陸からこのレムルスへと移動してくるのを待っているのだという。

　エスリナは、かつてシオン・アスタールの補ほ佐さ官かんを務めていた、フィオル・フォークルの妹で、とてもかわいらしい子だった。

　熟女どころか、まだ、十代のはずだ。

　そしてその子を、兄のフィオルが貴族たちの嫌いやがらせによって殺されたあと、カルネが後見人として面めん倒どうをみていたのだ。

　といっても、この数か月は、二人は会っていないはずだった。なにせカルネは、レムルス帝国に一人、拉ら致ちされていたのだ。

　エスリナは心配していただろう。

　通常の人間の感情を持っているのなら、その心配は当然だ。いや、それどころか、彼はそのエスリナに、おそらくは恋れん愛あい感情のようなものを、持っているはずだった。

　なぜならルークがカルネをこの塔で発見して助けたとき──いや、違ちがうか。ルークが、拉致されていたカルネがもしかしたらレムルスに洗脳されているんじゃないかと疑い、リスクは減らそうと殺そうとしたとき、彼はこう、命いのち乞ごいをしてきたのだ。

『こう、なんでしょ。月並みな話なんですが、監かん禁きんされて、死ぬんだーとわかったら、急にちゃんとしなきゃいけないことに気づいちゃって。だからできれば生きて、ここから帰りたいんですよねぇ』

　その言葉を思い出し、ルークはカルネを見て、言う。

「ちなみに、ちゃんとする、というのは、あなたはエスリナさんに、愛の告白でもするんですか？」

「へ？」

　と、ちょっとだけ驚おどろいたような顔で、カルネは振ふり返かえってくる。

「あのとき、あなたはそう、私に命乞いしませんでした？」

　そう聞く。

　するとなにか考えるような顔にカルネはなってから、答える。

「フィオルに、怒おこられちゃいますかね？」

　それにルークは首をかしげて、言う。

「彼は死んでますよ？」

「はは、ドライな答えですね。シオンさんならそんな物言いはしないと思いますけど」

「私はシオンさんほど、人間味は持ち合わせていないので」

「なのに、シオンさんのほうが、中身は人間じゃない、と──今回のこれは、そういう話ですよね？」

「そうです」

「恋こい、愛、友情、裏切り、生、死、感情、無感情……それが人間……ニンゲンに、神様はすべてを託たくす、と。なんか、急にそんなこと言われてもなぁ」

　と、カルネは一人、呟つぶやくように言う。

　その、カルネの顔を、ルークは見つめる。

　すでにカルネはすべてを知っているのだ。

　少し前に、この塔で起こったことを。

　そしてそれは、ローランド帝てい国こくの幹部──ラッヘル・ミラー元げん帥すい、バユーズ・ワイト元帥、クラウ・クロム元帥、それにこの、カルネ・カイウェル少将と、ルーク・スタッカート軍ぐん曹そうの間だけでは、共有化されていた。

　それはライナの話。

　シオンの話。

　神々の話。

　この世界の話。

　そしてニンゲンに託された未来の話。

　これはつまり、そういう話だ。



　とそこで、カルネが声をあげる。

「あっ」

　それにルークは、聞く。

「どうしました？」

「いえ、なんでも」

「エスリナさんがきたんですか？」

「あはは」

「じゃ、急いで告白にいかないと」

「そー物事が簡単なら、悩なやみ事なんてなくなっちゃいますけどね」

　そう言って、カルネはこちらを向いて、歩き始める。おそらく、エスリナ・フォークルを出で迎むかえにいくのだろう。

　その、カルネが言う。

「ところでさっきの話の続きなんですが」

「うん？」

「恋や、愛情や、友情に振り回されるのがニンゲンで……そしてどうやらそこに、期待されて未来を託されたっぽいっていう、馬ば鹿か話ばなし」

「はは」

「ルーク先せん輩ぱいは、誰だれにも恋や、友情を感じないですか？」

「んー」

「たとえばクラウ先輩とのあれは、友情じゃないんでしょうか？」

　その問いに、ルークはおどけるように、言う。

「今度クラウに、友達だよね、と言ってみましょうか？」

「はは。そりゃ、殴なぐられますね」

「たぶんね」

「もしくは、ミルク・カラード中ちゆう尉いに対してあなたが持ってる感情。あれは恋ではないんですか？」

　それに、ルークは顔を上げて、もう、この部屋から出ていきそうなカルネを、見る。

「そう、見えるんですか？」

「だって、あなたと彼女は他人でしょう？　なのにあなたは、妙みように彼女にこだわるから」

「へぇ」

「いや、へぇって、驚いたような顔をされても、困るんですけど」

「恋……恋、ねぇ。あれはむしろ、洗脳のようなものだと、思うんですが」

「へ？」

「いえ、なんでもありません。もういってください。愛の告白があるでしょうし」

「だからそんな簡単じゃないんですって～」

　と笑いながら、カルネは部屋を出ていく。

　誰もいなくなった部屋で、ぼんやり一人、ルークは思考を巡めぐらせる。

　思考はいくつも同時に展開する。

　それはこれからのローランドのこと。

　中央大陸でまず、どう動くべきかということ。

　ローランドの中での、自分のポジション取りについて。

　そしてライナと、シオンのこと。

　だがそれと同時に、さっきのカルネの言葉も、思考の隅すみで動き続ける。

『恋ではないんですか？』

　その問いに、彼は小さく答える。

　たぶんこれは、恋じゃない。

　だが、洗脳でもないことはもう、わかっている。

　彼女の中に棲すんでいた、『女め神がみ』からの洗脳はもう、解いてしまっているのだ。

『女め神がみ』の呪じゆ縛ばくから逃のがれるすべは、すでに手に入れているのだ。

　だが、自分の忠誠心は、どういうわけか彼女に対して誓ちかわれている。

　それが、なぜなのか？

　彼女が無む邪じや気きで、もっともニンゲンらしい感情を持っているから、こんなにも憧あこがれてしまうのか。

　自分にないものをたくさん持っているから、大切にしたいと思ってしまうのか。

　しかしその感情を、恋だと名付けられてしまうのなら、

「まあ、強く否定はできないのかもしれませんが……果たしてそんな人間らしい感情を、私は持てるんでしょうかね」

　そう呟いて、ルークは立ち上がる。

　そのまま、ゆっくりと窓まど際ぎわへと近づく。

　この執しつ務む室は、塔とうの四階にある。

　それほど高くない場所だ。

　レムルス帝国の首都をひとしきり見み渡わたせ、それでいて、エントランスの光景も、見ることができる。

　塔の周囲はいま、大勢の人間たちで、溢あふれ返っている。

　軍人と民間人が、南大陸から大量に移動してきており、その管理に大おお忙いそがしなのだ。

　しかしその中で、一人だけ特別に、塔の外周から中へと入ることを許された少女がいる。

　肩かたでそろえられた琥こ珀はく色いろの綺き麗れいな髪かみ。華きや奢しやな体と、澄すんだ青い瞳ひとみ。

　エスリナ・フォークルだ。

　彼女は、泣きそうな顔をしている。いまにも震ふるえ出しそうなほどに、なにかに怯おびえたような顔をしている。

　きょろきょろと周囲を見回し、そして塔から出てきた、一人の男の姿を見つける。

　彼女はそれに、顔を歪ゆがめる。続いて泣き出してしまい、走り出す。

　男のほうへ。

　カルネ・カイウェルのほうへと走り、抱だきつく。

　カルネはそれに、困ったような顔をしている。

　おそらくあれが、恋とか、愛というものなのだろう。

　それをルークは見下ろし。



　それから、さらにこの塔の地下にある、牢ろう獄ごくのほうを見下ろして──



「……さて、神に作られたという私たちの、生きる意味とはいったい、なんなんでしょうかねぇ」

　と、あと十年しかないと宣告されたこの世界で、そう呟いてみた。



    

  
    
      　第一章　王である理由






　薄うす暗ぐらく、湿しめった場所で、シオン・アスタールは目を覚ました。

「…………」

　彼は顔を上げる。

　気高さを感じさせる銀色の髪に、意志が強そうな、金色の瞳。

　その瞳で、周囲を見回す。

　そしていま、自分がいる場所を確かく認にんする。

　するとそこは、牢獄だった。

　両りよう腕うでは壁かべから長く伸のびた鎖くさりに繋つながれている。

　その、手を拘こう束そくしている鎖を見つめ、

「…………」

　シオンは目を細め、それから呟く。

「……ルシル。いるか？」

　彼の護衛の名を。

　彼に取り憑ついている化物の名前を、呟つぶやく。

　しかし、

「…………」

　返事はない。

　ただ、自分の声だけが暗い牢獄に響ひびき、そして消える。

　どうやらルシルは側そばにいないようだった。レムルスに呪のろわれて以来、ルシルは完全にその動きを封ふうじられてしまっているのだ。それでも以前は姿を現したのだが、しかし、いまは反応すらない。

　それを確認してから、彼は手を、そっと胸の前に伸ばしてみる。動きにあわせて、鎖がカチャリと鳴る。

その鎖を切り裂さくようイメージしながら、シオンは呟く。

「剣けんよ」

　いつもならそれで、自分の中に棲む『堕ちた黒い勇者アスルード・ローランド』の因子が反応して、力が具現化されるはずだった。

　だがその力も、

「…………」

　いまは完全に沈ちん黙もくしてしまっている。

　それどころか、体の痛みも、吐はき気けも感じない。ルシルと契けい約やくして、『勇者バケモノ』と共存することを選んで以来、延々と続いていた拒きよ絶ぜつ反応と、融ゆう合ごうによる痛みが、まったくなくなってしまっていて。

「……いったい、なにが起きてる」

　そう、彼は呟く。

　鎖に繋がれている自分の腕うでをもう一度見て。居い心地ごこちの悪い牢獄にいるのに、いつもの何千倍も爽そう快かい感のある、自分の体を見下ろして。

「……もしかして俺は、死んだのか？」

　なんて、呟く。

　だからこんなにも、体が軽いのか？　と、そう思う。

　そしてもしそうなら。

　もしも本当にそうならば、それはそれで、ずいぶんと楽だな、と思う。

　自分が死ねば、もう責任を負わなくていいのだから。

　ライナを喰くわなくても、殺さなくてもいいし。

　世界を救う必要もない。

　もしもそうならそれは、

「……救われる、な」

　そう、彼は呟く。

　それから少し、目を閉じる。

　そして思い出す。

　頭に浮うかぶのは、ライナの顔だ。

　あの塔にいた、ライナの顔。

　昔と同じでいつも眠ねむそうで、やる気がなくて。

　なのにあいつは、必死にこちらに手を伸ばしながら、

『おまえを絶対あきらめないからな！』

　なんて、いまだに青あお臭くさいことを怒ど鳴なり散らしていて。

「…………」

　彼は少しだけ、笑う。

　もしも自分がいま、死んでしまっているのなら、最後にあいつの顔を見れてよかったと、そう思って。

　しかしそれから、胸をどんっと、強くたたく。音がするほど、強くたたく。

　胸に痛みがある。

　死人も痛みを感じるのか、それともこれは現実なのか。

「…………」

　シオンは一度深呼吸して、心を落ち着ける。周囲に視線を走らせ、再び鎖を見る。すると腕についている、鎖と拘束具の間に、小さな、三つの魔ま方ほう陣じんが入っているのを見つける。

　その魔方陣には、対象の魔術を封じる術式が描えがき込まれている。

　そしてそれを見て、シオンは呟く。

「なるほど。ここはローランドか」

　というか、シオンが扱あつかえる魔法は、ローランドの魔法大系のものだけなのだ。すでにネルファや、エスタブール、ルーナといった大国をその支配下においてはいるが、彼はもう、魔法についての修練や研究をする暇ひまがないので、他国の魔法についての知識はほとんどなかった。

　それに新しい魔法大系について学ぶには、クラウレベルの天才でも、半年以上はかかるはずだ。

　クラウからエスタブールの魔法のいくつかはものにした、というのは聞いていたが……魔法に関しては凡ぼん人じんに過ぎないシオンには、いまもローランドの魔法しか、読むことができない。

　だがいま、彼を繋いでいる鎖に書き込まれている魔方陣は読むことができる。

　これは、間ま違ちがいなくローランドのものだった。

　つまり自分は。

「…………」

　ローランド帝てい国こくの王であるはずの自分は、ローランドの牢獄の中に、いるのだ。

　その事実に、

「これは、傑けつ作さくだな」

　と、彼は笑う。

　くっくと一人笑う。

　すると暗くら闇やみの向こう側から、声がする。

「そんなにおもしろいかねぇ？」

　その声は、クラウのものだった。

　それにシオンは顔を上げる。声のほうを見る。

　するとクラウが姿を現す。彼は鋼はがねのように鍛きたえ上げられた太い腕を胸で組み、こちらを見つめている。

　そのクラウに、シオンは言う。

「なんだよ。気配を消して、ずっとそこにいたのか？」

「いや、ここにきたのは、五分前くらいからだな」

「ふぅん。で、俺はどれくらい、意識を失ってた？」

「二十日だ」

「……長いな」

「ああ。起きないようにするための、魔法をかけてたからな」

　と、クラウは言う。

　確かにローランドにはそういう魔法が、あった。眠ったまま、意識を取り戻もどさせない魔法。その間細さい胞ぼうの活動が止まり、冬とう眠みんのような状態になって、栄養の補給を必要としなくなるのだが、しかし、この魔法の構造には問題があって、何割かの確率で、死者が出てしまう。だから使うことを禁じられている魔法のはずだった。

　もしくは、死んでもいいと思う相手にしか、使われない魔法。

　シオンはクラウを見て、聞く。

「……あれを俺に、使ったのか？」

「ああ」

「死んだらどうするつもりだった？」

　するとクラウは笑って、

「それで死ぬなら、おまえは王失格ってことだ」

　と、言った。

　その言葉にシオンは眉まゆを上げ、それから笑えみを浮かべる。

「まるでまだ、俺がローランドの王の座にいるかのような物言いだな」

「…………」

「牢ろうに繋いで、死ぬ可能性のある魔法までかけて、それでも俺を王と呼ぶのか？」

　するとクラウはそれに、答える。

「いや、暫ざん定ていの王だ。いまおまえは、試ためされてる」

「試されてる？」

「ああ」

「誰だれに？」

　それにクラウは、組んでいた腕を開き、

「ローランドの民たみに──いや、俺たちニンゲンたちに、だ」

　そう、言った。

　ニンゲンたちに、と。

　もう、クラウは事情を、ほぼすべて知っているようだった。まあ、当然だろう。あの塔とうで、レムルスはニンゲンたちに対して、かなり詳しよう細さいな説明をしていたのだ。

　そしてそこには、クラウだけでなく、ルークもいた。ルークはこのローランド帝国の中でも、もっとも頭が切れる男だった。彼があの場にいて、手に入れられない情報など、ないだろう。

　自分と違って。

「…………」

　ライナを目の前にして、弱さと感情ばかりが昂たかぶってしまっていた自分とは違って。

　ルークは必要だと思うことを。

　これからすべきだと思われることを、一つもこぼさず手に入れたはずだ。

　で、その結果が──

「これか」

　シオンはもう一度、腕の鎖くさりを見る。それから顔を上げる。クラウを見る。



    

  
    
      「で、どうすることになった？」

「…………」

「殺すのか？」

「…………」

「生かすのか？」

　するとクラウは聞いてくる。

「おまえ、死にたいのか？」

　それにシオンは、笑みを浮かべる。その笑みが、自じ虐ぎやく的なものになってしまっていることを、感じる。

　せっかくいままで虚きよ勢せいを張ってきたのに。

　ローランドを変えると。

　世界を救うと。

　そのためには自分の人生が失われても、誰かに暴君だと罵ののしられても。

　いや、親友を喰らうことになったとしても、前に進むんだ、と。

「…………」

　そう、頑がん張ばってきたはずなのに。

　シオンはそれにもう、疲つかれてしまっているのを、感じた。

　あの塔に自分がいってしまったことを思い出して。

　私し欲よくに負け。

　感情に負け。

　ライナを救いにいってしまったことで、もう、いままでの頑張りがすべて台無しになってしまったことを、感じた。

　本当に自分が欲ほしいのは、平和や、世界なんかじゃないというのに気づいてしまったのだ。

　そんな綺き麗れいごとだけで頑張り続けられるほど、自分は強くないと、気づいてしまったのだ。

　それが今回のことで、わかってしまった。

　ライナが拉ら致ちされたことに大きく動どう揺ようし、正しい判断を下せなくなってしまった自分の弱さに、

「……はは」

　と、自じ嘲ちようするように、シオンは笑う。

　するとクラウは眉をひそめ、きいてくる。

「なにがおかしい？」

「自分の、弱さがさ」

「ふぅん。つまりそれが、おまえの答えか？」

「ん？」

「さっきの質問だよ。俺はおまえに、こう聞いた。死にたいのか？　と」

「ああ」

「そうなのか？」

「…………」

　それにシオンは、考える。

　問いの意味は、こういうことだ。

　ライナを喰くわなければ、世界は十年後に滅めつ亡ぼうしてしまう。

　だが、シオンは喰うことができなかった。ライナを『精せい霊れい』化して、永遠の苦痛の闇やみに落とすことが、できなかった。

　しかしそれなら、殺すべきだった。そうすれば新しい『悪あく魔ま』が生まれる。その『悪魔』を喰えばいいのだ。それですべては解決するはずだった。

　だが、それすらシオンはできなかった。

　あの、雨の日。

　ライナに襲おそいかかった、雨の日。

　あいつの顔を見たら。

　殺そうとしてるのに、まるでこちらを責めない──それどころか、こちらの心配ばかりをしてくるあの馬ば鹿かの顔を見たら、自分はなんの選せん択たくもできなくなってしまって。

「…………」

　そしてあの日からずっと、逃にげてきたのだ。

　ライナと顔を合わせないようにして、喰うか、殺すかの選択から、逃げ続けてきたのだ。

　しかしそんな奴やつに、王が勤まるとはとても思えなかった。

　もう、たくさんの人間を殺しているのに。

　世界を救うためと言って。

　これは正しいことだと自分に言い聞かせて、自分はもう、多くの人間の命を奪うばっているのに。

　なのにライナのことを好きだから殺せないだなんて。

　あいつは友達だから、殺せないなんて──

「……俺は、王の器うつわじゃなかった」

　と、シオンは言った。

　するとクラウはこちらを、哀あわれむような目で見下ろしてきて、言う。

「そりゃ、どういうつもりで言ってる？」

　それにシオンは答える。

「本心で、言ってる」

「…………」

「ここまできて、こんなことを言いだすのは申し訳ないが」

「…………」

「俺はもう、だめだ。正しい判断が下せない」

「…………」

「すでに二度、一番大切な場面で、逃げてるんだ。あの雨の日と、あの塔の中──おまえはもう、ルークから聞いて、知ってるんだろ？」

　そう問うと、クラウはうなずく。

　やはり、知っているのだ。

　こいつらは、すべてを知っているのだ。

　だからこその、この牢ろう獄ごく。

　この鎖だ。

　自分は王の座を、すでに更こう迭てつされているのだ。

　当然だろう。

　決断できない奴に、王の役目は勤まらない。それも自分は、一番重要な局面で、逃げるような男なのだ。

　だから、

「……俺を、殺せ」

　と、シオンは言った。

「俺には、無理だった」

　と、そう言った。

　するとクラウがやはり、哀れむような、それでいて馬鹿にするよう表情で、言った。

「おまえさ、あの革命のときに、俺になんて言ったか覚えてるか？」

　革命のときというのは、このローランドがいまとはまるで違う、完全に狂くるっていたときのことだ。

　シオンは前王の妾しよう腹ふくの子供として生まれ、虐しいたげられながら生きてきた。キファの姉し妹まいは殺され、ライナは絶望して軍に飼われていた。

　民には笑え顔がおがなく、それをシオンは、変えようと思った。

　この国を、変えようと思った。

　誰だれも泣かないですむ国になるように。

　誰ももう、なにも失わないですむ国を作ろうと思って。

「…………」

　だが実際は、どうだ。

　戦争はなくならない。

　世界はあとたった十年で終わるのだという。

　なのに自分は、もう、前に進むことすらできない。

　シオンはクラウのほうを見て、聞いた。

「……俺は、なんて言った？」

　するとクラウが答えた。

「おまえが、世界を変えるってよ。力がまるでねぇ、ひ弱なぼっちゃんが俺にそう言った。ミラーは完かん璧ぺきすぎるからだめだって。完璧な奴が作った世界は居い心地ごこちが悪いから、おまえが王になってやるってさ」

「……はは」

「で、俺はそれをおもしろいと思った。だからおまえについてきた。別にどっちでもよかったんだ。あの腐くさった国が変わるなら、おまえだろうが、ミラーだろうが、どうでもな……でも、おまえの話のほうがおもしろいと思ったから、ついてきた」

「そうか」

「で、偉えらそうに俺に語るだけ語って、急にあきらめんのか？」

「…………」

「もう俺は何人殺した？　おまえの命令で、敵国の兵士を何人殺した？」

「…………」

「民間人も殺したぞ。おまえが正しいと決めたことに、俺は賛同したから、前に進んだ。で、この土ど壇たん場ばでおまえは逃げんのか？」

「…………」

「俺の選択は、ミスだったか？　おまえもわかってんだろ。俺がおまえを選んだから、ミラー先せん輩ぱいとルークも、おまえを選んだ。つまり、おまえがここで逃げるなら、俺にも責任があるよな？」

　と、クラウが言ってくる。

　シオンはそれに、クラウを見上げて、

「……すまない」

　と、言い終わる前に、顔をぱんっと、殴なぐられた。

　それからクラウはこちらを見て、

「謝罪の言葉はいらねぇよ」

「そうか」

「そうだ。で、三時間後に、審しん問もん会がある。出席者は、ミラー先輩と、ルーク、カルネ、それと俺だ。革命のときのメンバーだな。そこでおまえの処しよ遇ぐうを決める」

「……殺すか、どうかか？」

　するとそれに、クラウはやはりこちらを冷たい瞳ひとみで見つめて、

「いや、王の座においたままいくか、どうかだ。そこではもう少しマシな答えをすることを俺は期待してる。わかってるだろうが、ミラー先輩とルークは、理り詰づめでくる。自分たちだけでやれると判断したら、容よう赦しやなくおまえは殺される」

　それにシオンはクラウを見上げ、少しだけ笑う。

「はは、なんだそれ。もしかしておまえ、俺が殺されないよう、アドバイスしにきたのか？」

　という問いに、クラウはやはり怒おこったような、つまらなそうな顔でこちらを見下ろして、言った。

「ああ、そうだよ。仲間が殺されそうだから、アドバイスしにきた。だが、そいつは死にたいんだってさ。もう疲つかれたってよ。これじゃまるで、俺は道どう化けだな？」

「…………」

「少なくとも俺は、すべてを理詰めで進めることを、おもしろいとは思わない。仲間が拉ら致ちされた。なら、普ふ通つう助けるだろ？　それが大事なもんなら、なにがあっても、救いにいくだろうが。効率？　正論？　知らねぇよ。仲間を大事にできねぇ奴に、国の代表が勤まるかよ」

「…………」

「だから俺はおまえがやったことを、支持する。で、ミラー先輩とルークは、逆だな。それを支持しない。カルネは……まあ、あいつはアホだから知らん。だがどちらにせよ、おまえにやる気がないなら、この話は終わりだな」

「…………」

「とにかく、三時間後までによく考えとけ。別にあの、万年昼ひる寝ねしてる『複写眼アルフア・ステイグマ』のバケモノを喰くう必要はねぇよ。神だかなんだが知らねぇが、言うこと聞いてやる義理はねぇ。俺たちは、俺たちのやり方でやる。違ちがうか？」

　なんて、クラウは言った。

　そしてそれは、どっかの『複写眼アルフア・ステイグマ』のバケモノが言ってたことと、まるで同じだった。

　その、言葉を思い出す。頭の中をぐるぐる回っている、ライナの言葉を思い出す。

　ライナがあの塔とうで、言った言葉。

　あいつは両手を広げ、自信満々ににやりと笑って言ってきた。

『俺、喰われたくないから、喰われてやらねぇ。世界が消えるかも？　知らねぇよ。俺がいなくなったら泣く奴がいんだよ。そいつ泣かせて、なにが世界だ。おまえだって、そうだぞ。おまえが犠ぎ牲せいになったら、俺もフェリスも、泣くんだよ。だから、もうやめろよ。苦しそうな顔するくらいなら、全部一回、やめちまえ。世界を救う勇者？　んなもん、いらねぇっての。それこそ誰も頼たのんでねぇんだよ。だから、俺がいま決めてやる。おまえが葛かつ藤とうしてること全部を、いま俺が決めてやる。俺は、犠牲になってやらない。で、おまえも泣きそうなほど辛つらいなら、全部やめる。やめて、で、それでも前に進もうと思ったら、そんときまた考えようぜ。世界救いてーとか、ガキみたいなことしたくなったら、そんときは自分たちのやり方でやろう。神とか関係ねぇよ。俺たちが全部決める。そのせいで世界が消えたら……全力尽つくして、それでもだめだったら』

　だめだったら、どうする？　と、シオンはそのとき思っていた。

　誰が責任を取る？　と。

　甘い言葉ばっかり並べるな、と、彼はそう思った。

　そのことだけに押し潰つぶされそうになりながら今日まで生きてきたのに。どんなにこの身が壊こわれ、絶望が心を支配しても、その責任だけは果たそうと、そう思ってここまできたのに。

　ライナの奴やつはそれにあっさり、こう言った。

『全力尽くして、それでもだめだったら……ま、そりゃしょうがねぇよ。俺らは頑がん張ばった』

　そう言って、笑った。

　心から笑っているように、見えた。

　そしてそのとき、もう、自分の中の信念のようなものは、壊されてしまったように、思う。

　あのライナの笑顔を見て。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど前向きな言葉を聞いて。

　もうこれ以上、踏ふみとどまれない、と、そう思ってしまった。

　一人で重荷を背負い続けることができないと、シオンはそう、思ってしまった。

　なのに。

「…………」

　なのにクラウは、まるでライナと同じような言葉を吐はいてきて。

　シオンは顔を上げて、言う。

「おまえの発言、ちょっとライナに似てるなぁ」

　瞬しゆん間かん、クラウの顔が嫌いやそうに歪ゆがんで、

「やっぱおまえ死し刑けい決定な」

　なんて言ってきて、シオンは笑った。

　クラウが踵きびすを返す。

　そして牢獄から出て行く。

　シオンはそれを、ぼんやりと目で追う。

　クラウの言葉と、ライナの言葉は、よくわかる話だった。

　未来の話ではなく、いま、目の前の幸福を守る、というのも、正しいことだとは、思う。

　だがそれだけでは、王の資格があるとは、思えなかった。それを無む邪じや気きに受け入れられるほど、自分の手はもう、綺き麗れいではないのだ。

　民間人を殺している。

　女も、子供も、殺している。

　時間と、効率の名のもとに、すでにもう、彼の手はこれ以上ないほどに、汚よごれてしまっている。

　その上で、仲間を救いたいだとか、友達が大事だとか、そんなのはまるで、偽ぎ善ぜん者しやか詐さ欺ぎ師しの言葉だ。

　だがなら、

「……俺にはいったい、なにが残ってる？」

　と、彼は暗くら闇やみの中、独り呟つぶやく。

「大事な場面で、逃にげ出した俺に……なにが残ってる？」

　そう、彼は牢ろう獄ごくの中で、呟く。



　審問会は、三時間後にあるという。

　自分はそこに、どういう気持ちで臨のぞむべきなのか。

　死を望むのか？

　それとも王の座に留とどまりたいと叫さけぶのか。

　それを考えて、シオンは背後の壁かべに背中を預けて、

「……ふぅ」

　と、小さくため息をついた。



    

  
    
      　第二章　眠らない意味






「……ふぅ」

　と、ライナ・リュートは深くため息をつく。

　それから疲れ切った声こわ音ねで、ぶつぶつとこう言う。

「ってかさぁ、なーんで俺がまた王様なのよ？　俺ってばあれじゃん？　国のために頑張る～とか、そんなガラじゃないじゃん？　もう、シオンみたいに、『俺が世界を変えちゃうんだもんね☆　なんせ僕ちゃん英えい雄ゆう王なんだもんね～ん☆』とか言いそうにないじゃん？　なーのーにー、徹てつ夜やで書類仕事とか、やってられるかぁああああああああ！」

　と、どっかのローランドあたりでかつて叫んでいたようなことを、今日も彼は叫んでいた。

　しかし場所は、ローランド帝てい国こくではない。

　スフェルイエット民国の、王の間。

　といってもこの国はちょっとおかしな国で、どういうわけかいま、ここには三人の王が君臨しているのだが。

　なので王の間も、三つある。

　一つは『蒼あおの公ひ主め』という傭よう兵へい団の女王──ピア・ヴァーリエの部屋。

　もう一つは、かつてイエット共和国という国で出会った、フューレル・グループという名の詐欺組織の首領にして、現スフェルイエット民国の総そう統とう括かつ元首──ヴォイス・フューレルの部屋。

　そして最後の一つ、悪あく魔ま王と呼ばれている、ライナ・リュートの部屋。

　そこでライナは一人、

「仕事したくねぇえええええええええ！　ってかもういいだろ？　女王と元首がいりゃもう十分だろ？　俺引退な？　王様引退！　無理でーすこのままじゃ絶対死にまーす！」

　なんて、書類の山に押しつぶされそうになりながら、文句を言っていた。

　するとそれに、横でやはり書類仕事をテキパキとこなしていっているキファが言ってくる。彼女も昨日はあまり寝ねていないはずなのだが、綺麗に整った赤毛に、なぜかちょっと嬉うれしそうな顔でこちらを見て、

「もぉ、ライナ三十分おきにそれ言ってるじゃーん」

　と、笑う。

　彼女は本当に楽しそうに、笑う。

　ちなみにこのライナが使っている王の間は、玉座の間と執しつ務む室を兼かねていた。

　必要な書類や書物が入った本ほん棚だなに、事務官が働けるだけの机が五つ。しかしライナはその机は使っていない。彼は、玉ベッドと呼んでいる、玉座の代わりのベッドの上で、起きてから寝るまでそこで書類仕事をしていた。

　で、意識を失うまで仕事して、ベッドとその周辺を散らかし放題散らかしているのだが、起きると綺麗になっている、という王様仕様。

　おまけにやりかけの仕事は、続きが終えられていたり、再びやるときにわかりやすいようにファイルされていたりと、もう、本格的に至いたれり尽くせりの王様っぷりで。

　というよりも、

「ってかキファさぁ」

「んー？」

「俺寝たあと、部屋片付けなくていいよ？」

「あは、気にしないで。私、掃そう除じ好きだし」

「でもなぁ」

「それにローランドの軍事特とく殊しゆ学院時代も、私ライナの部屋片付けてたしねぇ」

「そうだっけ？」

「だってライナ全然片付けないんだもーん」

　と、キファはこちらを見て、それからあのころのことを思い出すような顔になって、笑う。

　それは数年前の記き憶おくだ。

　まだ、ライナも、キファも、そしてあのシオンも学生で。タイルや、トニーや、ファルが──、仲間たちが生きていたころの記憶。

　あのころはまだ、シオンももう少し無邪気に笑っていたような気がする。

「…………」

　それをふと思い出し、それから再び意識を現実に戻もどして、キファに言う。

「ってか、キファもあんま寝てないんだから、ヴォイスに言って掃除係とか寄よ越こしてもらったらいいんじゃねぇの？　あいつ、無む駄だに金は持ってるし、『ライナさんは王様なんですから、どかーっとしててくださーい』とかいって俺のこと利用しようとしてっから、それくらいはやってもらってもいいだろ？」

　と言うが、キファはそれにも笑って、

「でも私、ライナのために働くの好きだし」

　それからちょっと、心配そうな顔になって、言う。

「あ、それとも迷めい惑わくかな？」

「へ？　あ、いや、迷惑とかは、ないけど」

「じゃ、このままで」

「う～ん」

「それに人の心配してないで、ちょっとは寝た方がいいよ、ライナ。あの塔とうから帰って以来、ちょっと働き過ぎだよ。いまやってるの、私が引き継つぐから、少し寝て」

　なんて、逆に心配されてしまう。

　それをちょっと、不思議な感覚でライナは見る。

　前の執務室では──

「…………」

　あの、シオンと二人で長い時間を過ごしたローランドの執務室では、シオンの奴やつがアホを通り越こして常じよう軌きを逸いつしてるとしか思えないほど仕事大好き人間だったので、

『さあ、今日も朝から、十日徹夜で働くぞー！』

　だの。

『あれライナ。眠ねむいのかい？　いいよ、じゃあ。あと三日徹夜で仕事したら寝ようか』

　だの。

『おはようライナ。二時間も仮か眠みんをとったら、いまからやってもらおうと思ってる仕事に対して意欲満々になってきてるんじゃないの？』

　とか、そんなことしか言ってこなくて、ライナは毎日助けてと叫んでいたのだが。

　ライナはこちらを心配してくるキファを見つめて、

「な～んか、仕事しすぎって心配されちゃうと、シオンになった気になるよ」

　と、顔をしかめる。

　するとキファはまた、あははと笑って、

「なんせライナ、いまは王様だからねぇ」

「うへ～」

「うわ、すっごい嫌いやそうな顔」

「だって嫌だし」

「あはは。でもさ、ライナ」

　と、急に真顔で、キファは言ってくる。

「ん？」

　すると彼女は、まっすぐこちらを見つめて、言う。



    

  
    
      「……ライナは、シオンみたいになっちゃ、だめなんじゃない？　だって、ライナはシオンを助けるんでしょ？」

「…………」

「シオンは昔っから、独りで抱かかえ込んでばっかりの人だったけど」

「…………」

「ライナには、私たちがいるからね？」

「…………」

「私がいて、フェリスさん……じゃなくて、ええと、フェリスもいて……」

「…………」

「で、そのみんなで、シオンを助ける。でしょ？　私たちが、ライナがいるんだって、シオンに教えるんだもんね？」

　なんてことを言ってきて。

　ライナはキファのほうを見て、言う。

「ああ」

　それからもう一度、

「ああ、そうだ」

　と、うなずいた。

　そしてライナは、自分の掌てのひらを見る。あの塔で、シオンの腕うでをつかんだ手を。

　シオンの顔を殴なぐった、手を。

　シオンは泣きそうな顔をしていた。

　弱り切った顔をしていた。

　いや実際に、あと少しだったのだ。

　あともう少しで。

　あとちょっとで、あいつの心に届きそうだったのに。あいつをこちら側に、引き戻すことができそうだったのに、失敗してしまった。

　そしてそれをライナは、ひどく後こう悔かいしていた。

　チャンスはそう、多くないはずなのに、一番大事なところでうまく立ち回ることができなかった。

　だからあれから、ずっと働いている。

　もう一度チャンスがきたとき、今度は失敗しないように。

　二度とミスしないように。

　しかしそこでキファが、

「でも、寝ね不ぶ足そくで弱っちゃってる王様じゃ、誰だれも救えないよ。私はどっちかっていうと、寝ぼすけの王様のほうが好きだな～」

　なんて言ってくる。

　それにライナは顔を上げる。

　すると彼女はまた、笑って、

「きっとシオンも、そうだと思うよ。シオンが好きになったライナは……」

「……寝ぼすけ？」

「そうそう」

「でも俺、ほんとは生まれついてのテキパキ君だぜ？」

「あはは、またまた」

　と、キファが笑っているのを聞きながら、ライナも笑って、そのままベッドに倒たおれる。ここのところ本当にあまり寝てないので、一気に体がぐったりしてくる。

「寝て、いいよ」

　と、キファが言う。

「んー」

　と、ライナは返事する。

　返事しながら、天てん井じようを見つめる。いや、天井を見ている、自分の瞳ひとみに意識を向ける。

　呪のろわれた瞳。

　忌いまわしい瞳。

　誰もが忌み嫌きらう、『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれた瞳。

　いままでずっと、こんな瞳を持っていたら、誰とも触ふれ合えないと思っていたのに。

　こんなバケモノには生きる価値がないと思っていたのに。

「…………」

　どういうわけか自分のまわりは、仲間だらけになってしまった。

　おまえがいないと、寂さびしいと言ってくれる奴がいて。

　バケモノでも関係ないと言ってくれる奴がいて。

「…………」

　で、おまけに、助けたい仲間は──シオンの奴は、自分よりもバケモノで、自分よりももっと深い闇やみを抱えていたとかいう結末。

「なんせあいつ、血が金色だったもんなぁ」

　と、ライナは、殴ったときにシオンの口から流れた金色の血を思い出して、小さく笑う。

　そして、あの馬ば鹿かいったいなにをどこまで独りで隠かくしてたら、あんなことになるんだ、と、怒おこりたくなる。

　もう、秘密主義にもほどがあるだろ、と。

　そして自分は、シオンほど強くなかった、とも思う。心の奥ではずっと、誰かと触れ合うことを求めてて。

　必要だと。大切だと、言ってもらいたがっていて。なのにいろいろと言い訳しては、努力する前に、逃にげてきたのだ。

　かすかなＳＯＳを振ふりまきながら。かっこ悪いけど、気づいて気づいて僕に気づいてと叫さけびながら逃げてたら、シオンに捕つかまり、キファに捕まり、フェリスに捕まった。

『おまえは寂しい気づいてって自分で言ってるだろう。なら、俺たちの仲間になれ』

　と、捕まってしまった。

　だが、シオンはそうじゃなかった。

　本当に、誰にも気づかせないようにして、自ら独り、こっそり、勝手に沈しずんでいってしまったのだ。

　そんなあいつを引き戻もどすのは、ひどく大変だと思う。

　なにせ、あいつは欲ほつしてないから。

　愛や、仲間や、友情を。

　いや、欲してないというのは、嘘うそか。ローランドで最後に会った日、あいつは泣いていたから。ひどく辛つらそうな顔で、『ごめん』と謝ってきていたから。

　だが、我が慢まんしきれてしまうのだ。

　痛みに、寂しさに、我慢しきれてしまうのだ。

　ありとあらゆる責任を背負い込んで、あいつは独り、闇に沈んでいくことができてしまうのだ。

「…………」

　あの塔とうでライナは、シオンの腕をつかんだ。

　顔を殴った。

　そして叫んだ。

　どれだけおまえが必要かを。世界なんてクソくらえだと。一いつ緒しよにやれば、どうにかなんだろ、と、叫んだ。

　それにシオンは一いつ瞬しゆん、弱気になった。だが、それは一瞬だけ。ほんとうに一瞬だけ。すぐに元に、戻ってしまった。

　あいつの場合、責任が勝つのだ。

　そんな甘い話には、乗れないと。おまえはなにもわかってないと、叫んでいた。

　確かに、わかっていなかった。

　レムルスからの話を聞くまで、シオンがいったい、なにに悩なやんでいたのかさえ、知らなかったのだ。

　あいつは独り、世界を背負っていたのに。

「……ってか、世界とか普ふ通つう、個人は背負わねぇだろ？」

　と、ライナはちょっとだけ、笑う。

　だって、普通世界がどうこうなんて、一人の人間が真しん剣けんに悩むものだろうか？

　もちろんそれは大変なことだと思う。

　なにかを頑がん張ばらなければ、世界が滅ほろぶ──それはすごい話だ。

　だが少なくとも、ライナはそれを、真剣に悩むことはできなかった。

　それよりももっと、目の前のことに手て一いつ杯ぱいだから。

　たとえば自分が誰かを傷つけたらどうしよう、とか。キファを、フェリスを、シオンを傷つけたらどうしよう、とか。

　もっといえば、たくさん寝たい、美お味いしいモノが食べたい、みんなと笑っていたい。好きだと思った人が、少しでも楽しそうにしてるのなら、それでいい──と、そんなことで自分は手一杯だったから、『十年後に世界が滅ぶ』などと突とつ然ぜん言われても、まるでピンとこなかった。

　でもだからこそ、あいつは王になったのだろう。

　あいつは会ったときから、同じだった。

『この腐くさったローランド帝てい国こくを変えてやる。だからついてこい』

『複写眼アルフア・ステイグマ』ってだけで馬鹿にされる国を、おかしいと思わないか？　俺についてくれば、それを全部、壊こわしてやる』

　で、あげくの果てにそれが、世界にまで広がってしまったのだ。

　いや、でも、その責任範はん囲いは、

「……王様は、当然感じることなのかな？　なら、俺は王様失格だよなぁ」

　と、ライナは半眼で呟つぶやく。

　もちろん、一つの判断が、数万、数十万の命を左右してしまう、という状じよう況きようが続くと、知らず知らず、そうなっていってしまうのかもしれないが、しかし、まだそこまでの覚かく悟ごは、自分にはできていなかった。

　まあそれは、この国には王と女王と元首、三人も責任者がいるせいもあるのかもしれないが。

　半眼のまま、ライナはベッドの横の机を見る。キファはまだ、仕事をしていて。

「なぁキファ」

「なぁに？」

「おまえも寝ろよ」

「これ、あと五分で終わるから」

「そか」

「うん。あ、それともライナってば、添そい寝を……」

　が、そこでキファの言葉が、止まる。なぜか顔が真っ赤になる。

　それにライナは首をかしげ、

「あ？　どした？」

「ううんううん～、なんでもない」

「うん？」

「これ終わったら、私も部屋帰って寝るね」

「ああ。そうしたほうがいいよ」

「う、うん」

　と、キファはやはり顔を赤らめたままうなずく。こちらから目線をそらし、少しだけ挙動不ふ審しんな様子になってから、

「んと、えっと、ここはこうだからぁ」

　なんて言いながら、再び書類仕事を始める。

　それを見て、それから再び、ライナは天井を見上げる。

　頭の中には、シオンのことが巡めぐる。

　そしてレムルスがした話。

　この世界の仕組みについて。

　それからなにより、

「…………」

　とそこで、ライナは目を、大きく開いてみる。するとその瞳の中央には、朱しゆ色いろの五ご方ほう星せいが浮うき上がる。

『複写眼アルフア・ステイグマ』だ。

　しかしこの『複写眼アルフア・ステイグマ』は、少し前に、消し去ってしまっていたはずだった。自分の中に棲すんでいた、道どう化け師しのような格好をした『悪あく魔ま』の力を使って、『複写眼アルフア・ステイグマ』の呪のろいをかけていたバケモノは、殺したはずだった。

　なのにいま、自分の瞳には『複写眼アルフア・ステイグマ』が浮かぶ。

『悪魔』の力を具現化した、七色の涙なみだ形の紋様ではなく、『複写眼アルフア・ステイグマ』が浮かぶ。

　そしてこれが、あの塔でレムルスがやったことのようだった。

　あの塔で、勇者の力と、悪魔の力と、そして無数の人間たちの命を使ってレムルスが発動した呪じゆ術じゆつは、神々からの干かん渉しようを、一年間止める──というものなのだという。

　そして実際にそれは、本当だった。

　ライナの中の『悪魔』の力は、急に沈ちん黙もくし、動かなくなってしまった。

　そしてそれだけじゃない。『悪魔』を狙ねらって異界を蠢うごめきまわっていた、『女め神がみ』たちの気配も、まったくしなくなってしまった。

　残ったのはこの、『複写眼アルフア・ステイグマ』だけ。

　いや、

「厳密にいうとこれ、『複写眼アルフア・ステイグマ』ですらないんだけど」

　と、彼は目をこらす。

　すると朱色の五方星は、かすかに紫むらさきがかったピンクと、ピンクがかった青、再び朱色へと明めい滅めつする。

　持っている能力も、違ちがう。

　ただの『複写眼アルフア・ステイグマ』は、『悪魔』の力を一部利用して、ありとあらゆる魔法の構造を一瞬で見み抜ぬくことができる能力を持っていた。

　そして『悪魔』の力を全開に瞳ひとみに集められるようになったときは、この世界にある、ありとあらゆるものすべての構造、構成を、見抜くことができるようになっていた。

　魔法だけじゃなく、勇者の遺物も、それどころか、『女め神がみ』や、『複写眼アルフア・ステイグマ』、それにガスターク帝国の王が使ってくる、グロウヴィルとかいう名前のバケモノの構成まで、見通してしまえる能力があった。

　だが、いまはその、すべてを見通せる『悪魔』の瞳と、『複写眼アルフア・ステイグマ』の中間くらいの能力しかなくなってしまっている。

　いままでどおり、人間が使う魔法の構成はよく見えるのだが、しかし、神と言われるモノたちが存在している平行世界──異界のような場所を、見ることができない。

　さらに勇者の遺物──ヴォイスたちがいうところの『忘却欠片ルール・フラグメ』の構造も、簡単なものの構造は見えるが、複雑で、強大な力を秘ひめているモノの構造は、よく見えない。

　つまり瞳の力は、大おお幅はばに弱体化してしまっていた。

　どうやらそれは、『悪魔』の力が封ふうじられてしまい、能力が減退した、ということのようだった。

　まあそれでも、

「過ぎた力だけどなぁ」

　と、彼は呟く。

　なにせ、簡易のものだけとはいえ、勇者の遺物の構成が読めるのだ。なら、それについては量産することもできる。

「…………」

　と、彼はベッドに散らばっている、さっき自分が書いた魔導具の設計書へと目を向ける。おそらくはライナ以外の人間には読めない──古いにしえの言語で書かれた設計書。

　勇者の遺物を構成していた記号を書き写したものだ。

　それをローランドの魔法大系を応用して、実用化できるところまでもっていったのが、二つ。

　うち、量産できそうなのが一つ。

　まだ実用化にはもう少しアイディアがいりそうなのが、四つあった。

　それをぼんやり見つめ、また、

「……ふぅ」

　と、彼はため息をつく。

　なぜならいま、彼が作っているのは、武器だからだ。

　人を殺すための、兵器だからだ。

　まだ、それは他者とは共有化していない。ヴォイスや、ピアたちには見せていない。一度それが進んでしまえば、すぐに量産が始まってしまうから。

　そしてそれはすぐに、誰だれかを殺すだろうから。

　もっと強い武器を。

　もっと強い魔法を。

　もっと強い力を。

　救いたい人がいるから。

　救いたいものがあるから。

　だから、もっと強い、なにかを。

　そう、思って、

「シオンも人体実験してたのかなぁ」

　半眼のまま言う。

「そりゃ、辛つらかったろうなぁ」

　そう、ライナは言う。

　そしてシオンがそれとずっと一人で戦っていたのに、自分はもう、逃にげるわけにはいかないよな、とも思う。

「なぁキファ」

　すると彼女はこちらを見て、ちょっとだけ怒おこったように頬ほおを膨ふくらませる。

「もぉ、まだ寝ねてないの？」

「いや、のど渇かわいてさぁ」

「あ、じゃあ飲み物持ってきてあげよっか？」

「いやいや、自分でいくよ。顔も洗いたいし、トイレもいきたいしねぇ」

「そっか」

「うん。ってか、キファさ」

「なに？」

「このスフェルイエット民国って、どこの国の魔法を使える奴やつが、一番多いのかね？」

「え？」

「いや、兵士にさ──どこの国の魔法を習得してる奴が多い？」

　するとキファは少しだけ考えるようになって、

「どうかな。ヴォイス君のところは、幹部はイエット共和国の魔法使ってるよね？」

「ああ、そうだな」

「でも、彼が使う部隊は、見たことない魔法使ってる人が多いよね」

「いろんな国からの集合体だしなぁ」

「あと、ピアさんのところは……」

「あいつは当然、ローランドの魔法だな。俺と兄妹きようだい弟で子しだし」

「だよね」

「うん。あ、キファはあれだよね。ずっと見てるけど、ローランドと、エスタブールの魔法だと、結局エスタブールのやつのが得意だよね？」

　するとそれに、彼女はなぜか嬉うれしそうに、

「ずっと見てる？」

「へ？」

「あは、なんでもない。えっと、そうだね。エスタブールの魔法のほうが、得意かな」

　と、彼女はうなずく。

　彼女はかつて、ローランド帝てい国こくと争っていた、エスタブール王国からの二重スパイだったのだ。だから彼女は、エスタブールの魔法をうまく使う。

　そしてそれに、キファはまた、なにかを思い出すような顔をしながら、言った。

「やっぱり、他国の魔法って習得に時間がかかるし。日常生活で使う魔法式一つとっても、ちょっと違うもんね。だからどうしても母国の魔法のほうが、得意になっちゃうよね……ってまあ、魔法の天才のライナにはわかんない感覚かもしれないけど」

　が、それにライナは首を振ふって、

「いや、やっぱ俺も、とっさのときは、ローランドの魔法がでるよ？」

「あれ、そういうもの？」

「うん」

　と、ライナは指をくるんっと回す。指先に魔ま力りよくを集め、魔ま方ほう陣じんや、光の文字、格子、円、などなど、いろいろな国の魔法を展開しては消して、

「やっぱ、ローランドが得意かなぁ……それにローランドはやっぱ、強い国だっただけあって、魔法展開効率がかなり研究されてるしね」

　と、ライナは言って、それから自分の父親のことを思い出す。

　リューラ・リュートルーという名前の、自分よりも遥はるかに魔法に長たけている天才のことを。

　そしてローランドの魔法大系の基き礎そは、その父親が作った、というのを、ライナはこの間再会したばかりの父親から聞いていた。

　それもその努力は、ライナを『複写眼アルフア・ステイグマ』の呪のろいから救うためにやっていたのだという。最後には母親を生いけ贄にえに捧ささげてまで、自分を救おうとしてくれていて。

　だから、

「……やっぱ、ローランドの魔法の感じが、好きなんだよねぇ」

　と、彼は言う。

　するとキファはまた笑って、それから続けた。

「でもやっぱり、トアレのところの部隊が、一番多いんじゃないかな？」

「ん？」

「魔法を使える兵士──っていうことで絞しぼると、トアレが率いてる軍が──元ネルファ皇国からきた人たちが、一番多いんじゃない？　全員ネルファの魔法だし」

「ああ～、あそこ、統制とれてるしな……」

　なにせ、トアレ・ネルフィ、という旗印がなければもう、国も失ってしまっているのだから。

　そしていま、ヴォイスが率いる組織と、ピアが率いる組織が、この国では幅はばをきかせている。

　トアレはもともと争いを好まない、ということもあるせいか、少しだけ中心から外されているところもある。

　いや、王と呼ばれているライナでさえ、ただの傀かい儡らいで、お飾かざりのような扱あつかいではあるのだが。

「トアレ。トアレか。な～るほどねぇ」

　と、ライナは立ち上がる。

　するとキファが聞いてくる。

「顔洗いにいくの？」

「そそ」

「ちゃんと戻もどって、寝ないとだめだよ？」

「わかってるよ。寝ることに関しては俺、どんなことより興味があっからね」

「って言って、最近あんまり寝てないからさぁ」

「だから、寝るよ」

　そう言って、ベッドから下りる。出入り口へと向かう。

　その間、ずっと頭の中では思考をめぐらせている。

　それはいま、自分が考案している兵器を、どの魔法言語で実用化するのか、ということだった。

　そしてそれはおそらく、ネルファの魔法言語がいいだろうと、思う。

　ヴォイスもピアもすでに、『忘却欠片ルール・フラグメ』をいくつか所有している。さらに二人とも、かなり好戦的な性格だ。

　だからこそ、兵器をあの二人に渡わたそうとは、ちょっと思えなかった。

　でも、トアレなら。あいつなら、

「…………」

　と、そんなことを思いながら、ライナは部屋を出た。



　　　　　◆



　顔を洗い、トアレの執しつ務む室へいってひとしきり相談事をし、飲み物まで飲ませてもらってから部屋を出ると、あっさり二時間経たっていた。

　さすがに眠ねむい。

「あ～、働きすぎだけど……もうちょいこう、ぎゅいんぎゅいん進まないと、追いつかないんだよなぁ」

　なんて呟つぶやきながら、彼は廊ろう下かを歩く。

「まあ、ぎゅいんぎゅいんってのがなんなのかは、いまいち俺もわかんないけどね～」

　と、眠ねむ気けにふらふらしながら、進む。

「…………」

　すると廊下の角から、眠いときには絶対に会いたくない奴がやってくるのが、見える。

　金色の長い髪かみに、澄すんだ青い瞳ひとみ。異常なほどに整った容姿。腰こしには長ちよう剣けん、右手にだんごという姿。

　相棒の、フェリス・エリスだ。

　そのフェリスが、こちらを発見する。目を大きく開き、言う。

「いったい、どこへいってたのだ？　探してたんだぞ？」

「ほえ、探してたの？」

「ああ」

「そりゃ、あ～、美う味まいだんごを見つけたから、食わせてやろうと思った的な？」

　と聞くと、フェリスは驚きよう愕がくに震ふるえるような顔になって、

「な、なぜわかった!?」

　なんて言ってくるが、ライナはそれにあきれ顔で、

「だってここ十日連続、おまえ同じこと言ってるじゃん」

　と突つっ込こむが、しかしそれにフェリスが手を上げ、言ってくる。

「いやいや、いままでと同じだんごだと思ってもらっては困るな」

「と、一昨日おとといも言ってたよね」

「今回のだんご粉は、まだ私が食べたことのない、中央大陸の中でも、北方のほうのものだったのだ」

「ふむ。まあ、昨日は西方のほうのだったよね」

　が、無視でフェリスは続ける。

「北方はすごいぞ。弾だん力りよくがこう、南大陸のものよりも少しだけ緩ゆるいのに、粘ねばりがあるというか……」

「そうかそうか」

「とにかくおまえも食べてみればわかる」

　と、フェリスは右手に持っているだんごを掲かかげてくる。

　そしてこれに、「いや～、九日連続おやつはだんごって言われてもさすがにさ～」と答えると、危あやうく首が剣けんで刎はねられて宙を舞まいかねない、というのは、もう、昨日の段階でわかっているので、こう答える。

「じゃ、もらおうか」

「よし」

　と、フェリスがだんごをくれる。

　ライナはそれを素す直なおに受け取り、食べながら歩く。

　その横を並んで、フェリスがいつもの無表情の中に、妙みように期待するような色を浮うかべて、

「どうだ？　どうだ？」

　と聞いてくるので、

「あー、確かにねぇ。俺は昨日のよりは、こっちのほうが好きかな」

「そうか!?　実は私もそうだ」

　と、フェリスは妙に嬉しそうになる。

　それにライナはうなずきながら、歩く。だんごを食べ終わると、次の串くしがすっと差し出される。どうやらもう一本食べろということのようだった。

　まあ、お腹なかも多少減っていたので、受け取って食べる。

　するとそこで、フェリスが言ってくる。

「なぁライナ」

「なにー？」

「少し働き過ぎではないか？」

「それ、さっきキファにも言われたけど……でもまあ、おまえがそれ言う？　俺に徹てつ夜やでだんご粉探しにいかせたりしてた奴やつの言葉とは思えないけどなぁ」

　と笑って答える、

　しかしフェリスはそれに、

「ふむ。しかし最近では、だんご粉を手に入れるための徹夜は、体にいいという研究結果が……」

「出てねーよ」

「だが、国の仕事は体に悪いという研究結果が出たのは、本当だ」

「あれ、そうなの？」

「うむ。シオンを見ろ。ずっとへろへろだったではないか」

「まあ、ねぇ。で、俺がシオンみたいになってるように見える？」

　と聞くと、フェリスは首を振る。

「あいつは好青年風。おまえはダメ人間風だ」

「はは。じゃ、大だい丈じよう夫ぶだろ。適度に休んでるしさ」

　それに、フェリスが足を止め、こちらを見て、

「心配は、してない。疲つかれたらおまえは、私に相談してくれると信じてるからな」

　なんて言ってくる。

　それにライナも足を止め、その、フェリスのほうを振ふり返る。

　するとフェリスはこちらを真まっ直すぐ見つめ、

「おまえはシオンとは違ちがう。だから、私に相談する。一人で抱かかえ込まない。そうだろう？」

　なんて、言う。

　やはり彼女は、キファと同じようなことを、心配してきている。自分の中では、そこまで気負い込んで働いてるつもりはないのだが、外からはそう見えるらしい。

　まあ、そりゃ確かに、シオンを助け出せなかったことで、ちょっとくらいは……

「…………」

　いや、かなり、自分を責めているところはあるけれど。

　でも、こんなふうに心配されてしまうと──と、ライナはフェリスを見て、言った。

「あ～、うん。そうだな。心配かけて、ごめん。俺一人じゃ、シオンは救えないよ。おまえの助けがいる。ちゃんと相談するようにする」

　するとフェリスは、大きくうなずき、

「うむ。わかってるなら、いい」

　と、少しだけ安あん堵どしたような顔になる。

　それから、

「そうと決まったら、おまえはもう、いくらでも徹夜しろ。いや、むしろもう寝ねるな。そうじゃなくてもあの、ローランドの仕事馬ば鹿かは寝ないぞ。寝ないで突き進んでくる仕事狂きようを止めるには、こちらも相応の覚かく悟ごがいる」

　という言葉に、目の下にクマ作ってもまるで仕事をやめようとしない──それどころか新しい仕事が出てきたことに嬉うれしそうな顔になるシオンを思い出して、

「うえ～、なんかちょっと、やる気がなくなってき……」

　しかしフェリスはそれに握にぎり拳こぶしを作り、勢いよく言う。

「よし、あれだな！　昔使ったスパフェリちゃんを、また作るか。おまえが一秒でも怠なまけたら、後ろから剣が降ってきて首をスパっと落としてくれるあの高性能人形を……」

「やめて」

　と、ライナは止める。それからため息をつく。するとフェリスは、他の人が見てもわからないくらいのかすかな変化で、小さく笑う。

　それから、少しだけ真顔になって、続けてくる。

「ところで、レムルス帝てい国こくは、すべてローランドのものになったそうだ」

「知ってるよ」

「これでローランドは──シオンの奴は、南大陸をすべて手に入れ、中央大陸の三大国と呼ばれていた国まで手に入れ、世界最大の国になった」

「うん」

「なら、もう一度シオンのところにいくには、どう対処するべきだとおまえは思ってる？」

　と、フェリスが聞いてくる。

　それにライナは、いまの世界の情勢を、頭の中に思い浮かべる。

　といってもその世界は、日々刻々と変わってしまうほどに、このメノリス大陸は戦乱の渦うずに巻き込まれてしまっていた。

　ライナがローランド帝国にいたころとはもう、まるで別の世界だ。

　と、彼は頭に地図を広げる。

　まずメノリス大陸の南側。

　そこはもう、すべてがローランド帝国のものだった。

　ローランド帝国は南大陸の最さい南なん端たんに位置していたはずなのに、いまやその、全土を手中に収めている。

　さらに中央大陸南西部をすべて手に入れていた大国、レムルス帝国を手中に収めたことにより、かつて例のない、巨きよ大だい国家になってしまった。

　それに呼応するように、ガスターク帝国もすぐに手を打ってきた。



    

  
    
      　北大陸全土を統一し、中央大陸に侵しん入にゆうしてこようとしていたガスターク帝国は、ローランドがレムルス帝国の土地をすべて手に入れた──という情報が世界に流れてすぐ、中央三大国の一つと手を結んだ。

　北西に位置していた、エルトリア共和国と同盟を結んでしまったのだ。

　同盟しただけとはいえ、これでガスタークも、ローランドとほぼ、同じ規模になってしまった。

　そして残ったのは、中央大陸東方の土地だ。

　そこにかつてあった大国、ゲイルフィックラントは、ヴォイスの策略によって、上下に分断されてしまっていた。そしてその中央に、ライナたちはスフェルイエット民国を建ちあげたのだが、しかし、北側の旧ゲイルフィックラントは、ガスタークからの侵しん攻こうを止められずに、どんどん侵しん食しよくされてしまっている。

　なので残っているのは、南側だけ。

　その、南側の旧ゲイルフィックラントを、いま、交こう渉しようと脅きよう迫はくでヴォイス・フューレルとピア・ヴァーリエは手に入れようとしていた。

　南側というと、そのさきはローランドの勢力に触ふれる場所なのだが、都合がいいことに、ローランドはいま、旧レムルス帝国を掌しよう握あくするのに忙いそがしく、こちらに手を伸のばしてきていなかった。

　その間に、ライナたちはここにしっかりした国の基き盤ばんを作る必要がある。

　それも優先すべきは、軍事力だ。

　ガスタークやローランドに侵攻されても、踏ふみとどまれるだけの、軍事力。

　それを手に入れる必要がある。

　大きな軍事力を手に入れて、そして、

「…………」

　どうする？　と、ライナは思う。

　ローランドと戦争でもするか？

　だがそれでもう一度、シオンのところへいくことが、できるのだろうか？　と、そんなことを考える。

　レムルスが言った言葉が本当ならば、シオンの力は──いや、シオンの中の、『勇者バケモノ』の力は、屈くつ服ぷくさせた人間の数が多くなればなるほど、増大するのだという。なら、その力が手に負えなくなる前に、止める必要があった。

『勇者』が内側からシオンを喰くい潰つぶしてしまう前に、ライナは、バケモノからシオンを救いだす必要があった。

　そう。

　いまシオンは、バケモノに取り憑つかれているのだ。

　でもそれは勇者に、ではない。

　神に、でもない。

『正義をなさなければならない』という名のバケモノに、あいつは取り憑かれてしまっている。

　ライナは横にいる、相棒に言った。

「フェリス」

「なんだ？」

「俺、こないだレムルス帝国で、シオンに会ってきたじゃん？」

「うむ」

「そんときあいつ、どんな顔してたと思う？」

　するとフェリスがこちらを見て、聞いてくる。

「どんな顔だった？」

　それにライナは、少しだけ苦く笑しようしながら、言う。

「もう、逃にげたくて仕方ないって顔だったよ」

「…………」

「もう、辛つらくて仕方ないって」

「…………」

「だけど正義をなさなきゃいけないから、自分じゃなきゃこの世界を救えないからやめられないって思い詰つめて、いまにも泣きそうだった」

　と言うと、フェリスはそれにつまらなそうな、目新しいことなどなにもないと言わんばかりの顔で、言った。

「あいつは……出会ったときからずっとそうだ」

「まあねぇ」

「で、おまえはこれから、どうしようと思ってる？」

「ん～」

「というよりも、どうせおまえの中ではもう、結論が出てるんだろう？　でなければ、生まれてこの方自分から仕事などしたことがない、世界最大の甲か斐い性しようなしが、一人で徹てつ夜やで仕事などするはずがない」

　という言葉に、ライナはフェリスを見る。彼女の青い瞳ひとみは、まるでなんでも見通せているといわんばかりにこちらを見つめてきている。

　その彼女の瞳に、ライナは答える。

「俺は……シオンがやろうとしてることは一度、全部潰してやろうかなって、いまは思ってるよ」

「潰す？」

「だってあいつ、自分じゃなきゃ世界を救えないって、思いすぎてっからさ。どんなに小さな可能性しかなくても、そこにこだわって、なんとかしようって、必死にもがくからさ。だから……全部潰してやろうと思う」

　そう言って、ライナは南西のほうへと目を向ける。もちろんここはただの廊ろう下かなので、壁かべが見えるだけだが、しかし、方角的にはローランドがある方角へと、目を向ける。

　そして、言う。

「じゃなきゃあいつ、もうやめれないだろ。後あと戻もどりできないところまできちゃってて、引っ込みつかなくなってるだろうし。だから……」

「シオンのやってることを、潰す？」

「ああ」

「だがそれは……シオンと戦争を……」

　が、それを遮さえぎって、ライナは言う。

「全部だ。シオンを止めることができるなら、全部やる」

「…………」

「あいつがあきらめて……もう、こんなだめなら、田舎いなかに帰って隠いん居きよするよーって思っちゃうくらい、全部潰す。もう、徹てつ底てい的に潰す」

　するとそれに、フェリスは小さく微笑ほほえみ、

「それは、いいな」

「だろ？」

「田舎だんごは美う味まいと、決まってるからな」

「あ、そっち？」

「なら三人で、田舎だんごの店をやろう。私が店主。おまえとシオンが、だんご職人だ」

　それにライナは笑って、言う。

「出来れば俺がシオンの上司がいいんだけど。徹夜でだんご作るぞーとか言われたくないから」

「馬ば鹿かが、徹夜はあたりまえだ！　我々は不ふ眠みん不ふ休きゆうで伝説のだんごを生み出す戦いに生しよう涯がいを懸かけるのだ！」

　と、拳こぶしを握にぎりしめて、他人の生涯まで懸けて高らかに宣言するフェリスに、ライナは、笑った。

「……はは、そうなると、いいな」

「うむ」

「じゃ、まあ、だんごがどうこうはおいとくとしても、ちょっと頑がん張ばんないとな」

　そう言うと、フェリスはうなずき、それから再びこちらを見て、言った。

「なぁライナ」

「ん？」

「もしも戦争をしたら、きっと人が死ぬな」

「あ～……うん。そうだな」

「だがその責任は、おまえにはないからな」

「…………」

「もしあったとしても、私もおまえの計画には同意している。つまり私も、おまえと同じだけの罪を背負う」

「…………」

「おまえが、シオンに言ったことと同じだ。やるなら、一いつ緒しよにやろう。汚きたない水も、綺き麗れいな水も、一緒に飲めばいい。最悪の結果になったとしても、おまえと一緒に頑張れたのなら、私は後こう悔かいしない。わかったか？」

　なんて、彼女は言ってきて。

　フェリスが真顔で、そう言ってきて。

　そしてそれに、ライナは彼女を見つめ、それから、

「ったく、いっつもおまえには、救われるよ」

　と、ちょっとだけ震ふるえそうになる声で、そう言った。

　すると彼女は当然だ、といわんばかりの顔で、言う。

「私を誰だれだと思ってる？」

「誰なの？」

「神だ」

「はは」

「それに、おまえの相棒だ。だからもっと、頼たよれ」

　と、彼女は言う。

　ライナはそれに、

「ああ。わかった」

　と、うなずいた。

　それから、

「その言葉を、シオンに言ってやりたいなぁ」

　と、もう一度ローランドがある方角へと、目を向けた。

　南のほう。

　ずっと、南のほう。

　するとフェリスが聞いてくる。

「言わなかったのか？」

「言ったけど、あいつ聞かねぇんだよなぁ」

「殴なぐればいい」

「いや、ぼっこぼこに殴ったんだよねぇ。でもあいつマゾだから、きっと喜んじゃったんだなぁ」

「ふ～む。変態を相手にするのも、なかなかに難しいな……」

　と、腕うで組ぐみして真しん剣けんに考えるフェリスに、ライナは笑う。それから再び歩き出す。廊下を抜ぬける。

　向かうさきには、ヴォイスの部屋があるはずだった。

　もちろん、いまヴォイスが部屋にいるかどうかはわからないのだが。ピアも、ヴォイスも、ライナが帰ってきてからはずっと、南側の旧ゲイルフィックラントを手に入れようと活発に動いていて、帰っていたり、いなくなったりが忙いそがしかった。

　だがまあ、いてもいなくてもいいのだ。

　とりあえず、話したいことがある、と、ヴォイスとピアの側近の誰かに連れん絡らくできればそれでいいので、とりあえずはヴォイスの部屋のほうへとさきにいこうとしていたのだが。

　しかし、そこで背後から声がかかる。

「あ、ライナ！　こんなとこにいた！」

　少しだけ、怒おこったような声。

　キファの声だった。

　たぶん、少し睡すい眠みんをとると約束したはずなのに、まるで部屋に帰らなかったライナのことを、怒っているのだろう。

　それにライナは弁解しようと、振ふり返る。

　しかしキファは、怒ったような顔をしていなかった。それどころか、緊きん張ちようしているような、そんな顔でこちらを見ていて。

「どうした？」

　と、ライナは聞く。

　すると彼女は言う。

「いま、ヴォイス君から連絡があって」

「うん」

「ピアさんが……ピアさんが、殺されたって……」

「はあ!?」

　と、思わず声をあげてしまう。

　まるで現実感のない言葉に、いまいち意味がわからなくて、

「ちょ、いまキファ、なんて言った？」

　聞き返す。

　だがキファの答えは変わらない。

　ただ、もう一度、

「ピアさんが、旧ゲイルフィックラントを攻せめているときに、敵からの攻こう撃げきで、死んだって報告が……」

「嘘うそだ！」

　と、ライナはキファの言葉を、遮る。

　するとそれに、キファが黙だまり込む。それにライナは彼女を見つめ、

「あ、いや、ごめん。動どう揺ようして……大きな声がでた。キファは詳しよう細さい、知らないんだよな？」

「うん。報告がきただけで」

「ヴォイスからの報告か？」

「そう。ヴォイス君と一緒に、旧ゲイルフィックラントに脅おどしをかけてたんだけど……途と中ちゆうの小こ競ぜり合いで、ピアさんが敵の攻撃を受けて、殺されたって」

　それにライナは、思考を巡めぐらせる。突とつ然ぜん仲間の死を知らされて、動揺してしまっている心を静めようとしながら、一生懸けん命めい考える。

　いや、まずはその情報を、信じることができなかった。

　それは、ピアが死んだ、ということを受け止められないということではなく、自分が知っている中でも、最強といってもいいほどに強い、あの兄妹きようだい弟で子しが、そう簡単に死ぬとは、思えなかった。

　なにせあいつは、殺しても死なないような、わがまま女なのだ。

　魔ま術じゆつでライナを圧あつ倒とうし、体術でフェリスを圧倒してしまいそうな、とんでもない奴やつなのだ。

　そのピアが、死んだ？

　そんなこと、とても信じられなかった。

　さらにそれが、ヴォイスからの情報だ、というのも気になる。あいつはもともと詐さ欺ぎ師しの一族の生まれだから、口から出るのはいつもふざけた嘘ばかりなのだ。その嘘を本気にしていたら、いつの間にかあいつの掌てのひらの上で踊おどらされることになってしまう。

　だから、そこも信用ができなかった。

　つまり、

「……事実を確かく認にんする必要があるな。ヴォイスはそれで、なんて言ってきてる？　俺にこいって？」

　と、ライナはきいた。

　するとキファがうなずいて、

「うん。ヴォイス君の部隊も、壊かい滅めつしそうだから、助けて欲しいって」

「はぁ？　いったい、ヴォイスたちはなにと戦ってる？　あいつら、『忘却欠片ルール・フラグメ』持ってんだぞ？　旧ゲイルフィックラントの部隊なんて、敵じゃないだろ。それともまさか、ローランドが侵しん攻こうしてきたのか？」

　が、それにキファはすまなさそうに、

「それが、それは書かれてなくて」

「って、キファが悪いわけじゃないから、そんな顔しなくていいけど」

「私が調べてみようか？」

　が、ライナは首を振る。

「いい。俺がいく。ほんとにピアが殺されて、ヴォイスがピンチなら、助けにいく必要があるしな。それに、どうせヴォイスたちには、話があったから」

　そう言って、ライナは踵きびすを返す。

「ちょっといってくる」

　なんて言う。

　それにフェリスがきいてくる。

「まさか一人でいくつもりじゃないだろうな？」

「え？　あ～、どうしよ。ヴォイスはなんて言ってる？　援えん軍ぐん寄よ越こせって？」

　と、ライナがキファに聞いてみると、それに、

「できる限りの兵を集めてきてくれって……」

　という言葉に、ライナは顔をしかめる。

　本当に兵を動かせ、というのなら、それは、

「……くそ、それじゃあほんとにピアは……」

　そう言ってから首を振って、彼は言葉を、止めた。



    

  
    
      　第三章　迫害される理由






　時間は少し戻もどる。

　時刻は夜。

　場所はライナたちがいる、スフェルイエット民国から、南。

　旧ゲイルフィックラント帝てい国こくにある、アウェイルという街をさらに南下した場所。

　そこに、ピア・ヴァーリエと、ヴォイス・フューレルの部隊はいた。

　部隊の総数は、二万。

　ピアとヴォイスの兵がそれぞれ、一万ずつ。

　しかし敵の数は、その半分もいなかった。

　旧ゲイルフィックラントの中でも、スフェルイエット民国に屈くつするのを拒こばんだ貴族たちが抱かかえる兵士たち。

　数は七千にも満たないだろう。

　あとはすべて、スフェルイエット民国の統治下に入ることを、了りよう承しようしていた。

　当然だろう。

　彼らは『忘却欠片ルール・フラグメ』を所有していないのだ。

　さらには、一発で戦場をひっくり返してしまうような能力を持った、悪魔の王もいないのだ。

　おまけに南からは、反はん抗こうするものを皆みな殺ごろしにするような、ローランド帝国とかいう残ざん虐ぎやくな国が北上してきているのだ。

　なら当然、

「このピア・ヴァーリエ様の保護下に入らなきゃ、生きてけないでしょうに、いったいあいつらは、どういうつもりで籠ろう城じようなんかしてるのかしら」

　と、彼女はかがり火の向こうにうっすら見える、砦とりでへと目を向ける。

　その砦はなんとかという貴族が築いた、難なん攻こう不ふ落らくで有名だとかなんとかという砦らしいのだが。

「あんなの、『忘却欠片ルール・フラグメ』使ったら、砦ごと吹ふっ飛とんじゃうんだけど……ほんとに、なんなの？　あたしを馬ば鹿かにしてるのかしら？」

　するとそれに、横に控ひかえていたヴォイス・フューレルとかいう生意気なガキが、言ってくる。

「まあ、降こう伏ふくするにあたっての、最後の条件交こう渉しようのつもりなんじゃないですかねぇ？　もう、私たちスフェルイエット民国に抵てい抗こうするだけの力がないことは、本人たちが一番わかってるでしょうし」

　それにピアは、ヴォイスのほうを見て、冷たく目を細める。

「ガキの意見なんて、聞いてないんだけど？」

「あは、その冷たい言いっぷり。背中がゾクゾクしちゃいます」

「黙りなさい。じゃないと、殺すわよ？」

　と、彼女は殺気を込こめて、そう言うが、それにヴォイスはへらへらと笑ったまま、続ける。

「ピア様に殺されるなら、喜んで～」

「はぁ……」

「と、二人のラブラブな時間はさておくとしまして」

「はぁ……」

「で、この状じよう況きよう、どうしましょう？　とりあえずは、私とあなた、二人で今後どうするのかを決めるべきだと思うのですが」

「なんであたしがあんたと話し合う必要があるのよ」



    

  
    
      「だって、私たちは両部隊の主あるじ同士でしょう？　私は元首。あなたは女王」

　なんてふざけたことを言ってくるヴォイスに、ピアは笑って、

「へぇ。じゃあここで、どっちの部隊が強いか決着つけてから、今後の方針を話し合おうか？」

「いやいや、それはいりません。うちよりピアさんのところのほうが強いことは、わかってますから。私は女王様に夢中です」

　などと言ってくるが、もう、それ以上こいつとは会話する気にならない。そうじゃなくてもこいつの部下は、何人もこちらに殺気を放ってきているのだ。さらに『忘却欠片ルール・フラグメ』をこちらに向けている者までいる。

　まるで主を──ヴォイス・フューレルを守ろうとしているかのように、真しん剣けんな表情でこちらを見ている者までいて。

　こんなへらへらした奴でも、部下にはそれなりに慕したわれているようだった。

　まあ、確かにこいつは、ガキにしては度胸もあって、頭も切れるようなのだが。

「あたしってば、年下に興味ないんだよねぇ」

　と、小さく言って、ピアは笑う。それからもう一度、砦のほうを見る。

　そしていま、ヴォイスが言った言葉を思い出す。

　籠城の理由は、条件交渉なのだという。

　スフェルイエット民国の統治下に入るのはかまわないが、自分たちの地位は保障してほしい、と、つまりはそういうことだろう。

　そしてその条件を呑むかどうか、なのだが。

　ピアは言った。

「圧あつ倒とう的な殺さつ戮りくって手も、あるよね」

　するとヴォイスが答える。

「ローランドみたいに？」

「そう。残ざん忍にんなところを見せたら、統治するのもスムーズにいくでしょう？」

「まあ、ケースバイケースですけどねぇ。うちは一見優やさしげなところが売りの国ですし」

「なんせ詐欺師が作った国だからね」

　と嫌いやみっぽく言ってみるが、ヴォイスは気にする様子もなく、続ける。

「ま、それもありますが……もう一人の王が、ちょっと甘ちゃんなので」

「ライナ？」

「ええ。あんまりグロいことすると、すねちゃう気がして」

「あはは。ライナは、そういうとこあるかもねぇ」

「でもあなたは、目的のためには手段は選ばない？」

　その問いに、ピアは少しだけ首をかしげて、言う。

「どうかなぁ。華か麗れいさはあってもいいかなって思うけど」

「はは、じゃあ、今回はどう、華麗に収めますかね？　相手の条件を受け入れるってのは、ないんですよね」

「ないね」

「じゃあ皆殺しですか？」

　それに、ピアは考える。

　相手の条件は呑まず、しかし残ざん酷こくに見えない方法で、この場を一気に収める方法は、ないか。

　あまり、時間はかけていられなかった。そうじゃなくても、ローランドの侵しん攻こうは異常なまでに速いのだ。

　そしてガスタークも、エルトリア共和国と同盟したと聞いた。

　となると、

「ここでグズグズしてるわけには、いかないわよね。さて、じゃあ……」

　と、彼女はとりあえずの指示を、だそうとした。

　だがその途と中ちゆうで、言葉を止める。

　なぜなら殺気を感じたから。

　夜の、闇やみの向こう。

　敵の砦がある方向。

「……なに」

　と、小さく呟つぶやいたときにはもう、敵は姿を現していた。

　真っ黒な、修道士の服のようなものを着た男。その男が、一気にこちらとの間合いを詰つめてくる。

　異常なまでに、速い。

　もう、ピアの目ですら追えないほどに、速い。だから、予測で彼女は体を動かす。

　ヴォイスの髪かみをつかみ、

「へ？」

　と、驚おどろいたような声をあげる彼の体を、

「よけなさい！」

　思いっきり転がす。

「うわっ」

　ヴォイスが地面を転がる。するとその、彼の体があった場所に、敵の攻こう撃げきがくる。

　それは、手だ。

　ただの手。

　だが、それは速すぎて、受けたらこちらの腕うでが千切れてしまいそうなほどの勢いだった。

　だから彼女は、きゅっと拳こぶしを握にぎる。それから開く。すると五本の指先にはまっていた、小さな、赤い、つけ爪づめのようなものから、深しん紅くの光が伸のび出す。その光が敵の腕を、斬きり裂さく。

「よしっ」

　と、彼女は声をあげる。

　手て応ごたえはあった。

　相手の腕は、細切れに斬り裂かれたはずだ。これで相手は、バランスを崩くずすだろう。いくら身体能力が高くても、腕を一本失えば、一いつ瞬しゆんだけ、バランスが取れなくなる。

　そしてその隙すきを狙ねらえるだけの戦せん闘とう能力が、彼女にはあった。

　動きは自分のほうが遅おそい。

　だが、その遅さを補って、あまりあるほどの戦闘のセンスが、彼女の中にはある。

　腕を失って少し動きが鈍にぶった相手に向かって、さらに赤い爪を走らせようとする。

　止とどめを刺さそうとする。

　だが、その途中で彼女は、

「ん～？」

　攻撃を、止める。

　相手への攻撃を止めて、急に後ろに下がりたくなる。

　それは理り屈くつじゃなかった。いま、前に出たら、負ける──そう本能が叫さけんだのだ。

　そして彼女はそれに、素す直なおに従う。

　だめだと思ったときに前に出ても、いままで一度もいいことはなかったのだ。

　自分の勘かんは、常に正しい。

　だからそのときも、彼女は攻撃するふりをしながら、下がった。

　そして下がりながら、見た。

　黒くろ髪かみ、黒目、黒い修道服の男。

　その瞳ひとみには、朱しゆ色いろの十字が光っている。

　そしてその瞳を、彼女は知っていた。いや、もう何度か戦ったことがあった。

『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者の、瞳だ。

　だが、ここまで動きが速い『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者を、彼女は見たことがなかった。

　さらにその、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者は、魔ま法ほうを喰くらってもいないのに、

「うわ、いまのよけるんだ。強いなぁ、君」

　と笑いながら、細切れに斬り裂かれた腕を、再生していってしまう。そして再生した腕で、再び襲おそいかかってくる。

　そこで周囲の部下たちが、戦闘に気づいたようだった。

「ピア様！」

「女ひ王め様！」

　と、一いつ斉せいに魔法を使おうとする気配を、感じる。

　それにピアは叫ぶ。

「援えん護ごするな！　こいつは……」

　が、その言葉が終わる前に、ヴォイスが自分の部下に守られ、後方へと逃にげながら、

「こいつは魔法を喰う！　魔法は使うな！　ナイフを投げろ！」

　それで、一斉にナイフが投げられる。

　それに『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者は、にやりと笑う。

「そんなの、当たらな……」

　が、ピアも笑う。

「当たるわよ。あたしがそう仕向けるから」

　そう言って、彼女は指をくるくると回す。すると宙空に光の魔ま方ほう陣じんが生まれる。ローランドの魔法だ。

　すると男は、

「あはぁ、魔法使っちゃだめだって、いま言っ……」

「うるさい、バケモノ」

　と、ピアは言って、魔法を発動する。

「求めるは水雲〉〉〉・崩雨みすみ！」

　刹せつ那な、魔方陣の中央に、強きよう烈れつな水流が生まれ、噴ふき出す。

　しかしそれは、敵のほうじゃない。

　自分の、背中にだ。

　ある程度調節された『崩雨みすみ』は、ピアの背中を押して、彼女を吹ふっ飛とばす。

　その反動を使って、彼女は宙空へと飛ぶ。そのまま敵の頭上を取る。

　そして、言う。

「さあ、上に飛びなさいよ。飛んで、ナイフをよけなさい。でも飛んだらあなたは、あたしがバラバラにしちゃうけど」

　それに男は、こちらを見上げ、それから、

「くっ」

　と、周りを囲むように飛んできている、無数のナイフへと対応しようとする。だが、腕二本では、対応するにも限界がある。それも頭上からはピアが攻撃してこようとしているのだ。

　そのすべてに反応することは、さすがに出来ないだろう。

　案の定、ナイフを数本、男が体に受ける。血が流れる。

　さらに降ってきたピアが、爪を振ふるう。

　男は必死によけるが、

「爪はフェイクでした～」

　と、ピアは足を振り上げる。つま先からは、いつの間にかナイフが飛び出している。そのナイフが、男の首を斬り裂く。血が、どぷっという音とともに、周囲に舞まい散る。

　致ち命めい傷しようだ。

　少なくとも相手がただの人間であれば、これで、終わりのはずだった。

　だがピアは、緊きん張ちようを解かない。

「全員、離はなれろ。魔力を奪うばわれなければ、これで終わる。『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者は、回復できない」

　そう、部下たちに命じる。

　そして彼女は、血を流し続けている男を見る。黒いはずの服が、真っ赤に染まっていくその光景を見つめて、聞く。

「さ～て、あなたは何者か、聞かせてもらおうかしら？　コトと次第によっては、回復できるだけの魔力をあげるけど？」

　すると男は、朱色の十字で、こちらを見る。男は笑っている。あきらかに死ぬ寸前なのに、男は笑っている。

　それにピアは、聞く。

「なにがおかしいのかしら？」

　すると男は答える。

「君が、勝ち誇ほこってるから」

「それがおかしい？」

「うん」

「だって、あたしの勝ちでしょう？　『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者は、魔力を食べ続けていない限り、そんなに長く力を発揮できない。その出血じゃ、空気中にある魔力を食べても、再生は追いつかないはず……」

　が、そこで男は指をぱちんっと、鳴らす。

　瞬しゆん間かん、首の傷が、修復してしまう。ナイフも体から抜ぬけ、傷口が再生する。

　だがそれに、ピアはやはり笑みを浮うかべ、

「それで？」

　と、きいた。

「傷は治せても、もう、魔力切れでしょう？　傷の修復は大きな魔力を消費するはず。あんたたちのことは、もう、よく知ってるのよ。その手の知識は、あたしたちそれなりに豊富だから」

「それは、僕らの同どう胞ほうを、それだけたくさん殺した、っていう宣言かな」

「さて、どうでしょう。あたしはガスタークの奴やつらと違ちがって、魔眼には興味がないから。友達に魔眼保持者がいたからねぇ」

　するとそれに、一瞬だけ男は反応してから、少し顔を歪ゆがめて、言う。

「あげくに人間の分際で、僕らの友達面づらをするか。ますます、むかつくなぁ」

「あはは、あんたら、そういうこと言う奴ばっかりよねぇ。『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者は生まれる前から開眼するから、性格悪い奴ばっか」

　それに、男はこちらをにらむように、見る。その間にピアは、片手でこっそり、もう一つの『忘却欠片ルール・フラグメ』を用意する。

　もう、目の前の男は身体能力を上げるための魔力を、残していないはずだった。だから勝ちは決まっている。こちらの絶対的有利は、決まっている。

　さらにこちらには『忘却欠片ルール・フラグメ』まである。

『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者たちは、『忘却欠片ルール・フラグメ』の力を喰うことができないから、もうどうにもできないはずだった。

　だが、それでも、彼女は念には念を入れる。絶対的有利の、そのさきまで、準備を怠おこたらない。

　懐ふところから、ナイフを出す。それはただのナイフじゃない。やはり、『忘却欠片ルール・フラグメ』だ。神の力が宿った、兵器だ。

　しかしそれに、男は言う。

「そんなものを出しても、当たらなければ意味がないよ」

　それにピアは笑う。

「当たらないほど速く、もうあなたは動けないでしょう？」

　が、男はそっと手を掲かかげる。するとそこには、黒い、小さな渦うずのようなものがある。

　ピアはその渦を見つめて、言う。

「なに、それ？」

　すると男は答える。

「魔力の塊かたまり。ここからは、無む尽じん蔵ぞうに魔力が出続けてる──って言ったら、どういう状じよう況きようか、伝わるかな？」

　当然、伝わる。

『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者は魔力を喰らって、その身体能力を、誰だれもついていけないほどに、上げる。それは魔法で身体能力を強化するとか、あの、ライナのそばにいる金きん髪ぱつの女のように、訓練で異常なまでに動きを高速化する──なんていうレベルではない、本当に姿が見えないくらいまで、能力を上げてしまう。

　だが、すぐにその力は、欠けつ乏ぼうしてしまう。魔法も使わず、強大な力が振るえる代わりに、魔力を喰らい続けていない限り、力を維い持じできない。

　だがいま、目の前の男は、無尽蔵に魔力を供給するナニかを所有しているようだった。

　そしてそれは、非常にまずい。

　とんでもなくまずい。

　こいつは魔力を無尽蔵に喰らい続け、圧あつ倒とう的な力を発揮し続けることができるのだ。



    

  
    
      　さらに、ピアとの相あい性しようも、悪い。

　彼女は、『先天性魔導異常』という、常人よりも大きな魔法を発動できる──というのを長所としているのだが、この相手には、そもそも魔法を使っては、いけないのだ。

　なのでまず、身体能力で負けている。

　魔法も使うことができない。

　そんな中でさて、どうこいつを圧あつ倒とうすればいいか？

「…………」

　それを、彼女は頭の中に構築しようとする。

　すると男はにやりと笑う。まるでこちらの考えを見み透すかすかのように、

「いや、どう考えたところで、君に勝ち目はないよ」

　ピアはそれに、笑う。

「誰にものを言ってるの？」

「愚おろかな人間に」

　そう言って、掌てのひらにある黒い渦を、男はかじる。すると男の瞳ひとみに浮かんでいる朱しゆ色いろの十字が、赤く、紅あかく、朱あかく輝かがやいたように、見える。

　魔力が供給されたのだ。

　しかし掌の渦はやはり、消えない。本当に無尽蔵にそれは、男に魔力を供給しているようで。

「……まいったな。ずっと全開状態の『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者の相手をしなきゃいけないのか……これは」

　ペリアとゾーラを、別動部隊にしたのは、間ま違ちがいだったかな、と、彼女は思う。

　もし、あの二人がいれば、この状況でもなんとかできる自信が彼女にはあった。あの二人はそれだけの実力を持っているし、それになにより、三人で動けば基本、いままでどうにかならないような事態はなかったのだ。

　だがいま、ここには自分一人しかいない。

　もちろん部下はいるが、しかし、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者の動きについていけるような者は、存在しない。

　つまり、

「あたし独りで、やるしかないわよねぇ」

　と、彼女は体にぐっと、力を入れる。それから今度は、力を抜く。筋肉を柔やわらかく、柔らかくして、どんな状況にも対応できるようにする。

　だがそれに、男が言ってくる。

「おっと、まさか僕に、勝てるつもりなのかな？」

「あらあなた、あたしより強い男なんて、この世にはいないってこと知らないの？」

「ははは」

「笑ってられるのも、いまのうちだけよ」

　が、それに男はまた、笑う。

　そして、

「いやいや、僕が笑ったのは、君が勘かん違ちがいしてるからさ。まさか、相手は僕だけだと、思ってるのかな？」

　なんて、言いだす。

　それに彼女は思わず、

「へ？」

　と、自分にしては間ま抜ぬけな声をあげてしまう。

　そのときにはもう、男の背後に、もう一人バケモノがいるのが、見えた。

　それは綺き麗れいな女だった。

　年の頃ころは、十七くらいだろうか？

　黒く、長い髪かみ。黒い瞳。そして黒い服。

　そしてやはり瞳の中央には、朱色の十字。

　だが、そんなことはどうでもいい。ただの『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者なら、何人いても問題はないのだ。対処する方法は、いくらでもある。

　だが、その女の手にも、アレがあった。

　あの、黒い渦が。

　つまりあの女も、無尽蔵に魔力を喰くらい、身体能力を向上させ続けることができるということだ。

　その女が、言う。

　バケモノにしてはかわいらしい声で、

「ちょっと、ティーアさん速すぎます！　一人で突つっ込こんで、怪け我がでもしたらどうするんですか！」

　それに、ティーアと呼ばれた男が振ふり返って、

「でも、先に見てみないと、仲間たちがきても安全かどうかが、わからないだろう？」

　男は、こちらに対する態度とはまるで違う、優やさしげな声こわ音ねで言う。それから再び、こちらを見る。

　笑う。

　やはりその笑えみには、馬ば鹿かにするような、嫌いやみの色が戻もどっている。

　ティーアは両手を広げて、

「だけどまあ、問題なさそうだった。僕一人でもここは制圧できる。ここにいる人間どもは、弱いよ。皆みな殺ごろしにできる」

　と、自信たっぷりに、そう言う。

　そしてそれは、事実だった。

　もう、大規模に影えい響きようする、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使わなければ、対処できないレベルの相手だった。

　なにせ魔ま法ほうを喰らうことで強くなり、異常な再生能力まで手に入れる『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者は、基本的にピアとは相性が悪いのだ。

　さらにこちらは、こいつらと戦うための準備をしていない。

　おまけにどこから手に入れたのか、魔力の塊などという、質たちの悪いものまで持ち出してきている。

　と、もう、いまの状況ではどうやっても、勝ち目が見えてこなかった。

　なら、どうする？

『魔獣消しエルアムス』かなにかを使って、こいつらを目の前の景色ごと消しよう滅めつさせるか？

　もちろん『魔獣消しエルアムス』には数に限りがあるから、今後の、ローランドやガスタークとの『忘却欠片ルール・フラグメ』の撃うち合いに備えて無む駄だ撃うちは極力控ひかえたいのだが。

「この状況じゃ、仕方、ないわよねぇ」

　そう呟つぶやいて、彼女はドレスの背中側につけている、小さなポケットへと手を伸のばす。

　しかしそこで突とつ然ぜん、部下の女どもの後ろに隠かくれていたはずのヴォイスが、急に元気な顔で前に出てきて、言ってくる。

「いやいや、まだそのタイミングじゃないでしょ、ピアさん。勝負が決まった。なら、今度は交こう渉しようのターンです」

　それにピアは、ヴォイスのほうを見る。そして小声で言う。

「勝負が決まったってのは、どういうこと？　まさか私があいつに負けたとでも……」

「そうは言ってません。あなたは『魔獣消しエルアムス』を使って、彼らをもう、皆殺しにできる。そうでしょう？」

「…………」

「はい、あなたの勝ちだ。ではそのさきは、私が引き受けましょう。交渉は、私の得意分野なので」

　そう言って、さらに一歩前に出る。

　ほとんど戦せん闘とう能力などない、ガキのくせに、この人ひと喰くいの魔眼保持者たちの前で、ヴォイスは堂々と胸を張る。

「やあやあ魔眼のみなさん、こんにちは。さっきまでは隠れてましたが……状況は見てました。それではいまの攻こう防ぼうを踏ふまえた上で、交渉を始めましょうか、ティーアさん」

　するとそれに、ティーアがヴォイスを見下ろし、目を細める。

「交渉？　僕は下等な人間どもとは、交渉などしないよ」

　と、脅おどすように、言う。

　だがヴォイスはやはり、へらへら笑ったままティーアを見上げ、

「そうなんですか？　なら、なんのためにきたんでしょう。まさか私たちがむかつくから、殺しにきた、なんて理由できたわけじゃないでしょうし」

　するとティーアは笑って、言う。

「人間はいつもむかつくよ」

「でもその、むかつく人間は私たちだけじゃないでしょう。あの、向こう側にある砦とりでの中にだっている」

「…………」

「さらにあなたたちは魔眼保持者だから知っていると思いますが、私たちの王には、あなたたちのお仲間がいますよ」

　それに、ティーアはヴォイスをにらみつけて、言う。

「それは、おまえらが悪魔と名付けて利用してる、ライナのことかな？」

「あは、利用してるだなんて、人聞きが悪い。私とライナさんは、友達ですよ。親友ってくらいの仲の良さで、同じベッドで寝ねるくらいの仲の良……」

　が、そこでティーアの姿が、消えた。

　いや、消えたと思えるほどの速さで、動いた。

　次の瞬しゆん間かんには、ティーアはヴォイスの首をつかんで、地面にたたき伏ふせている。

「ぐあっ」

　ヴォイスの苦く悶もんの声があがる。そして声は、それだけ。ティーアの力はもう、ヴォイスの首を千切ってしまいそうなほどに、強くて、

「くそ」

　と、ピアはその、調子ばかりいいおかっぱ少年を助けようとする。

　だがその前に、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』の女が、動く素そ振ぶりを見せる。もしもピアがヴォイスを助けに動けば、向こうの『殲滅眼イーノ・ドウーエ』の女は、こちらに攻こう撃げきしてくるだろう。

　そしてもしも、あの女の攻撃を喰らってしまえば、『魔獣消しエルアムス』を撃つための距きよ離りを、敵から取れなくなる。

　最後の切り札を失ってしまう。

　だから、ピアは動けなくなってしまう。

　だが、動けなくなったからといって、思考まで止めるわけではない。

　なにか手はないか？

　最善の策はないか？

　状じよう況きようをひっくり返す方法はないか？

　全方位に意識を張り巡めぐらせて、そこで初めて、気づく。

　ありえないことに、気づく。

　自分がいる場所。

　いや、自分たちの部隊がいる場所を囲むようにして、黒い、霧きりのようなものがただよっているのだ。

　そしてその霧の奥が、尋じん常じようじゃないほど静かなのに気づく。音や、気配が、不自然なほどに感じられないことに、気づく。

　あきらかにあの霧は、何者かが張った、結界のようなものだと、わかる。

　さらにその、黒い霧の奥で、突然赤い光が灯ともり始めるのが、わかった。

　赤い。

　紅あかい。

　朱あかい光。

　呪のろわれた、魔眼の朱しゆ色いろ。

　それも一つじゃない。

　十、二十、三十……いや、百や二百じゃない。

　おそらく、千に近い数の魔眼がこちらを見ていた。

『殲滅眼イーノ・ドウーエ』の十字だけではなく、『複写眼アルフア・ステイグマ』の五ご方ほう星せいが、『未来眼トーチ・カース』の点が、『怨嗟眼ウイルノ・ヘイム』の二重楕だ円えんが──そこには朱く輝かがやいていて。

　そしてそれに、ティーアが言う。ヴォイスの首をぐいぐい絞しめつけたまま、

「もう一度言うけど、汚けがらわしい人間どもと、交渉する気なんてないんだよ。ガキのくだらない冗じよう談だんを聞くのも、うんざりだ。そもそも僕は人間に対してはあまり、気が長いほうじゃないしね。だから聞きたいのは、命いのち乞ごいの言葉だ。僕らにひれ伏して、殺さないでください、と、命乞いをするのなら、少しは話を聞いてやってもいい」

　言いながらも、さらに首を絞めつける。

　みるみる、ヴォイスの顔から生気が失われていくのが、わかる。

　それにピアは言った。

「そのガキを殺したら、私はおまえらとは交渉しないぞ？」

　すると首を絞めたまま、ティーアが嬉うれしそうに顔を上げる。

「ははは、じゃあ殺そう。で、おまえも殺して、他の奴やつに命乞いさせる」

「私はおまえじゃ殺せないけどねぇ」

「ははは」

「それに、私を殺したら、私の部下たちはおまえとは決して交渉しない」

「はははは、なら、そいつらも殺して……」

　そこで、ピアはポケットから『魔獣消しエルアムス』を取り出した。

　どうやら本当に、交渉がきく相手では、なさそうだった。

　だから、殺すことにした。

　この、部下たちが周囲にいる状況で『魔獣消しエルアムス』を撃ってしまうと、仲間にも被ひ害がいが出る可能性があるが、全ぜん滅めつよりは、ましだった。

　そしてどうせなら、旧ゲイルフィックラント帝てい国こくの、貴族どもが立てこもっている砦へ向かって、ぶっ放そうと、思う。

　それなら一つ、『魔獣消しエルアムス』を失っても、効率が悪いということはないだろう。凶きよう悪あくな魔眼保持者を殺し、さらにゲイルフィックラントも屈くつ服ぷくさせることができる。

　だから彼女は、破は壊かいの力が封ふうじられた、『魔獣消しエルアムス』の首くび飾かざりを宙空に投げようとした。

　だがそこで、その腕うでがつかまれる。

　そしてそれに、

「……うそ」

　彼女は、驚おどろいてそんな声を漏もらす。なぜなら彼女は、絶対に自分の腕をつかまれないように、全神経をその、『魔獣消しエルアムス』を放つ、という行動に集中させていたからだ。

　それは、目の前のティーアの動きにも反応できるくらいに慎しん重ちように、それでいて、素す早ばやく、動いたつもりだった。

　だが、彼女の腕は、つかまれてしまった。

　それもそれをやったのは、ティーアではなかった。

　ティーアはまだ、ヴォイスの首をつかんでいる。

　しかし、一番近くにいたティーアでなければ、いったい誰だれにそんなことができる？

　彼女のまわりには、ティーア以外には、あの『殲滅眼イーノ・ドウーエ』の女しかいなかったのだ。

　しかし『殲滅眼イーノ・ドウーエ』の女も、元の場所を動いていない。

　なら、

「なんだ、おまえは」

　そう、ピアは言った。

　そして自分の腕をつかんでいる男を、見た。

　その男は、黒い闇やみの中にいた。

　周囲に張り巡らされている黒い霧に似ている。

『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者たちが手に持っている、黒い渦うずに似ている。

　黒い、闇がピアのすぐ、横に現れて。

　そしてその中から腕が伸びてきている。

　さらにその闇が徐じよ々じよに晴れていき、すぐ、そばに、一人の男が現れる。

　金きん髪ぱつの、若い男だった。

　若いといってもピアよりは十くらい、上。

　二十代後半くらいだろうか？

　眠ねむそうな青い瞳ひとみに、へらへらと緩ゆるんだ顔。少し古い、ローランドのスーツのようなものを着たその男は、

「…………」

　ライナに、似ていた。

　まるで兄弟か、歳としの近い親子か──とにかくその男が、ピアの腕をつかみ、

「いやー、それは今後の戦争に、とっておきましょうねー」

　と、おっとりした声で、言ってくる。そのまま、ピアの腕から『魔獣消しエルアムス』の首飾りを奪うばおうとする。

　それに反応して、

「私に、触さわるな！」

　ピアは、爪つめを振ふるった。

　するとあっさり、爪は男の体を捉とらえる。斬きり裂さく。手て応ごたえは、あった。だが、男の体はバサバサと音をたてて、数千枚の紙のようなものに変わって、宙空に散る。斬り裂かれた紙は再びまとまる。そしてまた、目の前に男の姿として再生する。

　そして男は、言う。

　両手を広げ、

「じゃーん。生きてましたー」

　などと、ふざけた声こわ音ねで言う。

　だがそのときにはもう、ピアは後ろに一歩下がり、その男と距離を取っている。目の前の男がいったい、どういうトリックでいま、体を紙のようなものに変へん貌ぼうさせたり、再生させたりしたのかはわからないが、しかし、

「物理攻撃に強いなら、魔ま法ほうで……」

　と、ピアは宙空に光の魔方陣じんを描えがこうとした。

　それも、ローランドの中で最も殺傷能力が高い、『光燐くうり』の魔方陣を描こうとした。

　彼女は『先天性魔導異常』の能力者なので、『光燐くうり』の威い力りよくは、尋常じゃなく大きい。

　おまけに発動スピードも、速い。

　魔法を喰くらう、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者、なんて相手じゃなければ、実際にはほとんどの相手が、『光燐くうり』一発で片がついてしまうほどに、彼女の魔法は強力だった。

　だから、彼女は『光燐くうり』の魔方陣を描き始める。

　だが目の前の男はそれに、

「おお、すごい。速いねぇ」

　と言いながら、妙みような動きをする。

　とんっと、一度踵かかとを地面に打ち鳴らす。

　それから、一言。

『光く裏う燐り』。

　と、呟つぶやく。

　魔方陣も描かず、呪じゆ文もんも唱えない。

　ただ、一言、魔法の名前だけを言った。

　にもかかわらず、突とつ然ぜん男の前に、光の玉が生まれる。『光燐くうり』の源だ。

　それに、

「う、うそでしょ」

　ピアは思わず、そう呟く。

　もう、それはよけられるタイミングじゃなかった。そもそも、そんなスピードで魔法を発動されるとは、思ってもいなかった。

　完全に、現在の魔導科学の常識を逸いつした展開だった。

　だが、男の魔法は止まらない。

　とん、とん、とん、と、三回踏ふみならす。

『崩み竜す雨み』

『紅鉛蓮くれない』

『倒空地ちがしら』

　と、立て続けに魔法の名前を呟く。

　それは、全部ローランドの魔法だった。

　そしてそのたびに、目の前に魔法が展開される。

　水流が、炎ほのおが、土の牙きばが現れる。

　もう、異常としか言いようのない光景だった。

　こいつの魔法は、すべての魔法の展開手順を、完全に無視しているのだ。少しでも魔法の知識があるものなら、いま、ここで起きていることに、うろたえ、震ふるえ、絶望するだろう。

　だが、彼女はそれに、言う。

「これは……すごい。でも、攻こう撃げきしてこないのは、なぜかしら？　まさか私相手に、手加減してるつもり？」

　すると金髪の男は微笑ほほえんで、言う。

「はは、僕はティーア君とは違ちがって、女性には優やさしくしたいって思うほうなん……」

　が、遮さえぎってピアは言う。

「それか、もしくはこれ、幻げん術じゆつなんじゃないの？　だから攻撃してこない。というか、できない。ただの幻げん覚かくだから。張りぼてだから」

　しかしそれに、男はやはり微笑む。

　そして、言う。

「幻術」

「そう」

「うーん。僕は、こんな程度の低い幻術は、使わないけどねぇ。たとえば、幻術で君を屈服させたかったら、こんな術を使うかな」

　そこで男はまた、踵を踏み鳴らす。

　初めて指を上げる。

　魔方陣を描く。

「まずっ」

　と、ピアが言ったときにはもう、遅おそかった。



　　　　　◆

　　　　　◆

　　　　　◆



　次の瞬しゆん間かんにはもう、ピアは空の上にいた。

　地上が、遥はるか下方に見えるほどの高さ。雲よりも高く、山脈すら小さく見えるほどの、高度。

　そして、落下し続けている。

　とんでもない速さで、体が落下し続けている。

「…………」

　完全に、幻覚だ。

　それも、落下することに、異常なまでに心が恐きよう怖ふを感じるよう、仕向けられている。

　だから、

「う、うう」

　彼女は、うめくように声をあげる。

　恐怖に、叫さけびだしてしまいそうな心に、

「く、くそ、負けるな。正気を保って、幻術を破らないと……」

　と、言い聞かせる。

　するとそこで──



　　　　　◆

　　　　　◆

　　　　　◆



「ってね、空は気持ちよかったかな？」

　あっさり、幻術を解かれた。

　こちらはなにもしていないのに、男は幻術を解き、『光燐くうり』も、『崩雨みすみ』も、『紅蓮くれない』も、『倒地ちがしら』も消して、へらへら笑っている。

「…………」

　完全に、遊ばれてしまっていた。

　魔法を扱あつかうスキルの次元が、まるで違う相手だった。

　そしてそんな相手に出会うのは、初めてだった。あの『女め神がみ』でさえ、『忘却神器ルール・フアジール』を使えば、殺すことができたのに。

「…………」

　こいつを相手に、どう戦っていいのか、まるでわからなかった。

　するとそれに、ヴォイスの首を絞しめていたティーアが立ち上がって、言う。

「邪じや魔まをするなよ、リューラ・リュートルー」

　それに、リューラと呼ばれた男が振り返る。あっさりこちらに背を向ける。

　それはまるで、警けい戒かいするに値あたいしない相手だといわんばかりの緊きん張ちよう感のなさで。ここまで馬ば鹿かにされたのは、初めてだった。

「…………」

　ピアは、唇くちびるを噛かむ。

　だがやはり、リューラはとぼけたような声音のまま、話を続ける。ティーアに向かって、

「君の人間への態度の悪さは、状じよう況きようを悪くすると思うけど？」

　が、ティーアはそれに、リューラをにらみつけ、

「人間が、僕に指図するんじゃない」

「ちなみに言っておくけど、僕はもう、ほとんど人間じゃないよ？」

　と、楽しげに両手を広げるリューラに、しかしティーアはやはり、不ふ機き嫌げんそうな顔のまま、

「だいいち、僕はおまえと行動をともにすることに、心から納なつ得とくしてるわけじゃないんだ。エーネが命じたから……」

「なら、命じられた通りに動いたほうが、彼女は喜ぶんじゃない？　彼女は人間と君が、仲良くすることを望んでるよ」

「……彼女は、甘いから」

「そうかな。僕は君より彼女のほうが、現実を見ていると思うけど」

「おまえになにが……」

「なにもわかってないよ。それにわからなくてもいいと思ってる。なにせ僕は、息むす子こさえ幸せになれば、世界が消えたって気にしないんだから。でも、年長者として忠告してるだけ……って、まあ、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者は魔ま力りよくを喰らうと細さい胞ぼうが老化しないから、君と僕、どっちが年上かはわからないけどねぇ」

　そこでリューラは、魔眼がいくつも浮うかび上がっている、黒い霧きりのほうへと指を向け、言う。

「でもまあ、忠告するよ。君のその態度を、君を慕したう若い神の眼の保持者たちに見せて、いいのかな？」

「……別に、問題ない。そもそも人間どもと共きよう闘とうするなんてことには、僕は反対……」

「反対し続けて、その先になにがある？　君が誰だれかに殺されたあと、誰が彼らを守る？　このまま人間と対立した状態で、誰が彼ら、彼女らを、君が嫌きらう人間どもたちから、守るんだ？」

　するとそれに、ティーアの表情が少しだけ曇くもるのが、わかった。

　それにリューラは満足したようにうなずき、

「じゃ、僕の仕事は終わった。正気を取り戻もどしたこの組織の代表に、あとの交こう渉しようはまかせよう。それじゃ」

　と、手を振ふる。

　それにピアは、

「ちょ、待……」

　が、その言葉も通じない。

　リューラはあっさり闇やみの中に消えてしまって。どうやって消えたのかも、彼女にはわからなくて。

「……いったい、なんなのよあいつ」

　少しだけ屈くつ辱じよく的な気分で、彼女はそう呟つぶやく。

　だが、そんな彼女の様子は完全に無視で、さっきまで殺されかけていたヴォイスが、勢いよく起き上がる。

「いっやー、やばかった。思わず首絞められることに快楽を感じる寸前までいっちゃいましたよ～」

　なんてふざけた口調で言う。

　それをティーアが見下ろし、

「……僕に、こんな下世話な人間と交渉しろっていうのか？」

　もう、うんざりしたような様子でそう言うが、それにヴォイスが微笑んで、答える。

「いやいや、大だい丈じよう夫ぶですよ。もう一度首絞められると死んじゃいそうなので、ビジネスライク全開で会話しましょうか」

「…………」

「もう、だいたいの状況は把は握あくしましたしね。リューラ・リュートルー、あれ、ライナさんのお父さんですよね」

　という言葉にピアは驚おどろき、

「はぁ!?　なにそれ!?　あんなかっこいい男が、あの寝ね坊ぼ助すけの……」

　父親？

　と、思わず声をあげそうになるが、ヴォイスは無視で続ける。

「で、あなたたちは魔眼保持者の、集団、と。どうしてそんな奇き妙みような組み合わせが生まれたのかはわからないんですが、でも、いまのやりとりからすると、あなたがたも条件交渉ですよねぇ？」

　それにティーアはやはり、不機嫌そうに答えない。

　しかしヴォイスは、にこにこと続ける。

「私たちの国の王は、なにせ魔眼保持者ですからね。いまのこの世界の情勢なら、もう、魔眼保持者たちを保護してくれる先は、うちくらいしかない。他はきっと、目をえぐって、利用しようとするでしょう。目はえぐったほうが、利用するときの威い力りよくも上がりますしね」

　それに、あからさまにティーアの表情が歪ゆがむが、しかし無視でヴォイスは続ける。

「ですが、だからといってうちは、『保護してやるから、私たちのために働け～』なんてことも、言いません。そんなこと言うと、甘ちゃんなうちの悪魔王様が、怒おこりますから。だから、いいですよ。あなた方が求めるだけの条件を呑のみましょう。あなた方が、私たちの仲間になってくれるのなら」

　そこでヴォイスは言葉を止め、それから少し考えるように頬ほおに指を立て、ティーアを見上げる。

「でも、それでもきっと、あなた方は安心できないんですよねぇ。長い迫はく害がいがあったから。ずっと、人間に怯おびえて生きてきたから。長い迫害が人間の心になにを生むかは、私、親から詐さ欺ぎ師しになる勉強をさせられる過程で一度研究しているのですが……」

　しかしそれに、ティーアが言う。

「人間の心など、僕らには……」

　が、ヴォイスは遮さえぎって言う。

「いやいや、あなたたちも、人間でしょう？　迫害されて、怒いかりを感じる。屈辱を感じる。悲しみを感じる。それって、人間じゃないんですか？」

「…………」

「少なくとも、ライナさんは私なんかよりよっぽど人間らしいですしねぇ」

「…………」

　それに、ティーアは黙だまり込む。

　だが、ヴォイスはさらに続ける。

「でもそんな言葉だけじゃ、不安は消えない。じゃあ、どうやったらその、不安が消えますかねぇ？　この、攻こう撃げきして、脅おどして、自分たちのほうが強いと認めさせることで一定の地位を築こう、という考えはわかるんですが……それで築かれた地位で、あなた方は本当に、安心して私たちの国に入れますか？」

　と、ヴォイスは言う。そのまま彼は、黒い霧のほうへと目を向ける。

　ピアもそちらを見る。

　するとそこには無数の魔眼が、朱あかく光っている。霧から出てこずに、こちらを見つめている。

　そしてそれを、部下たちが怯えた顔で見ているのが、わかる。

　もちろん、その反応が、普ふ通つうだ。

　魔眼は、駆く除じよの対象なのだ。駆除しなければ、必ず人間に害を為なすから。

『複写眼アルフア・ステイグマ』は暴走して、人を殺す。

『殲滅眼イーノ・ドウーエ』などは、人間を喰くらって、力に変へん換かんすることもできるのだ。

　なら、一いつ緒しよに仲良くするなんて、できるはずがない──というのが、一いつ般ぱん的な常識だった。

　もちろんピアは、幼いころからライナを知っているから魔眼保持者にも人間と同じような感情があって、同じようなことに傷ついて、くだらないことで馬鹿みたいに笑う、ということを知っているが。

　しかし、それを普通の人間たちが知るには、魔眼保持者の人数は、少なすぎた。

　しかし運が悪いことに、恐きよう怖ふされるだけの数は、いた。

　だから、迫害の対象になってしまった。

　もっともっと数が少ない、『先天性魔導異常』の能力者は、数が少なかったから魔眼保持者ほどは嫌われなかったが──

「…………」

　と、ピアは自分の、通常ではありえない、真っ青な髪かみに、手をやる。

　つまりいま、目の前で起きているこの光景は、そういうことらしかった。

　少数派への、差別。

　迫害。

　殺さつ戮りく。

　憎ぞう悪お。

　ヴォイスが、急に歩き出す。

　まっすぐ、黒い霧のほうへ。

　魔眼保持者たちの、群れのほうへ。

　それにティーアが、

「どこへいく？」

　少し、慌あわてる。

　ヴォイスにはほとんど戦せん闘とう能力がないとわかっているのに、あれほど圧あつ倒とう的な強さを見せたティーアが、こんなにまで敏びん感かんに反応する。

　これが、魔眼保持者が受けてきた迫害の、実態だ。

　それにピアは、少しだけ気分が悪くなる。

　しかしヴォイスは気にせず、まっすぐ魔眼保持者たちのほうへと向かう。背後からヴォイスを気き遣づかう部下たちが、

「ヴォイス様！」

　と声をかけるが、彼は気にしない。

　するとその、彼の動きに合わせるように、黒い霧が晴れ始める。おそらくこの霧は、あのリューラとかいう男が作っていたものだろう。そしてリューラはこの展開で、ヴォイスの行動の味方をすることにしたらしい。

　急速に霧が晴れていく。

　そしてその中から、魔眼保持者たちがその姿を現す。

　いるのは、戦闘訓練を受けていそうな男だけじゃなかった。後方に下がっているが、少年や、少女が、怯えるような顔でこちらを見ていた。

　しかしそれに対する人間たちの反応は、やはりいつものものだった。部下たちがざわつきだすのが、わかる。

　バケモノだ、と。

　魔眼保持者だ、と。

　殺される、と。

　そんな声が聞こえ始める。

　そしてそれに、魔眼保持者たちが反応したのが、わかる。

　顔に憎悪の色を浮うかべるもの。

　悲しみの色を浮かべるもの。

　あきらめの色を浮かべるもの。

　ティーアの顔にもやはり憎悪が浮かぶ。いや、殺意すら浮かぶ。彼の全身に力が入る。いまにも人間たちを、殺しにいきそうで。

　それに、ピアは動こうとする。

　ティーアを止めるために、動こうとする。

　が、そこで、ヴォイスはやはりへらへら笑ったまま、部下たちのほうへと振り返って、大きく息を吸う。

　吐はく。

　それからもう一度深く息を吸ってから、

「黙れ、馬ば鹿かどもっ！」

　と、突とつ然ぜん大きな声で怒ど鳴なった。

　それに、部下たちが驚いた顔になる。

　しかし無視してヴォイスは続ける。

「おまえら、次に魔眼保持者を見て、驚いたり、差別じみた発言をしたら、死し刑けいにするからな。いいか？　彼らはいまから、私の仲間になる。私の仲間を侮ぶ辱じよくしたら、彼らが暴走する前に、私がおまえらを死刑にする。わかったか？」

　なんてことを、言い出す。

　それに部下たちはやはり、戸と惑まどうような顔になるが、しかしそれにヴォイスは大きく口を開いて、

「わかったのかと聞いているっ！」

　小さな体から発せられたものとは思えない、怒ど声せいをあげた。

　それに、ヴォイスの部下たちが緊きん張ちようしたのが、わかる。さらにすぐに側近たちがその、ヴォイスの命令に対応し始める。

　魔眼保持者たちを差別しないよう。

　ヴォイスの今後の方針に従うよう。

　今後は、魔眼保持者たちと、共きよう闘とうするよう。　いまの、たった一言だけで、一いつ瞬しゆんにこの場所の雰ふん囲い気きが変わったのが、わかる。

　するとまた、ヴォイスはにこやかな顔に戻もどり、魔眼保持者たちのほうへと顔を向ける。

　そして、言う。

「やあ魔眼保持者のみなさん。ごきげんよう。そして、安心してください。私は魔眼保持者を迫害しません」

　しかし魔眼保持者たちは、警けい戒かいしているような顔をしている。さらにその中の、幼い少女が、言う。

「嘘うそだ！　人間はみんな、私たちが嫌きらいだって知ってるもん！」

　五歳くらいの、少女だった。そしてたった五歳の少女がそんな発言をするほどに、人間と魔眼保持者の関係は、悪いのだ。

　だがそれに、ヴォイスがにっこり笑って、答える。

「少なくとも私は、君のことが嫌いじゃないですよ？　なにせロリコンなんで」

　それにピアは、

「はぁ？　なんであんた、このタイミングでそんな発言すんのよ」

　と、背後から突つっ込こむが、やはりヴォイスは楽しげに、

「それに、差別や迫害がどうやって生まれるのかってのも、私はよく知ってるので、少なくとも私の国で、あなたがたに嫌いやな思いはさせま……」

　しかしそれを遮って、声があがる。

「騙だまされるな！」

「人間の言うことを信じるな！」

「そうやって、そうやって俺たちはいつも騙されてきたんだ！」

　そんな声があがる。

　当然の声だ。そんな簡単に、長年に亘わたって生まれた、魔眼保持者と人間の溝みぞが、埋うまるはずがなかった。

　だがヴォイスはやはり、自信満々の表情で、続けた。魔眼保持者たちの声に、かぶさるよう、大きな声こわ音ねで、

「長い迫はく害がいや差別は、親からの教育で生まれます。親が言う。彼らは私たちとは違ちがう、と。そうすると子供も思います。違うからいじめていいんだ。差別していいんだ。迫害するべきなんだ」

「黙だまれ、人間！」

「一度生まれた教育を消すのは、大変でしょう。子供のころに教えられたことは、なかなか忘れられませんから。でも、今日、ここから生まれる子供たちに、違う教育をすることはできる。今日、すぐにすべてが変わるのは無理かもしれない。ですが今後……」

　そこで、魔眼保持者たちのほうから、石が飛んでくる。

　ピアなら簡単によけられるそれを、しかし、ヴォイスはよけられない。

　いや、もしくは、よけなかった。

　額に当たる。血が流れる。

　だが、ヴォイスはやはり、笑ったまま。

　それに、魔眼保持者たちの様子が少し、かわるのがわかる。

　まるでヴォイスの、掌てのひらの上で踊おどらされているかのように、魔眼保持者たちは、ヴォイスの言葉に耳を傾かたむけるようになる。

「石を投げても、いいですよ。私たちはきっと、それだけのことをしたんでしょう。あなたたちを傷つけ、悲しませた。でも、それはあなたたちの話だ。私の代の話だ。しかし未来の話はどうします？　今後もきっと、魔眼保持者は生まれる。その、未来に生まれた魔眼保持者の子供たちの未来は、変えられるかもしれない。その話は、どうします？　そのために、一いつ緒しよに戦ってみようと、思ってはもらえないでしょうか？」

「…………」

「たとえばまずは、法律を作りましょう。迫害をしたものを、罰ばつする法律を。もしくは協力しあえた者を、称たたえる法律を。そうすれば、新しい教育が生まれるかもしれない。新しい関係が生まれるかもしれない。そうは思い……」

　そこでまた、石が飛んでくる。ヴォイスの頬ほおに当たる。血が出て、それを彼は、舌でなめる。

　そして、言う。

「あなたがたはやはり、優やさしいですね。石を投げるんですから。本当は殺す力があるのに。私をあっさり、殺す力があるのに、殺さない。それはいったい、どういう感情なんでしょう？　それを考えてみてはくれませんか？」

　と、問いかけて、そこでヴォイスの言葉は、終わった。

　おまけに魔眼保持者たちには、強くヴォイスの言葉が伝わったのが、すぐにわかった。

　魔眼保持者たちの集団が、ざわめき始めたのだ。

　しかしそこで、一人の『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者が飛び出してきた。

　十五歳くらいの、少年だった。

　ヴォイスはそれに、反応しない。それほど少年の動きは速い。少年は殺す勢いで、ヴォイスの首に手刀を放とうとする。

　しかしそれを、

「やめろ、マグット」

　ティーアが、腕うでをつかんで止める。

　マグットと呼ばれた少年は、冷たい目でティーアを見上げ、言う。



    

  
    
      「こいつは危険だ。仲間たちを惑まどわす」

　それにティーアが、答える。

「だが僕らは、彼らを必要としている」

「こんな奴やつらいなくても……」

「おまえはまだ、人間の怖こわさを知らない。ガスターク帝てい国こくや、ローランド帝国は、もう、僕らだけじゃ相手にできない。見つかったら全員の目をえぐられる」

「でも……」

　しかしそれに、ティーアが言う。

「だが、君の言うことも正しい。僕もこいつの言うことは信用できないね」

　すると、マグットと呼ばれた少年の表情が、ぱっと明るくなる。

　ティーアが続ける。そのままヴォイスの髪かみをつかみ、

「だから、拉ら致ちしよう。反応を見る限り、人間どもにとって、こいつは重要なポジションにいるようだ。なら、まずはこいつを盾たてに、交こう渉しようしようじゃないか」

　と、あっさりヴォイスが捕つかまる。

「ありゃ、やっぱだめかぁ」

　なんて、困ったような顔でこちらを見てくるので、ピアはあきれ顔で見返して、言う。

「この距きよ離りじゃ、助けらんないわよ？」

「ですよねぇ……ま、でもこれも想定通りなんで、あとはよろしく」

「よろしくってあんた……」

　が、そこで、ヴォイスの側近の若い女が言ってくる。

「動かないでください。全部、ヴォイス様の指示通りなので」

　それにピアは、女のほうを見る。

　年のころは、十六、七歳だろうか。

　明るめの茶色い髪に、それとはミスマッチな黒い瞳ひとみ。確か、レイルカとかいう名前の女だ。

　そのレイルカが、言う。

「ヴォイス様が、魔眼保持者の心を揺ゆさぶるような条件を撃うち込みますが、しかし、しょせんは人間の言葉ではきっと相手は納なつ得とくしないでしょうから、魔眼の王にきてもらうことになる、とのことです」

　それにピアは、言う。

「魔眼の、王？　それって、ライナのこと？」

「はい。そしてもう、呼んであります。ライナさんが大急ぎでここにきたくなるような手紙を、すでに出しました」

「って、いつ出したの？」

　するとレイルカは、

「ティーア・ルミブルが、襲おそってきて、すぐです」

　と、言った。

　そしてそれに、ピアは目を、細めた。

　なぜなら彼女は、ティーア・ルミブル──という、フルネームで、ティーアの名前を呼んだ。そしてティーアのフルネームは、いままでの会話には、出てきていないはずだったのだ。

　ということはつまり、どうやらこいつらは、相手が何者なのか、もう、あらかじめわかっていたようだった。

「あんたら、嫌な奴らよね」

「それは、情報を共有化してなかった部分を怒おこってらっしゃるんですか？」

「全部よ」

　しかしレイルカは表情を変えずに、

「仕事ですので。しかし、申し訳ありません」

　とだけ、言う。

　だがその目は、連れ去られていくヴォイスのほうだけを、心配そうに見つめている。まるでこれでは、恋こいする少女だ。

　まあ、あのヴォイス・フューレルという少年の動きは、確かに魅み力りよくがあるものだとは思うが。

「でも、ガキすぎるでしょう」

　と呟つぶやき、それから、

「まあ、あんたもガキだから、釣つり合ってんのかもしんないけど」

　そう、小声で言う。

　それからレイルカに聞く。

「ちなみに、ライナが大急ぎでここにきたくなるような手紙って、なんて書いたの？　ヴォイスが拉致されたって？」

　が、レイルカは首を振ふって、言う。

「ピアさんが、殺された、と」

「ああ～、そりゃライナ、くるわ」

「きてくれないと、困ります」

　と、やはりレイルカは心配そうに言う。

　そのときにはもう、魔眼保持者たちは、黒い霧きりの中へと引き上げてしまっていた。

　そしてあたりにはまた、静けさが戻もどる。

　あれほど激しい戦せん闘とうが行われたのに、結局、いなくなったのはヴォイスだけ。

　それに、

「これ、あたし的には、ヴォイス助けないのが正解なんじゃないの？」

　と言ってみると、レイルカがじっとこちらをにらんでくる。

「冗じよう談だんよ」

　と、ピアは笑って、それから、目の前にある、砦とりでを見る。

　いまの、リューラやらティーアやらに比べたら、まったくなんの障害にもならない、くだらない貴族どもの自意識の塊かたまりのようなものを感じて。

「はぁ、なんかどっと疲つかれちゃった……」

　と、呟く。

　それから雲が少なくて、星がたくさんでている夜空を見上げ、

「あーあ、ペリアとゾーラに会いたくなってきちゃったなぁ。二人を呼んで、そんでもって……」

　あの、さっきのリューラやら、ティーアやらといった奴らを、殺せる方法を模も索さくしないとなぁ──なんてことを、思う。

　でも、とりあえずひとまずは、

「寝ねるかぁ」

　と、踵きびすを返し、彼女は自分の野営地へと歩き始めたのだった。



    

  
    
      　第四章　責任の意味






　髪を洗い、体を流して、食事をした。

　渡わたされた服は、いつものものとは少しデザインが違ちがうが、しかし、王が着るようなローブだった。

　胸の部分には、槍やりに蛇へびがからみついている──という、ローランドの紋もん章しようがつけられている。

　その服を身にまとい、シオンは呼び出された部屋へと向かう。

「…………」

　場所は旧レムルス帝国の、塔とうの中の八階にある、執しつ務む室。

　自分を監かん視しするためについていた兵士たちは、七階の階段の前で、

「上の階の、四つ目の部屋で、みなさまがお待ちです」

　と言って、上の階までは上ってこなかった。

　そして、この八階にはもう、他の人間はいないようだった。廊ろう下かにも、部屋にも、いくつか見える部屋にも、人の気配は感じられない。

　兵士に言われた四つ目の部屋にだけ、生気のようなものを、感じる。

　それをシオンは見つめ、

「じゃあ、いくか」

　そう言って、歩き出す。

　その部屋では、クラウの言葉が本当ならば、審しん問もん会が開かれるはずだった。

　それも、審査されるのは、ほんの二十日ほど前まで、このローランド帝国の王だった男だ。

「……まあ、いまも王様みたいな服着せられてるけどね」

　と、自分の姿を見下ろして、彼は薄うすく笑う。

　それから目的の部屋の前へと、たどりつく。

　きっともうそれだけで、中の奴らは、自分の存在に気づいているはずだ。なにせ、ローランドの中でも、最も頭が切れて、戦闘にも長たけている奴ばかりなのだ。なんでこんな奴らを従えて、いままで自分が王様なんてやっていられたのかわからなくなるほどにそいつらは優ゆう秀しゆうで。

　そして、そんな優秀な奴やつらにいまから、生きるか死ぬかを決めてもらえるのだという。

「…………」

　必要か、必要じゃないかを。

　これから、どうすべきかを、すべて決めてもらえるのだという。

　そしてそれは、なんて幸せなことだろう、と、シオンは思う。

　ずっと独りで抱かかえてきた苦痛と闇やみを、彼らは引き取ってくれるのだ。すべての事情を知った上で、決断を下してくれるというのだ。

　それはそれで、

「ずいぶんと、楽な話じゃないか」

　そんなことを、シオンは呟く。

　もちろん、そんな態度でここにきたと知れば、また、クラウなんかは怒るかもしれないが。

　しかし、もうすべてに、シオンは疲れてしまっていた。

　だから彼は、手を上げる。拳こぶしをにぎり、扉とびらをノックしようとして、しかし、

「入れ」

　ノックする前に、ミラーの声が部屋からする。

　扉が開かれる。

　やはり、彼らは優秀だ。

　それにシオンは苦く笑しようして、開かれた扉の先を、見つめる。

　部屋は、それほど広くなかった。かつての、シオンがライナと使っていたローランドの執務室と、ほぼ同じくらいの大きさの部屋。

　その中央に机があり、山積みの書類があり、その机の主として、ラッヘル・ミラー元げん帥すいが座っている。

　さらにその、部屋の奥の窓まど際ぎわには、ルーク・スタッカート軍ぐん曹そうが立っている。

　ミラーの机の横には、カルネ・カイウェル少将が。

　そして部屋の一番手前側には、クラウ・クロム元帥が、後ろの壁かべに背中をつけるようにして腕うで組ぐみしていて、どうやらそのクラウが、扉を開けてくれたようだった。

　その部屋に、シオンは入る。

　全員の顔にそれぞれ視線を送り、

「やあ、みんな。ほんとに革命のときのメンバーだけだね」

　と言う。それから、

「バユーズや、フロワードは、今日の話にいなくてもいいのかな？」

　そう聞くと、それにカルネが答える。

「バユーズさんは、旧エスタブールの兵を南大陸からこちらへ移動してる最中で」

「いない？」

「はい。で、フロワードさんは……」

　するとそれに、ミラーが続けた。

「呼んでない。仲間じゃないからな」

　それにシオンは、いつもの厳しい表情でこちらを見み据すえてきているミラーを見下ろして、笑う。

「はは、まあ、彼は俺が連れてきた人材だしな」

「そうだ。俺は自分の仲間以外は信じない」

　と、言う。

　まあ、そうじゃなくてもフロワードはいまいち、信用しきれないところがある人材ではあるのだが。

　それはさておき、シオンは言う。

「で？　これからどうするつもりだ？」

　するとそれに、ミラーが答える。

「それは俺がおまえにする質問だ。いったい、これからおまえは、どうするつもりだ？」

「…………」

「おまえは我々を裏切って、ライナ・リュートを助けにいった。おまえは我々を裏切って、情報を共有化していなかった。おまえは我々を裏切って、私情に負けて正しい決断をしなかった。で、それをいったい、どう釈しやく明めいする？」

　そう、問いかけられる。

　そしてその問いにシオンは微笑ほほえんで、あっさり答える。

「釈明の余地は、ないよ」

「…………」

「俺はライナを喰くう必要があった。じゃなきゃ、この世界は終わるんだってさ。でも、結局無理だった」

「…………」

「なら今度は、殺す必要があった。どうしても『悪あく魔ま』は喰わなきゃいけないから。そのためにはライナを殺して、新しい『悪魔』を生まなきゃいけない。でもそれも、無理だった」

　と、シオンは言った。

　無理、無理、無理と。

　彼はそう、言った。

　言うたびに自分の心が軽くなるのが、わかった。

　やらなければいけないことがあって。

　なにを犠ぎ牲せいにしても、どうしてもやらなければいけないことがあって。

　そしてそのためにすべてを捨てて、ここまできたのに……結局それは、無理だった、と。

「俺には所しよ詮せん、王になるだけの器量は、なかったんだ……」

　と。

「だから、おまえらの判断で、どう処分してくれてもいいよ。俺から釈明するために話せることはなにもない」

　とそう、言った。

　するとそれに、カルネが困ったように、クラウのほうを見る。

　ルークは窓の外に目をやったまま。

　そしてミラーは、やはり冷静な、感情があまりこもっていない瞳ひとみでこちらを見つめ、

「……おまえは一つ、勘かん違ちがいをしている」

「勘違い？」

　シオンが聞くと、ミラーはうなずく。

「そもそも我々は、おまえにそこまで過か剰じような期待をしていない」

「ああ～」

「関係の成り立ちを思い出せばわかるだろうが、当初おまえは俺たちにとって、革命を起こすための、道具だった」

　それに、シオンはうなずく。確かに、そうだった。すべてはミラーの計画の上に、ローランド帝てい国こくの革命はなされたのだ。

　その、最後の部分でシオンは、『勇者』や『悪魔』といった、人間を超こえた者たちの筋書きに巻き込まれ、ミラーの計画を超えることになった。

　だがそれすらも、ミラーの計画の一部だった、といってもいいかもしれない。シオンの中に、なにか大きな秘密があって、それが欠けると革命をなすことができない、と判断したのも、ミラーだったのだから。

　そして今日までは、順調に物事は進んできた。

　革命が成功し、いまやこのローランド帝国は、南大陸全土──さらには、旧レムルス帝国の領土まで手に入れて、メノリス大陸最大の国になってしまったのだ。

　これがもし、すべてミラーの筋書きどおりだったというのなら、

「……はっ、そもそも俺は、お飾かざりの王か」

　と、シオンは言った。

　するとそれに、ルークが口を開いた。

「いいえ、意外とあなたは、よくやってましたよ。私や、ミラー先せん輩ぱいの予想を超える行動をしました」

「それは、褒ほめ言葉かな？」

「もちろん。だからあなたを、殺さなかった。わかってるでしょうが、私たちは……」

　それに、シオンは聞き終わる前に、うなずく。

　そう。

　彼らは、そういうやり方をする。

　いや、決して、間ま違ちがえないのだ。

　必要なときに、必要なことを、必要なだけ。

　もしもシオンを殺すべきだ、と判断したならば、躊ちゆう躇ちよなく、そうできる奴らなのだ。

　そしてだからこそ。

「……だからこそ安心して、君らに処分を任せられるよ」

　と、シオンは言った。

　なぜなら決して、彼らは間違えないから。

　するとそこで、ひゅっとかすかに、音がする。耳みみ許もとで、なにかが空を切り裂さくような音がする。

　と同時に、細く、鋭するどい糸が首に絡からみついたのが、わかった。

　ルークが使う、『忘却欠片ルール・フラグメ』だ。

　ルークがこの糸を、少しでも強く引けば、シオンの首は飛ぶだろう。

　そしてそれで、すべては終わる。

　シオンの命が。

　いままでの、戦いが。

「…………」

　そして、苦く悩のうと、苦痛が、全部終わる。

　なにより自分が死ねば、もう、ライナは、こんなくだらない男を助けようと、必死になることもなくなる。

　だから彼は、それに微笑んでルークのほうを見る。

「結論は、出たのかな？」

　するとルークも笑って、言う。

「言っときますが、殺しませんよ？　殺すのはもう、簡単なようですから……なら、殺す必要がない」

　さらにミラーが、言う。

「その、価値もないしな。ライナ・リュートを喰わせなければ世界が終わるんだろう？　なら、俺たちがライナをおまえに喰わせてやる」

「なっ」

「おまえはこれからも、傀かい儡らいの王だ。お飾りの王だ。ニンゲンに利用される、馬ば鹿かな『勇者』だ。なら、なにも考えずにただ、俺たちの掌てのひらの上で踊おどれ」

　するとそこで、ルークが指を引く。ゆっくり、弱く引く。首は切れない。だが、引っ張られてシオンの体は、床ゆかにぐいっと引きずり下ろされる。

「ぐぅ」

　膝ひざが落ち、動けなくなる。

　シオンはそれに、抵てい抗こうしながら顔を上げる。

　そして、言う。

「俺は、絶対にライナを……」

　が、遮さえぎってミラーが言う。

「おまえに決定権は……」

「はっ、ライナを喰うくらいなら、死を選ぶよ」

　と、シオンは手を上げ、そして自分の首に絡みついている糸をつかむ。そしてその糸を、思いっきり引こうとする。そうすれば、自分の首が、飛ぶから。

　命が、消えるから。

　そうすれば少なくとも、友達を──ライナを守ることができるから。

　だがその彼の手を、横にいたクラウがたたく。シオンの手は、あっさり糸から弾はじけ飛び、つかむことができない。

「くそっ」

　と、シオンはクラウから離はなれようとするが、しかしさらに糸が引かれる。クラウのほうへと引きずり寄せられ、さらにクラウが楽しげに拳こぶしを上げて、

「おら！」

　と、顔面を殴なぐられる。

　もう、とんでもない力だった。ライナの拳よりも何倍も重い、拳けん打だ。それが頭にあたり、意識が飛びそうになる。少なくとも、体は吹ふっ飛んだ。背中から壁かべにぶつかる。

　それに、

「うわぁ、痛そう」

　なんて声を、カルネがあげる。

　だが、それにもう、反応している余よ裕ゆうは、なかった。脳が揺ゆれ、体のバランスを取っていられなくなる。

　彼は床にくずおれるように倒たおれ、周囲を見ることができなくなる。

　視界がぐるぐるまわり、しばらく、意識がはっきりしない。

　だが、声だけは聞こえる。

　妙みようにはっきりと、部屋の中での会話だけは聞こえる。

「と、こんな具合なわけよ」

　そうクラウが言うと、それにミラーが答える。

「ふむ。どうやら本当に、『勇者』の意識を乗っ取ってるようだな」

　続いてルークが言う。

「確か、各地に残っている伝承では、『勇者』は『悪あく魔ま』を喰くいたくて喰いたくて、仕方ないらしいですからねぇ。ですから、シオンさんはすごいですよ。ローランド帝国にいた、前王や、王子たちとは違って、完全に神を理性でコントロールしてる」

　するとミラーが、言う。

「だがそれは、レムルスが妙な呪じゆ術じゆつを使ったあとからか？　それとも、前からこいつは、神からの命令に、逆らってるのか？」

　その問いにも、ルークが答える。

「逆らってるでしょう。ライナさんを取り込めるチャンスは、何度でもあったはずですから。なにせ、狭せまい執しつ務む室で、ずっと一いつ緒しよに仕事してたんですよ。なのにシオンさんは……」

「ライナ・リュートを、喰わなかった」

　そう、クラウが言うと、それにカルネが、

「喰うだの喰わないだの、なんか下ネタに聞こえるんですけど？」

　しかしそれを、他の三人は完全に無視して話を続ける。

「ちょ、無視ですか？」

　という言葉に、ミラーは無視のまま、

「で、ライナ・リュートのほうはどうだ？」

　それにルークが答える。

「あれはもう、ダメじゃないですか？　シオンさんに、喰われたくて仕方ない感じです。おそらく、行動原理の中心が、全部シオンさんでしょう」

「ふむ。まあ、とりあえずはじゃあ、シオン・アスタールは生かす方向か。ぎりぎりのところでこいつは……まだニンゲンということだな」

　するとルークが楽しげに、言う。

「いえいえ、人間臭くさすぎるくらいですよ。もう、ライナさんの前でのみっともない姿を見たら、みなさん笑っちゃいますよ……もう、その人間味がうらやましいくらいです」

　なんて、こちらを見下ろしてくる。

　そこでやっと、ぐるぐる回っていた景色が、もとに戻もどりはじめる。

　クラウに殴られた顔を押さえながら、シオンは立ち上がる。そして、周囲にいる、四人をにらむ。

「いったい、どういうことだ？」

　するとそれに、ミラーが言う。

「聞いてなかったのか？　まだ少し、おまえが王ということになった。よかったな」

「はっ、これが王様に対する扱あつかいかよ」

　と、少しだけ冗じよう談だんめかしてシオンは言ってみるが、しかし、ミラーはやはり真顔のまま、

「おまえが人間かどうかを、試ためす必要があった。少なくとも俺たちは、見たこともない神を、ありがたがって王に据すえるつもりはないからな」

「…………」

「で、おまえは人間だった。なら、俺たちの上で踊れ。少なくとも、王になりたいなんて奴やつは、ここにはいないしな」

　するとカルネが笑って、

「シオンさんみたいに目立ったら、女遊びもできないですしねぇ」

　などと言って。

　そしてそれで、終わりのようだった。

　処しよ罰ばつも、処しよ刑けいもなく、ただ、おまえは人間だったから、王を続けろ、と。

　だがそれに、シオンは言う。

「でも俺は、おまえらを裏切っ……」

　しかしミラーがまた遮る。

「俺はおまえに話していないことなど山ほどあるが、おまえを裏切っていると感じたことはないぞ？」

「…………」

「そもそも、裏切る、裏切らないなどと言う言葉が出てくるほど、おまえと信しん頼らい関係を築いているつもりもない」

「うーん」

「それに人間はどうせ、間違う。それは大事な局面で。絶対にミスしてはならない場面で。それでも間違うのが、人間だ。でもだから、なんだ？　それで全部が終わりか？　おまえは自分が、どれほど完かん璧ぺきだと思っていたんだ？」

「それは……」

「完璧というのは、俺のような人間をいうんだ、馬鹿が」

　と、ミラーが言って。

　そしてそれに、クラウが、カルネが、ルークが、さらにシオンが一いつ斉せいに反応して、ミラーを見た。

　しかしそれでもミラーは、表情一つ変えないまま、

「………………………………おまえら、ちなみに言っておくが、いまのは冗談だぞ？」

　するとそれに、クラウが噴ふき出し、カルネが、

「み、ミラー先せん輩ぱいでも、冗談とか言うんですね？」

　笑いをこらえるような、震ふるえる声こわ音ねで言って。

　さらにルークが、

「……今度それ、私も言ってみようかなぁ。部下たちが、喜びますかね？」

　などと呟つぶやいて。

　それにシオンは、



    

  
    
      「……は、はは」

　と、思わず笑ってしまう。

　あまりのその、馬鹿馬鹿しさに。いや、自分の馬鹿馬鹿しさに。

　ずっと独りでなにもかもを抱かかえ込んでると思い込んでいたのに、こんな、すぐ身近でも、一緒に悩なやんで、冗談まで言ってくれるような仲間がいたことに、気づかなかったことに。

「……なんだよ、それ」

　と、うめくように、言う。

　するとミラーがまた、

「だから、冗談だと……」

「いや、その話じゃなくて」

「ん？」

「……俺の話だ。俺は、ライナを喰わなきゃいけないと……」

　だがそれに、ミラーが言った。

「いや、喰う必要があるのなら、そうしてもらう」

「え」

「だがそれが本当かどうかが、いまはわからない。だから保留だ」

「ちょ、それは……」

「俺たちは他人が言ったことは信用しない。自分たちが見て、調べた情報以外は、除外する。だからレムルスが言った言葉はほとんど情報として、採用できない。そしておまえの言葉もだ。おまえが誰だれにそそのかされ、ライナ・リュートを喰わなければ世界が消しよう滅めつする──という情報を与あたえられたのかはわからないが、その情報の真しん偽ぎは、確かめたのか？」

　なんてことを、問われる。

　そんな、あたりまえの疑問を、提示される。

　そしてそれに、

「……いや、それは……」

　恥はずかしいくらいにそれに、シオンは答えられなかった。

　するとミラーが言う。

「ならこの話は終わりだ。それについて、全力で調査を始めるぞ」

　そう言って、ミラーは立ち上がり、こちらを見つめて続ける。

「ここは人間の世界だ。ここは俺たちの世界だ。そしておまえは……俺たちの……人間の王だ。なら、神の言うことなど聞くな。選せん択たくの基準は、神の言葉ではなく、おまえ自身の心をよりどころにしろ」

　なんてことを、言われてしまう。そしてそこで初めて、ミラーは笑って言う。

「で、思う存分、間違えろよ。もしおまえが間違ったら、俺がおまえを殺してやる」

「…………」

「勇者？　悪魔？　知るか。全部殺してやる。だからおまえは気にせず、前に進め。その全部が、俺の計画の範はん囲い内だ」

　そう言って、ミラーは席を離はなれる。そのまま、部屋を出て行ってしまおうとして、

「……どこに、いくんだ？」

　そうシオンが聞くと、ミラーは答えた。

「妻と子供が、南大陸からきている。しばらく会っていなかったから、相手をしてくる」

　なんてことを言ってさっさと部屋を出て行ってしまい、それでどうやら、審しん問もん会は終わりのようだった。

　それにシオンはちょっと、拍ひよう子し抜ぬけしてしまい、ミラーが出て行ったほうを指さして、言う。

「なーんで、おまえらミラーを王にしないんだ？」

　と聞くと、クラウが笑って言った。

「だって、人気出なそうだろ？　嫁よめさんの尻しりに敷かれてる王様なんて」

　続いてカルネが言う。

「さっきのとおり、ユーモアのセンスも、ゼロですしねぇ。それにしかめっ面つらばっかりで、みんな疲つかれるでしょ」

　そして最後に、ルークが言った。

「なにより、私たちはシオンさんが、嫌きらいじゃないですからね。だから、妙みように弱気にならずに、もうちょっと私たちを信用してくれませんかね」

　なんてことを、言われる。

　それにシオンはクラウのほうを見て、言う。

「おまえ、もしかして牢ろうでおまえとした話、みんなにしたんじゃ……」

　が、それにクラウが答えた。まるで当然だろうと言わんばかりの顔で、

「俺が牢屋にいったことか？　ありゃミラーのおっさんからの命令だったから、当然全員知ってるぞ？」

　なんて、言われる。

　それにもう、シオンは顔をしかめ、あきれきったような気分で、

「……はぁ？」

　と、うめくように言った。

　確かにさっき、全部が計画の範囲内だとミラーは言ったが。

「やっぱり俺、こんな頭いい奴ばっかりの中で、王様やる自信、ないんだけど？」

　そうシオンが言うと、ルークが笑う。

「そんなことありませんよ。あなたには十分、王の資格があります。ミラー先輩もあれで、けっこう気を遣つかってますしね。ペットの心理状態が悪そうだから、メンテナンスがいるな、と、言ってました」

「ペット？」

　それにもう、シオンは思わず、笑ってしまった。確かに、心理状態はもう、最悪だった。だがまさか、ミラーに慰なぐさめてもらうなんてことは、考えてもいなかったのだが。

「俺は……思い詰つめ過ぎて、まわりが見えなくなってたのかな」

　と、呟く。

　するとそれに、ルークが言う。

「ライナさんにもそう、言われたでしょう？」

「…………」

「言っておきますが、あなたが『勇者』を体に棲すまわせてるから、私たちはついていってるわけじゃないんですよ？」

「…………」

「だから少し、肩かたの力を抜ぬきましょう。じゃなきゃもう、対応しきれない。十年で世界が終わると神が言った。なら、私たちはその、神とやらをすべて騙だますか、殺すかする必要がある。となると、くだらないことを思い詰めてる場合じゃないでしょう」

　なんて言われて、それにシオンは、答える。

「つまり、俺が馬ば鹿かって話かな？」

　するとクラウが笑って、

「おまえはいっつも馬鹿だろう？」

　続いてカルネが、

「少なくとも、仕事馬鹿ですよねぇ？　あと、あんなにモテるのに全然女の子と付き合わないのも、たまに馬鹿だなぁって思います」

　などと言われて、シオンはもう、疲れてくる。

　するとそれに、ルークが言う。

「馬鹿とかではなく、状じよう況きようが変わりました。いままでのあなたの選択はたぶん、正しかった。あなたは、ああいうふうに動くしか、なかった。なにせ、前の状況では私たちとこんな話もできなかったでしょう？　きっとこういう話になる前に、ルシル・エリスが出てきちゃったでしょうし」

「…………」

　それに、シオンはルークを見る。確かにそれは、そうだった。

　さっき首に糸が巻き付いた段階で、ルークはルシルに、殺されている可能性だってあったのだ。それに、『女め神がみ』たちからも、頻ひん繁ぱんに攻こう撃げきを受けていた。

　その、ルシルにも、『女め神がみ』にも、それぞれになにかしらの思おも惑わくがあって、もう、時間がなかったのだ。

　周囲を見回している暇ひまは、なかった。

　他の神どもに、自分が押し潰つぶされる前に、目的を達成する必要があったのだ。

　それはローランドの領土を拡大し、自分の力を大きくすること。他の神に取り殺されないよう、大きな力を手に入れること。

　そしてその上で、ライナを喰くらい、真と呼ばれる術体になって──この世界の創造と破は壊かいを管理しているモノの場所まで手を伸のばす必要が、あったのだ。

　だがその状況は、レムルスが行った呪じゆ術じゆつによって、急激に変化してしまった。

　まず、『女め神がみ』の存在が、感じられなくなってしまった。

　さらにルシルも現れなくなってしまった。

　いったいどうやってレムルスがそんなことをしたのかはわからないが、しかし、この呪術はいまから、一年もの間、効果を発揮するのだという。

　なら、確かに、

「……おまえらの言う通りだな。状況は、変わった。人間にもやれることができた」

　それにルークはにっこり笑って、両手を広げる。

　そして、言った。

「じゃ、改めて、我らが王よ。ここに人間の世界を作りますよ。死ぬとか言わずに、頑がん張ばれますか？」

　それにシオンは苦く笑しようする。

「諭さとされて、さらに準備万ばん端たん整えられて、で、踊おどれってことか」

「そうです」

「結局俺は、ずっと操あやつり人形だな」

「でも人形にも、才能がいるでしょう？」

　と、ルークは微笑ほほえむ。

　さらにクラウが、

「ただの人形じゃ、誰もついてこないしな。それに、『勇者』とかいう、バケモノの人形より、俺たちの人形のほうがいいだろ？」

　それにシオンは、クラウのほうを見て、笑う。それから真顔に戻もどって、

「それで、これからどうする？　状況は変わった。だが、それでも猶ゆう予よはたった一年だ。その一年で、どうするつもりだ？」

　するとルークが、話を譲ゆずるように手をこちらに突つき出してきて、

「まずは王様の意見をどうぞ。どうしたいですか？」

　なんて、聞いてくる。

　そしてそれに、シオンは考え込む。なにせ、まるで考えていなかったのだ。この、レムルスの呪術によって生まれた、新しい世界で、いったい自分がなにをするべきなのか。

　なにができるのか。

　いや、そもそも王の座から、逃にげだそうとまで思っていたくらいだから、まるで考えがなくて。

「……そんな急に、言われてもなぁ。ちょっと殴なぐられたりして疲れてるから、座っていい？」

　とシオンが聞くと、カルネが言う。

「ちなみにこの部屋、ミラーさんの部屋じゃなくて、実はシオンさんの執しつ務む室って知ってました？　机の上の書類も、いまからシオンさんがやる仕事になってます」

「はぁ？」

「だからどうぞ、そこに座ってください」

　それにシオンは、机を見る。うんざりするほど山積みの書類を見る。だがもちろん、それをこなしたくらいじゃきっと、足りないだろう。ローランドはここまで、尋じん常じようじゃない速さで拡大してきたのだ。やらなければならないことは、いくらでもある。

　だがそれを見て、シオンは言った。

「んじゃ、座ろうかな。で、カルネ。その机の上の書類は、おまえが全部やれ。猶予が一年しかないなら、俺は内政には関かかわれない」

「えー」

「仲間なんだろう？　なら、やれよ」

「なんかシオンさん、前より性格悪くなってません？」

　カルネが愚ぐ痴ちるように言うと、それにシオンは笑って、

「なんてな。まあ、冗じよう談だんはさておくとして……」

　と、自分の席だと言われた、中央の椅い子すへと座る。その椅子は、なかなか悪くない座り心地ごこちで、

「はぁ、仕事、山積みだなぁ」

　と机の上を見る。

　するとルークが言う。

「なにせ結構な時間、シオンさん怠なまけましたからね」

「二十日寝ねてたんだっけ？」

「いえ、ルシル・エリスが、レムルスに呪のろわれて動けなくなったタイミングで私たちに相談を持ちかけてくれていれば、もう少しうまく立ち回れました。なのにそれをあなたは怠けた──という文句です」

「…………」

「でもまあ、結局はこれで、よかったのかもしれません。死ぬ覚かく悟ごでコトに臨のぞんでいたレムルスには、悪意があるようには見えませんでしたし……ライナさんに会ったおかげで、あなたの私たちへの態度も、軟なん化かした。その結果を経たうえで、この状況が人間にとって、有利に働いてます。つまりあなたの行動は、正しかった」

「…………」

「あなたとしては考えなしに動いたんでしょうが、それで正解を引いちゃうところが、王様らしいですよねぇ。クラウもそういうところがありますが……」

　とそこで、クラウが言う。

「おまえ、馬鹿にしてんだろそれ」

　するとルークは笑う。

「はい、してますよ」

「殺すぞ？」

「はは、でも、尊敬もしてます。どうしてもすべてが理り詰づめの展開になる私と、ミラー先せん輩ぱいでは、こういう選せん択たく肢しを引きあてられませんから。で、だからこそ、聞きます。シオンさん。次の一手は、あなたはどうしたらいいと思いますか？」

　というその問いに、シオンはもう一度、思考を巡めぐらせる。

　再び未来に対して、前向きに進むと決めたとして、いったい、自分はどうすればいいのか。

　椅子の背もたれに体を預け、天てん井じようを見上げる。

　そして、考える。

　それはいまの世界について。

　これからの世界について。

　頭の中に地図を広げ、そして、狭せまくなっていた視野も大きく広げて、考え直す。

　そして彼は、言った。

「ローランドに……ローランドがもとにあった場所に、戻ろう」

「ふむ」

「エリス家の屋や敷しきの奥に──あそこに、『堕ちた黒い勇者アスルード・ローランド』の死体がある」

「……おっと、まぁた突とつ然ぜん、すごい情報が出てきますね」

「俺はそこで、ルシルと……そして『勇者』と契けい約やくして、体に取り込んだ。だがあそこは、普ふ通つうの人間では、入れない場所だった。勇者の血を引いた、ローランド帝てい国こくの王族しか入ることができない場所。普通の人間では、近づくだけで気が狂くるい、心が壊こわれて死んでしまうらしい。だが、もしも本当にレムルスの呪術で、神と名乗る奴やつらの力が封ふうじられたのなら……」

　それにルークは、うなずく。

「誰だれでも、入れるかもしれない……と。それは、調べてみる価値がありそうですねぇ……なるほど。エリス家の、屋敷ね。そんな身近な場所に、ヒントがあるのか。これは思ったよりも本当に、やれることは多そうだ」

　そこでルークはこちらを見て、さらに聞く。

「他には、なにか隠かくしてることはありませんか？」

　と問われ、しかし、隠してきたことが多すぎて、なにから話そうか、迷うくらいだった。

　だがルークは言う。

「まあ、大たい概がいのことはレムルスから聞きましたが……だから聞きたいのは、あなたの、個人的な情報ですね。たとえばライナ・リュートについて、どういう感情を抱いだいているのか？　『勇者』はどういう働きかけをあなたにしていたのか？　ルシル・エリスはあなたと契約するにあたって、なにを望んでいたのか？」

　それに、シオンは答えようとするが、しかしルークは首を振ふる。

「ですが、いまはいいです。そのへんのことは、書類にまとめてください。共有化しましょう。さて、しかしそれでは、ずいぶんとたくさん、やることが出てきましたよ。神はいなくなった。でも、敵はまだ、たくさんいます。たとえばガスターク。彼らも、相当いまの状じよう況きようについて、詳くわしそうです。しかしさて、彼らの黒幕は誰なんでしょう？　なぜ、世界の覇は権けんを取りたいと思ってるんでしょう？　神がいなくなったこの世界で、いったいなにを求めてくるでしょう？　彼らはもう、動いてます。エルトリア共和国と手を結んで、こちらに攻せめてこようとしている。当然、なにか欲ほしいものがあるはずだ。それは、なんのためでしょう？　シオンさんには、心当たりが？」

　その問いに、シオンは首を振った。

「ガスタークのことは、わからない。だが俺のことを──『勇者』のことを、危険視してるようだった」

「なるほど。ではガスタークに間者スパイを送りましょう。まあ、すでに何人か、ガスタークには送り込んでいるはずですが……」

　それにシオンは答える。

「確かガスタークには、槍やりの一族が──」

「シルウェルト一族の、長女ですね。ですがもう、長く帰ってきていない。殺されたんじゃないですか？」

「どうかな」

「引き続き、状況を追いかけましょう。では次──リューラ・リュートルーについて。彼も神の世界については、相当詳しそうでした。彼の目的は、一つ。ライナ・リュートの保護でした。あのへんも、いまのこの世界についてどう思っていて、どう動こうとしているのか、不安ですね」

　と、言った。

　リューラというのは、このローランドの魔ま法ほう大系を、ほぼ一人で完成させてしまった天才だった。

　この国の、人体実験によって生まれた兵士たちの理論も、リューラが残したものを発展させたに過ぎない。

　つまりリューラを相手に戦うことになった場合、この国の兵士の力は、通用しない可能性がある。

　とそこで、クラウが言った。

「なーんか、ずいぶんと敵が多いな。おまけに俺たちのところには、情報が少ない」

　それにカルネが言う。

「たぶん、そのリューラさんやら、ガスタークの人やらと並んでこちらの陣じん営えいで一番詳しかったのは、この状況だとルシルさんってことになりますよね。でも、そのルシルさんは、いないですしね」

　するとクラウがカルネに言う。

「だがルシルとかいうのは、人間じゃないんだろう？　手に負えねぇ奴は、仲間にはいらねぇよ」

「まあそうですけど」

　とそこで、ぱちんぱちんぱちんっと、ルークが数回、指を鳴らす。それから自分の頭をぽんっとたたき、

「よし、状況はだいたい理解しました。動きましょう。敵が誰で、どの敵がなにを手に入れようとしているのか、いまはまだ、それはわかりませんが……とりあえず出来ることから始めます。クラウ、カルネさん」

「ん？」

「はい？」

「あなた方には、レムルス帝国での拠点作りを、任せました。一か月以内にここが国として機能するように整備してください」

　というのに、あからさまにクラウの表情が歪ゆがむ。

「はぁ？　俺、そういう内政的なことは……」

　が、ルークが遮さえぎって言う。

「そこはカルネさんに。クラウは、対ガスターク帝国と、対スフェルイエット民国への、防衛ラインを築いてもらいます。どちらも、すぐにでも攻こう撃げきを仕し掛かけてくる可能性があります。なにせここはいま、無人の領土ですからね」

　するとクラウは笑って、

「ああ、そういうのは、いいよ。やろう。よし、そうとなったら、俺はもういくぞ」

「あ、一人じゃ無理ですから、バユーズ・ワイト元げん帥すいとともに」

「あ？　なんだそれ？　俺あいつ嫌きらいなんだぞ？」

「知りませんよ。でも、ワイト元帥に言うことを聞かせることができる人材が、もうこちらにきてるはずですが」

　なんて言う。

　すると突然、カルネが嬉うれしそうに笑って、

「あ、あ、そうでした。クラウさん、知ってました？　ノアさんが、クラウさんに逢あいにきてますよ！」

　などと、言う。

　ちなみにノアというのは、旧エスタブール王国の姫ひめだった女性だ。

　ノア・エン嬢じよう。

　たった一人で、旧エスタブールの民たみの人権を守ろうとローランドの貴族になった人で、その保護役をしていたクラウと、なにやら妙みように仲がよくなっていた感じだったのだが。

　一方バユーズ・ワイト元帥は、元エスタブール王国の兵士だったこともあり、ノア・エンには忠誠を誓ちかっている。そしてそのせいで、ノアと仲がいいクラウと、バユーズは、ひどく険悪な関係だった。

　とにかくそれに、クラウが少しうろたえたような様子で、

「ノアが？　聞いてねぇぞ」

　と言うと、カルネが楽しげに言った。

「エスリナから聞きました。なんでも、すごくクラウさんに逢いたがってるとか」

「ふむ。んで、どこにいんだよ？」

「もう、この塔とうにいますよ。僕が手配して、部屋を用意しました。もちろん、クラウさんが寝ねられるような、特大のダブルベッドを入れてあります」

「はぁ？　なんで俺がノアの部屋で寝るんだよ」

　と、クラウは顔をしかめるが、カルネは口笛を吹ふいて茶化すような顔になって、

「さてねぇ」

　なんて、言う。

　それにルークが、

「あの、さっさと働いてもらえますかね？　時間がないんですが」

　するとクラウが答える。

「だってさ。だから俺は、ノアに逢う暇ひまは……」

「ちなみに二階の、クラウさんが使うことになってる部屋の、隣となりにノアさんを案内しておきましたから」

「なっ、おまえ……」

「クラウさんが会わないのは自由ですけど、そういうことになりましたから～。じゃ、僕も忙いそがしいので、そろそろいきますね」

　と、カルネは歩きだす。それからシオンのほうを向いて、

「なんか、とりあえずシオンさん、これからもよろしくお願いします」

　などと言って、部屋を出てしまう。

　それから今度はクラウが、

「ったく、あの馬ば鹿か余計なことしやがって……んじゃまあ、でも、挨あい拶さつくらいは、いくか」

　と、部屋を出ていこうとして、それから振り返る。

　そして、言う。

「あ、それとシオン」

「ん？」

「まぁ、まだ十年もある話だ。気負わずやろうぜ」

　なんて言われて、そのままクラウも部屋を出てしまう。

　残ったのは、ルークだけ。

　それにクラウは、聞く。

「なぁルーク」

「なんでしょう？」

「俺は、気負い過ぎてたのか？」

　が、ルークは首を振る。

「いいえ。さきほども言いましたが、あなたの選せん択たくは、間ま違ちがってませんでしたよ。レムルスが現れる前は、これほど状況はよくなかった」

「…………」

「それに、結局いま、ほんの少しだけ余よ裕ゆうができたのも、いままでやってきたことが間違ってなかったからです。いま、この瞬しゆん間かんに、南大陸を制圧できていなければ、やれることはほとんどなかった。人体実験をして、禁呪を使った兵士を作っていなければ……ガスターク帝てい国こくや、スフェルイエット民国に対たい抗こうすることはできなかった。なにせ、南大陸にはどういうわけか、『忘却欠片ルール・フラグメ』が少ないですしね」

　と、いちいちいまの状じよう況きようを説明してくれる。

　そしてその説明は、わかる。わかるが、それでも、

「……ここまでくるのに、犠ぎ牲せいが多すぎた」

「しかしなにをやるにしたって、大きな決断をすれば、犠牲はつきものですよ」

「民間人を殺した」

「そうですね」

「友達を裏切った」

「ええ」

「なのに結局ここにきて、逃にげだそうとした。そんな奴やつが、王だってさ」

「あはは。うらやましいほど、人間っぽいですね」

　と、ルークは笑う。それからこちらを見つめ、

「でもむしろだからこそ、あなたが王で、いいんじゃないですか？」

　なんて、言ってくる。

　それにシオンは、答える。

「そういうものかな」

「さて、もっとも正しい選択がなんなのかは、私にもわかりません」

「…………」

「ですが、最良だと思うものを選んでるつもりです。ミラー先せん輩ぱいが王になる？　ないでしょう？　クラウは？　嫌いやがるでしょう。じゃあカルネさんは？　それもない。私なんか、一番ないです。じゃあ王は誰だれですか？」

　それにシオンは、笑う。

「消去法じゃないか」

「はは、そんなものですよ。でも、あなたには魅み力りよくもあると思います。この間の塔での出来事で、そう思いました。何度もあなたを殺そうと思ってみたのですが……」

　その言葉に、シオンは塔での出来事を思い出す。確かにそういう選せん択たく肢しを、ルークは何度か、とろうとしていた。

　それにシオンがうなずくと、ルークは肩かたをすくめて、言う。

「なぜか、出来ませんでした。妙に、あなたが生きていたほうが、いい展開になるんじゃないかと頭によぎりまして」

「で、生かしておいて、よかったかな？」

　その問いに、ルークはにっこり笑って、答える。

「全然わかりません。なにせ私も、ただの人間なので」

「はは、無責任だな」

「そうです。なのでシオンさんも、少しくらいは無責任に、自由に動いてみてもいいんじゃないですか？」

「無責任？」

「ええ。そのほうが、神々どもの予想を超こえられるかもしれませんし」

　という言葉に、

「無責任、ね」

　と、シオンはもう一度考える。

　そしてそれから顔を上げ、

「なら、こういうのはどうだろう？」

「なんです？」

「一度、ライナと……スフェルイエット民国と同盟を結ぶ」

　するとそれに、ルークは笑って、

「それは本当に、無責任な発言ですねぇ。ただ、友達に会いたいっていう理由だけで、その選択をするんですか？」

　しかしそれに、シオンは首を振ふって、言う。

「効率の問題も一応、考えたよ。まず、ガスタークが考えていることは、わからない。だから安易に組むことはできないだろ？」

「ええ」

「だが、ライナの考えてることはわかる」

「でしょうね。彼の頭の中は、あなたのことで一いつ杯ぱいですからね」

　という言葉を無視して、シオンは続ける。

「なら、そばにおこう。『勇者』の力が封ふうじられてるいまなら、『勇者』の声に反はん抗こうする必要もない。おそらくは『悪あく魔ま』の力も減退しているだろうから、警けい戒かいする必要もない。なら、いま、すぐにでも、『勇者』がいったいなんのために存在して、『悪魔』がいったい、なぜ喰くわれる必要があるのか？　それを調べるのが、この問題を解決するための、最短ルートじゃないのか？」

　するとルークはまた、なにかを考えるような顔をしながら、言う。

「一理、ありますね」

「なら、同盟を……」

　が、ルークはそれを遮さえぎって、言う。

「ですが少し、それをするためには邪じや魔ま者ものがいます。一人は……」

「ヴォイス・フューレル？」

「ええ。彼は『女め神がみ』と組んでいたはずです」

「ふむ」

「さらに……」

「ペリア。ゾーラ。そして『蒼あおの公ひ主め』の女王、ピア・ヴァーリエか。レムルスが決定者に選ぶくらいだからおそらくは……」

「はい。我々とは、対立するでしょう。少なくとも簡単に、同盟を受け入れるとは思えない。ですが私が一番問題視しているのは、ライナ・リュートの、父親ですね。おそらく彼が今回の話の、一番の邪魔者になってくるでしょう。きっと、シオンさんとライナさんが、一いつ緒しよの場所で、未来について語り合うことを、彼は許さない」

　それに、シオンはうなずいた。

「結局は、俺がライナを喰って、世界を救う、という話になるかもしれないからな」

「ええ。そして彼は、世界には興味ないですから。なにせ狂くるってるんで」

　その言葉に、シオンは言う。

「俺たちは狂ってないのか？」

　するとルークは笑って、言う。

「さて。とりあえず自分のことは、棚たなに上げておくことにします」

「はは」

「でも、だいたい方針は決まりましたね。ではライナ・リュートは、こちらに引き込みましょう。ですが邪魔者からは、隔かく離りする。その方向で動きます」

　と、ルークも、部屋を出るように歩き始める。

　その背中に、シオンは聞く。

「ローランドへは？」

「私と、ミラー先輩で向かいましょう。そして必要であれば、あなたと、ライナさんも一緒にいけるといいですね」

「…………」

「ずいぶんと遠く、故郷を離はなれてしまいましたが、みんなでローランド帝国のエリス家へ、里帰りです」

「里帰り、か。いつになるかな？」

　それにルークは言う。

「まあ、ライナ・リュートを拉ら致ちしていくのか、まずは先見隊として私だけ向かうのか、にもよりますが……とりあえずそこは不確定要素が強いので、あとで計画を立てましょう」

　そう言って、ルークも部屋の扉とびらに、手をかける。そして体を半分だけ、部屋の外にだした状態で振り返り、言った。

「ああ、それと」

「ん？」

　と、扉のほうを見ると、ルークが言う。

「おかえりなさい、王様」

　それにシオンは一度顔をしかめ、それから笑って、

「ああ」

　と、うなずいた。

　それにルークは出ていってしまう。

　そして部屋に、シオンは一人、残されてしまった。

　しかし彼は仕事も始めず、しばらくそのまま、ぼんやりしていた。

　そしていま、ここで起きたこと。

　この世界で起きていることに、思考をめぐらせる。

　本当に、あの塔とうの出来事でなにもかもが、変わってしまった。

　あの塔で、泣きそうな顔でライナが殴なぐりかかってきて。

　あきらめない、あきらめないと言い続けてきて、そして、

「……こんなにあっさり、世界が変わるもんかな」

　と、困ったように彼は呟つぶやく。

　それから、もしかしたらライナと一緒に、今後について話し合うかもしれない、なんてことに、思いを馳はせる。

　一緒に、ローランドに戻もどって、調査をするかもしれない、なんて光景を、想像する。

　きっとそうなったら、

「……俺はフェリスに、本気で殴られるな」

　と、思う。

　もし本当に、そうなったら。

「死ぬかも」

　と、彼は薄うすく、笑う。

　そして、こんな気持ちで笑ったのは、ずいぶんと久しぶりのような気がした。

　そもそも、ずっと『勇者』に侵おかされ続けて、全身を痛みにさいなまれていたのだ。『勇者』からの洗脳を拒こばむのに意識が朦もう朧ろうとして、心の底から笑ったことなど、ほとんどなかったのだ。

　なのにいまは痛みもなく、妙みように頭が冴さえてしまって。

「いまさらライナと未来についての話をするって……なんだかなぁ」

　きっと、あきれられるだろう。

　あんなに偉えらそうに、大おお見み得えを切って別れたのに──結果、これかよって。

　じゃあ最初っから離れんなよ、って。

　そのときのライナの様子を想像してまた、

「……は、ははは」

　シオンは、笑った。

　笑いながら、机に手を伸のばす。

　そして、ペンを取る。

　手紙を書くのだ。

　それは、同盟の手紙。

　もしくは、謝罪の手紙。

　それとも、友情についての、手紙だろうか？

「はは、まさか、ね」

　彼は心の中で手紙についての文面を思い浮うかべながら、もう一度小さく、笑った。



    

  
    
      　第五章　生きててもいい理由






　ライナがヴォイスたちがいる場所にたどりついたのは、スフェルイエット民国の王城を出て、五日後のことだった。

　そのときにはもう、旧ゲイルフィックラント帝てい国こくの、分断された南側はスフェルイエット民国の支配下になっていた。

　最後まで抵てい抗こうしていた貴族たちにそれなりの待たい遇ぐうを与あたえ、いまは円えん滑かつに統合が進んでいるのだという。

　まあ、統合を早めた一番の理由は、ローランド帝国が、スフェルイエット民国に対する防衛ラインを引き始めていて、近く宣戦布告してくるのではないか、という噂うわさが流れたせいもあるのだが──ともかくいま、この旧ゲイルフィックラントの地は、自分たちの領地になってしまっていた。

　そしてライナが呼び出されたのはその、旧ゲイルフィックラントの、アウェイルという街をさらに南下した場所にある砦とりでだった。

　そこでピア・ヴァーリエは敵に襲おそわれ、殺されたのだという。

　だから、できる限りの兵を連れて、助けにきてくれ──というのが、ヴォイスからの要よう請せいだったのだが。

　しかし。

「……ああ～、やっぱりそうだよねぇ」

　と、ライナは少し、疲つかれたような声こわ音ねで言った。

　ちなみに彼はいま、馬でその、呼び出された砦へとつながっている街かい道どうを進んでいたのだが。

　その、街道の向こうから、やはり馬に乗っている女が走ってくるのだ。

　そしてそれに、ライナは見覚えがあった。

　というかいま、その女が殺されたからきてくれー、ということでここまで自分は呼び出されていたはずなのだが。

「…………」

　ライナはこちらに迫せまってくる、妙に偉そうな態度で馬に乗っている女を、見る。

『先天性魔導異常』独特の、青い髪かみ。強気そうな、かわいい顔。

　死んだはずのライナのかつての兄妹きようだい弟で子し、ピア・ヴァーリエがこちらに近づいてきて、言う。

「ちょっとライナ。遅おそかったじゃないの」

　それにライナは、半眼のまま答える。

「ってか、おまえが殺されたって聞いたから慌あわててきたんだけど……なんで死んでないの？」

　と聞くと、ピアはやはり、死んでいるとはとても思えない、元気そうな顔で笑う。

「もう一度言うけど、あなたの愛いとしい愛しい姉きよう弟だい弟子のピア様が殺されたかもしれないのに、なんでこんな遅かったのよ？　死にもの狂ぐるいで、徹てつ夜やで馬走らせてきなさいよ」

「うーん」

「あと、生きてたのかー！　よかったー！　って叫さけんで、泣いてもいいのよ？」

「うううーん……ってか、ピアが生きてるだろうなぁってのは、だいたい予想ついてたからさぁ」

　するとその言葉にピアはあっさりうなずき、

「まあ、そりゃそうよねぇ。天才のあたしを殺せる奴やつなんて、存在するわけないし」

　と、胸を張る。

　それをライナはぼんやり見る。

　ちなみにピアが死んでない、というのは、ここへくる途と中ちゆう途と中ちゆうで、一応情報を集めていたので、わかっていたことだった。

　たとえばピアが殺されていれば、この、旧ゲイルフィックラントの地で起きている反乱を、鎮しずめることはできないはずだった。

　なにせ、いまやピアは、スフェルイエット民国に君臨している三人の王のうちの、一人なのだ。

　そしてそのピアがいなくなってしまえば、きっと反乱どころの騒さわぎでは、なくなる。少なくともペリアやゾーラは、兵を連れて、この国から離はなれるだろう。

　そうなればゲイルフィックラントも、素す直なおにいうことを聞いてくれなくなるはずだ。少しでもスフェルイエットで内ない紛ふんが起きている、という情報が流れれば、周囲の国々はスフェルイエット民国の統治から離れるか、もしくはより強い国──たとえばガスターク・エルトリア連合国や、ローランド帝国と手を結ぼうとするだろう。

　だが、そうはならなかった。

　この、たった数日間の間に、スフェルイエット民国はゲイルフィックラント帝国と、さらにその周辺の小国までその傘さん下かに収めてしまっていた。

　そしてそのときに活かつ躍やくしたのは、青い髪の女だったという。

　ちなみこの、青い髪というのは『先天性魔導異常』だけの珍めずらしい特とく徴ちようで、それってもう──どうやったってピア、生きてんだろ？　と、ライナは思っていたのだが。

　やはり、案の定だった。

　だからライナは半眼のままピアを見つめ、言う。

「……んで？　なんで殺されたふりまでして、俺を呼んだのよ？」

　するとピアは答える。

「別に、殺されたフリして呼んだわけじゃないんだけどねぇ」

「でも、そういう連れん絡らくがきたぞ？」

「それ送ったの、あたしじゃないし」

「じゃ、誰だれ？」

「あのませガキ」

「ヴォイスか……ま、ンなこったろうとは思ったけどさぁ。あいつの話はいっつも、６００％くらい嘘うそばっかだからなぁ」

　と、ライナは疲れたように言う。

　それから周囲を見回し、

「ほいで？　その、嘘で俺を呼んだヴォイスは、どこよ？」

　と聞く。

　するとそこで、

「おいライナ」

　と、背後で声がする。

　それにライナは、振ふり返る。

　背後には、それなりの数の、兵士たちがいる。ヴォイスの要請で、連れてこれる限りの兵を、連れてきたのだ。

　そしてその先頭に、馬に乗ったフェリスがいる。彼女は例によって例のごとく、ここから一番近い街に入ったところで、

『よし、だんご屋を巡めぐってくる。すぐに追いつくから、さきにいってろ』

　と、いなくなっていたのだが、追いついたらしい。

　彼女の背中には、リュックが背負われており、そのリュックがパンパンになっている。

　リュックに視線をやって、ライナはあきれ顔で言う。

「もしかしてそれ全部、だんご？」

　するとフェリスが目を輝かがやかせて答える。

「それが聞いてくれ、ライナ。あの街には、七軒けんもだんご屋があったのだ。なにやらだんご激戦区で、店と店が向かい合って、一歩も引かずに鎬しのぎを削けずりあっ……」

「そりゃよかったねぇ」

　と、遮さえぎって、言う。

　するといつもなら、話を最後まで聞けぇえええとか叫んで斬きりかかってくるのだが、今日の彼女は機き嫌げんがいいのか、

「うむ。よかった」

　と、満足気にうなずく。

　だんごを食べる。

「うまいぞ。食べるか？」

　だんごを差し出してくる。

　それをライナは、受け取ってから、

「あ、ピアも食べる？」

　と、振り返る。するとピアはそのだんごをあっさり受け取り、口につける。

　もぐもぐと咀そ嚼しやくする。

　そして、

「あら、ほんとに美お味いしいわね」



    

  
    
      　などと言う。

　瞬しゆん間かん、フェリスが顔を上げ、

「おまえ、まさかだんごの味がわかるのか!?」

「ん？　ま～、女の子だし、甘いもの全ぜん般ぱん好きだけど。それにあたしお酒飲めないから、甘いものばっかりに目がいっちゃうのよねぇ」

「いやいや、酒などいらん！　茶を飲め、茶を。用意してやろうか？」

　と、フェリスがそそくさと馬を下りる。馬の鞍くらの横につり下げていた、布のようなものを地面に広げる。さらにリュックからティーポットを取り出し、いつものお茶会セットを用意し始めて。

　そしてそれに、ライナは、

「……これが始まると、長なげぇんだよなぁ」

　とうめくように呟つぶやくが、しかし、それはもう始まってしまった。

　リュックからさらに、あん団子やら、茶だんごやらがいくつも並べられていき。

　それにピアが、

「ほうほうほう。ほんとにいろんな種類があるじゃない」

　と、ちょっとだけ興味ありげに言って、馬を下りる。

　敷しき布に座る。

　するとその横で、手て際ぎわよくフェリスがお茶の用意を始めて。

「ピアも乗り気なのかよ。ったく、なんなの、おまえら？」

　そのお茶会を見下ろして、ライナはもう、うんざりしたような声こわ音ねで言う。

　が、ピアは無視でフェリスに差し出されただんごを食べ始めてしまう。

　茶団子はこちらが美味しいとか、このお茶はこっちの店のだんごのほうがあうとかを、二人は熱く語り合い始める。

　確か前に会ったときは、この二人は非常に険悪な雰ふん囲い気きだったように思うのだが、

「……まあ、あれか。それで仲よくなれんなら、いいけどさぁ」

　と、ライナは言ってから、顔を上げる。

　空を見上げる。

　太陽の位置からすると、もう、昼を少しすぎたころだろう。

　そういえばライナも、朝にパンを何個か食べただけで、それからはなにも口にしていなかったので、お腹なかが減ってきているような気がした。

　だから二人を見下ろして、言う。

「俺もだんご喰くっていい？」

「早く下りてこい」

　とフェリスに言われ、馬を下りる。

　敷き布に座る。

　だんごと、お茶をだされる。

　めちゃくちゃうまい。

「……はぁ、なにこれ。なんか、ここまで馬飛ばしてきたから、すげぇうまいな。ってかフェリス、おまえローランドいたときより、お茶いれるのうまくなってんじゃないの？」

　するとフェリスは、当然だ、といわんばかりの顔で、

「ふふふ、だんごの道は、茶の道を究きわめるところからはじまるからな」

　と、嬉うれしそうに言う。

　それをライナはだんごを食べながら見て、

「ふ～ん。そんなもんなのか」

「そんなものだ」

「普ふ段だんからお茶いれる練習とかしてるの？」

「当然だ」

「当然ねぇ……って、そりゃ、すげぇなぁ。俺なんか、なにかをうまくなろうと思って頑がん張ばってることなんて、なんもないもんなぁ」

　と言うと、それにいまはあん団子を食べ始めているピアが、言った。

「ああ～、ライナって昔っからそうよねぇ。全然向上心がないっていうか」

　するとフェリスが、

「働きもせず、学びもせずの、甲か斐い性しようなしなし男だからな」

「ってか、おまえらそういうとこまで意気投合しなくてもいいのよ？」

　とライナがあきれ顔で言うと、ピアは笑って続ける。

「でもほんと、格かく闘とう能力も全然伸のびてないでしょ？　あんたの動きこないだ見たけど、ちょっとひどいよ？」

「んぁ？」

　と、そこで、ピアがだんごの串くしをひょいっとこちらに出してくる。その動きは、それほど速くない。だが、妙みようによけにくい場所へと差し出される。

「おわわ」

　ライナは後ろに下がろうとするが、間に合わない。

　串は胸の、服に刺ささる。この服は、ヴォイスが用意した戦せん闘とう服で、普ふ通つうのナイフなんかではなかなか貫つらぬけないような、特とく殊しゆな繊せん維いで編まれたもののはずなのだが、あっさりその串は、繊維を突つき破やぶってきて、皮ひ膚ふに刺さる。

　ちくりっと胸の肌はだを刺したところで、串が止まる。

　そしてピアはこちらを見上げ、

「ほらぁ、手加減してもよけられないって、どういうこと？」

　それにライナはピアを見て、それから、微び妙みように痛くなるようにちくちくと胸を突いてくる串を押しのけて、言う。

「……ピアが強すぎんだよ。俺は昔っから勝てなかったし」

「つったって、この弱さはだめでしょ。あんたこれから、一国の王として世界と戦うんでしょ？」

「いや俺、王とかなりたくなかったし」

「でもシオンを救う～っとか言って、飛び出していったじゃない」

「……それは」

「で、口だけ偉えらそうにしてたのに、結局ボコボコに負けて帰ってきたじゃない」

「う～ん」

　と、痛いところを突かれて、ライナは黙だまり込む。というか、戦闘だけじゃなく、口でもピアとは昔からこんな調子だった。

　完全に女王様気質のピアに、同じ兄弟弟で子しだったライナとペリアはやりたい放題にされていて。

　おまけにペリアは、そんなピアのことが好きなのだという。さらにゾーラも、彼女のことが好きなのだという。

「って、あいつらマゾなのかな？」

「なんか言った？」

「いやいや、なんでもないけど」

　するとそこで、ピアがフェリスのほうを向いて、言う。

「ちょっとあんたもなにか言ってやりなさいよ」

「ん？」

「格かく闘とう技ぎ術じゆつのこと。あなたほど速く動ける人からしたら、怠なまけすぎって、思うでしょ？」

　するとそれに、新しいお茶をいれ直そうとしていたフェリスがこちらを見て、答える。

「ふむ。まあ、そいつの怠けグセはいまに始まったことじゃないしな。それにそいつの場合、魔ま法ほうで体を加速できる」

　と、最初はけなしたが、その後珍めずらしくちょっとフォローめいたことを、言ってくれて。

　しかしそれにもピアが言う。

「加速、ねぇ。ちょっとライナ、その魔法使ってみなさいよ」

　と言われて、それにライナは顔をしかめ、

「えー、めんどく……」

「殴なぐるよ？」

「んと、あー、でもあの魔法、疲つかれんだよ。無理矢理脳のリミッター外して、筋肉酷こく使しするから……」

「で？」

「いや、だから、使いたくな……」

「だから殴るよ？」

　とまた、ピアが拳こぶしを掲かかげる。

　そしてそれになぜか、フェリスのほうがちょっとだけ、不ふ機き嫌げんそうにピアを見たような気がしたが、しかし、気のせいかもしれない。

　とにかくいま、ここには女王様が二人いて、ひどくめんどくさいことになっていた。

　ライナは拳を上げてるピアを見て、それから、ちょっと不機嫌に見えるフェリスのほうを見て、

「あー、なんか、すげぇめんどく……」

「早く魔法使って」

「いや、いいけどさぁ……ってか俺、そんなことしにここまできたんじゃないんだけどなぁ」

　と、指を上げる。指に魔力を集め、エスタブール王国特有の魔法を使う。

　空間に、光の文字を描えがくのだ。

　だがその描いている最中に、

「ほれっ」

　と、ピアが拳を放ってきて、胸にどんっとあたる。

「はい一発ナイフが刺さった」

　さらにその拳を手刀に変え、跳はね上がってきて首にとんっとあたり、

「次に首が飛んだ。でもあんたはまだ魔法が完成しない。これ、どう思う？」

「…………」

「ちなみに真しん剣けんじゃなかったから、とか言わせないからね？　あんたはスフェルイエットの王の一人なんでしょ？　なら、いつ命を狙ねらわれてもおかしくない。違ちがう？」

「……違わないけど」

「ならなんで、いまのがよけれないの？　魔法で身体能力を上げられる？　なにそれ？　発動前に、殺されてるじゃない。それでよく、いままで生き残ってこれたわねぇ」

「…………」

「じゃ、もっかいいくわよ。次はほんとにナイフで刺すから。死んだら終わり」

「は？」

「はい、魔法使って。あたしの攻こう撃げきを、よけてみなさい」

　と、ピアが掌てのひらを、開く。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の体から、殺気が噴ふき出す。

　それはもう、その殺気だけで動けなくなってしまいそうなほどの圧力で、

「って、まじで？……くそっ」

　ライナは顔をしかめ、しかし仕方ないので、動く。指を動かし、光の文字を宙空に描かき込みながら、後ろへと下がろうとする。

　だが、ピアの動きはライナよりも圧あつ倒とう的に速い。人にん間げん離ばなれしていると言ってもいいほどに、速い。

　彼女は指を開く。すると彼女がはめている指輪から、赤い爪つめのようなものが、伸びる。そしてその爪が、一直線にライナの胸に突き刺さろうとして。

「…………」

　ギィンという、鋭するどい音が、響ひびいた。

　それは金属がぶつかるような、音。

　前を見ると、いつの間にかフェリスが、剣けんを抜ぬいてピアの爪を防いでいる。

　そのままフェリスが、冷たい瞳ひとみでピアを見下ろし、言う。

「……いったい、どういうつもりだ？　いまのは本気で殺す気だったろう？」

　するとそれに、ピアは肩かたをすくめて言う。

「まあねぇ。で、あなたが守ると思ってた。ねぇ見た？　ライナ。いまのあたしの動きに、フェリスさんってば、あんな遠くから反応して、防いじゃった。あんたは反応すら出来なかったのに」

　それにやっと、ピアの言いたいことが、わかってきた。ライナは彼女のほうを見て、言う。

「ああもう、おまえが言いたいことは……」

　が、遮さえぎって、ピアは続ける。

「つまりあんたはいままでずっと、魔法を展開する間彼女に守ってもらってきたんだ。だから、努力を怠おこたった。確かにフェリスさん、動きが速いもんねぇ。こんな強い女性に守ってもらえたら、安心よねぇ。でもそれでも、それはあんたが怠けていい理由に、なるのかしら？」

　もちろん、ならない。

　そんなことはライナにも、わかっている。

　怠けたのも、本当だ。

　いや、そもそも自分は、シオンや、フェリスたちに出会うまで、いまいち真剣に生きようとすらしてこなかった。

　自分には未来なんてないと思っていたし、それこそ誰だれかが殺してくれるのなら、それでもいいなんて、そう思っていて。

　だから、何か向上心を持って何かをしよう、なんて、思ったことがなかった。

「…………」

　しかしこれから、本気でなにかをしようと思ったら。

　たとえばシオンを……友達を救おうと思ったら、この、長年怠けてきていたという事実が、足を引っ張る可能性は、十分にあった。

　いやそれどころか、あの塔とうで、シオンを無理矢理にでも引きずって帰ってこれなかったのは、自分の実力不足もきっと、あったはずだった。

　だからそれに、ライナは少しだけ顔をしかめて、

「ごめん」

　と、言おうとした。

　だがそれに、なぜかフェリスが、

「馬ば鹿かが。この万年寝ね坊ぼ助すけ甲か斐い性しようなしに、努力なんてことができるはずないだろう。だからこいつは、私が守ればいい」

　などと、答える。

　するとそれにピアが、フェリスを少し責めるような目で見上げて、言う。

「あなたのその態度が、ライナを弱くしてると思うけど？」

「別にこいつは弱くない。普ふ段だんはこの世で一位二位を争うクズだが、私と一いつ緒しよなら……こいつと私の二人なら、どんな局面でも切り抜けられる」

　なんて、ちょっとらしくないことを、言う。フェリスはやはり、ちょっと怒おこっているようだった。

　それをライナは見上げ、それからピアとフェリスが喧けん嘩かになるんじゃないかと、ちょっと心配しながら、言った。

「あー、ピア。もうそのへんで、いいかな。怠けてたのは認め……」

　が、ピアはそれに、『忘却欠片ルール・フラグメ』で生み出した爪を消して、座り直す。まるで何事もなかったかのように澄すまし顔でお茶を飲んでから、言う。

「と、まあ、あたしからの忠告は、こんなとこかなぁ。ライナの欠点は、伝えたから。あんた魔法は天才的なんだから、くだらない欠点は早く埋うめなさいよ。で、もし、本当に強くなりたかったら、毎日フェリスさんと組み手でもしなさい」

　するとそれに、フェリスが、

「ほう。毎日組み手か。それはいいな」

　と、振ふり返って言ってきて、なんか急にとんでもなくめんどくさい展開になりそうなのだが、しかしそれはさておき、ライナは言う。

「ってか、ピア」

「ん～？」

「なんで急にこんな説教始めたわけ？　俺が怠けてたってのは、もう、前に再会したときからわかってたことじゃん？」

「そうね」

「ならなんでいまよ？」

　するとそれに、ピアが言う。

「だってこれからライナは、そのフェリスさんより動きが速い奴やつと戦うことになるから」

「へ？」

「『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者。それも、魔力を無限に喰くい続けられる状態になってる、質たちが悪い奴。確かティーア・ルミブルとかいう名前。知ってるんでしょ？」

　なんて、言われて。

「は？　ティーア？　って、なんでピアがティーアのことを……」

　が、さらに遮って、言う。

「それにリューラ・リュートルーね。すっごい強い、あなたのお父さん。あれくらい魔ま法ほう使えたら、逆に体術とかいらないって言ってあげてもいいんだけどねぇ……」

「ちょちょちょ、なんで親おや父じのことまでおまえ知ってるんだよ」

　そう聞くと、ピアは言う。

「だって、その二人が組んで襲おそってきたんだもん。で、そいつらがヴォイスを魔眼保持者たちの集落に拉ら致ちしていきました。ライナがこないと返さないってさ」

「はぁあああああ？　ちょ、そんな大事な話をなんでこんな、だんごのあとにすんのよ」

「だってあたしにとってはヴォイスの命は大事じゃないし」

「いや、そんな問題じゃないだろ、これ」

　と、ライナはもう、あきれきったような声こわ音ねでそう言うが、しかしピアは続ける。

「あ、それとヴォイスから伝言。ってか、伝言の、伝言かな。レイルカから聞いた話だから」

「んぁ？」

「とりあえずヴォイスが、魔眼保持者の心を揺ゆさぶるような条件を撃うち込むけど、でも、しょせんは人間の言葉じゃ相手は納なつ得とくしない。だから魔眼の王に、説得にきてもらうんだってさ」

　という言葉に、ライナは目を見開いて、言う。

「魔眼の王って、誰よ？」

「あんたじゃないの？」

「俺、また王様なの？」

「馬鹿は王様っておだてときゃ、調子に乗るでしょ？」

　すると横からフェリスが言う。

「ふむ。確かにな。こいつも王と呼ばれて以来、徐じよ々じよに傲ごう慢まんな本ほん性しようが顔を……」

「出してねぇだろ！　ってか、俺おまえに殴なぐられっぱなしだろが」

「いや、おまえが私に『王様の命令が聞けないのか。ほれ、もっとわしを殴れ殴れ』と怒ど鳴なり散らすから、か弱い町まち娘むすめにすぎなかった私は、『やめてください。もうやめてください、これ以上は辛つらくて殴れません！』と泣き叫さけびながら……」

「うるっせぇえええええええ！　ってかフェリス、それちょっとたんま。少したんま。とりあえずいま、なんかそんな場合じゃなさそうだから、ピアと話させて」

　と言うと、フェリスがそれに、ちょっとだけ不満そうな顔になる。

「あの、あとで聞いてやるから」

「いや、私のご機き嫌げんは損そこなわれた。もう二度と復活はしないだろう」

「あー、えーと」

「まあ、おまえがだんごをおごるというのなら、少しは考えてやってもいいが」

「うーんと」

　するとそこで、ピアがこちらを半眼で見つめて、言ってくる。

「ってかなんなのそれ、あんたら付き合ってんの？」

　という言葉に、いや全然！　と、ライナは答えようとするが、その前にフェリスが言う。

「ふむ。毎晩こいつは私に告白してくるのだが、そのたびに『おまえの嫌いやらしい下心はお見通しだ！　そんなことで、正しいだんごの道を究きわめられると思っ……』」

「だからうるさいって」

「よし。いまので私はご機嫌を……」

「はいはいもういいから。あー、話戻もどしていい？　ティーアと、リューラと、ヴォイス？　ってか、その組み合わせ、おかしくねぇ？　だって……」

　と、ライナは以前に、リューラと、そしてティーアに再会したときのことを、思い出した。

　あのときは、リューラとティーアは敵同士だったはずなのだ。

　それどころか、ティーアは──いや、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者たちは、リューラを殺すためだけに生み出された存在とかで、もう、怒いかり狂くるっていたように思うのだが。

「ピアの話からすると、ティーアとリューラって、仲よくやってたの？」

　すると彼女は少しだけ思い出すように目線を泳がせてから、答える。

「ん～、ぱっと見は、殺し合い寸前だったかな？」

「あ、やっぱり？」

「でも、あんたのお父さんは、魔眼保持者たちの味方をしようとしてた」

「ふむ」

「で、魔眼保持者たちは、ヴォイスの、仲間になれーって演説に聴きき入ってた」

「ほう。ヴォイスがンな演説したのか」

「だけどティーアとかいうのが、信じないと言って」

「言いそう」

「で、条件交こう渉しようをするために、ヴォイスを拉致すると。あとは、ライナがくるまでは、返さない、と」

「条件交渉？」

「そう。条件交渉」

　それにライナは、目を細める。

　それからいま、魔眼保持者たちがおかれている状じよう況きようを、考える。

　ティーアは、条件交渉と言ってきたのだという。ということはつまり、ティーアが抱かかえている魔眼保持者の集団は、ライナたちに──いや、このスフェルイエット民国に、入りたいと言っているのだ。

　それはつまり彼らが、人間たちと共生することを、選んだということだ。

　あれほど、人間を嫌っていた奴らが。

　人間に対して、嫌な思いしかしていない魔眼保持者たちが、そう言ってきたと。

　それはつまり、

「……世界の情勢は、そんだけ悪いってことだよなぁ」

　と、呟つぶやく。

　少なくとも、ガスタークは魔眼保持者には優やさしくない。というか、ライナの目の前で、あいつらは魔眼保持者を──女も、子供も気にせず、殺してみせたのだ。

　そして目を、えぐり取った。

　ティーアは怒りに叫んでいた。

　そしてラフラは……

「…………」

　と、ライナはあのときのことを、思い出す。

　ライナを信じて、魔眼保持者たちと、人間の架かけ橋になってくれ、と頼たのんできたラフラという少年のことを。

　ラフラは、笑っていた。死ぬ寸前まで、笑っていた。

　魔眼保持者たちのことをライナに託たくしてから死ねて、よかったなんて言って、微笑ほほえみながら死んでいった。

　それを、ライナは思い出して。

　人間に、そんなことまでされて、それでもスフェルイエット民国に入りたいと言ってきたティーアたちの状況に、

「……こりゃ、ほんとに大変なことになってきてんな」

　と、立ち上がる。

　そして馬のほうへと目を向け、それから、

「と、急ごうと思っても、ヴォイスがどこにいんのかわかんないんだけど……ピア」

「ん？」

「俺、どこいけばいいの？」

　と、ライナは聞く。

　するとそれに彼女はあっさり、言う。

「知らなーい」

「へ？」

「それ、聞かされてない」

「じゃ、どうすんだよ？」

　と、ライナが言うと、急に彼の目の前に、黒い霧きりが生まれる。

「って、なにこれ……」

　そう、言いかけたところで、ピアが動く。懐ふところからコインのようなものを取り出す。そのコインを霧に掲かかげ、

「これで、殺せるかしら？　リューラ・リュートルー」

　なんてことを、言う。

　するとその霧の中から、一人の、金きん髪ぱつの男が現れる。

　緩ゆるんだ眠ねむそうな瞳ひとみに、きっちりとしたスーツを着込んだ男。

　ライナの父親の、リューラだ。

　そのリューラは、やはりライナにそっくりの声で、

「いやぁ、それ、もしかして『忘却神器ルール・フアジール』？」

「そう」

「なんで君がそんなの持ってるのかなぁ？　それ手に入れるのって、すごい大変じゃない？」

「あたしは天才だから」

「はは、そうか、天才か。まあでも、そうだね。それ撃たれたら、さすがの僕も、吹ふっ飛とぶかなぁ。試ためしたことないからわかんないけど」

　するとピアは少しだけ嬉うれしそうに笑みを浮うかべ、

「じゃあ、一勝一敗？」

「そうなるね」

「いいでしょう。殺さないであげる」

　と、コインをくるんっと回す。するとどこに隠かくしたのか、コインが消える。

　それからピアが、こちらを見て言う。

「ライナ」

「ん？」

「体術鍛きたえたくないなら、パパさんに魔ま法ほう習いなさいよ。ほんと、こんくらい強けりゃ、魔法だけが得意なんですーって言っても通じるから」

　が、それにリューラは笑って、

「いやいや、こんなに魔法が得意になると、人間味を失うからやめたほうがいいよ。とてもじゃないけど、愛いとしい息むす子こには勧すすめられないなぁ」

　などと言う。

　それからこちらを見て、

「じゃ、いこうかライナ」

　するとそれに、フェリスが聞く。

「ライナをどこに連れていくつもりだ？」

「魔眼保持者たちのところへ」

「一人でいかせるわけには……」

「君もくるといい。というか、前も言ったとおり、君に息子を守ってもらいたい。どうもうちの息子は、一人だと無理しすぎちゃうからねぇ」

　なんて、言う。

　それにライナは、

「あれフェリス、俺の父親に会ったことあんの？」

　と聞くと、フェリスは答えた。

「こいつは、私の夢に入ってきたのだ」

「夢？」

「ああ」

「で、なんの話をしたの？」

　と聞くが、それにフェリスは、答えなかった。

「って、父さん」

「なにかな？」

「フェリスになんの話したんだよ？」

　と聞くと、リューラは楽しげに笑って、

「いやー、フェリスちゃんは、うちの息子に恋れん愛あい感情を持っ……」

　が、そこで言葉は止まる。

　ライナの目では追うことができないほどの速さで、フェリスが剣けんを抜ぬいてリューラに放ったから。

　しかしその剣は、リューラにはあたらない。

　リューラの体は数百枚の紙のようなものに変へん貌ぼうして、それから再びその紙が集まって、フェリスのすぐ隣となりに現れると、

「いやー、顔真っ赤にしちゃって、かわい……」

「黙だまらないと、殺すっ」

　と、フェリスが再び剣を放つ。やはりそれも、あたらないが。

　それをピアが腕うで組ぐみしながら興味深そうに見つめて、言う。

「あの、紙になるの、どうやるんだろな～。その魔法、覚えたら私も使えるのかな？」

　なんて問いに、リューラが答える。

「いや、これもダメなタイプの魔法だよ。習得するには、犠ぎ牲せいが大きすぎるから」

「犠牲が大きいって、たとえばなにを犠牲にするの？　自分の肉体とか？」

「魂たましいかな」

「ふむ。魂……魂ねぇ。魂って概がい念ねんは、魔導学にないから、習ったことないんだけど」

「習わなくていいよ。ほんと、触さわらないほうがいい術式だから」

　などなど、なぜか魔法の勉強会のような展開になっているが。

　しかしそれよりも、

「なぁフェリス。おまえ、ほんと親おや父じとなんの話をしたのよ？」

　と、ライナは隣にいる、フェリスに聞く。

　だがそれにも、なぜかちょっと顔を赤らめて、恥はずかしそうに、

「ただの、世間話だ」

「世間話で、あんなに怒おこるか？」

「もういい。黙れ馬ば鹿かが」

　と、怒られてしまう。

　それにライナは首をかしげ、しかし、どうやらほんとに、それ以上は聞かれたくないようで。

「ま、いいけど」

　あとで、リューラから聞けばいいし、と、彼は思う。

「ってか、親父さぁ」

「なんだいマイサン」



    

  
    
      「いや、なんかにこやかにそんな息子息子言われると恥ずかしいんだけど」

「あはは」

「状じよう況きよう、どうなってんの？」

「ヴォイス君のことかな？」

「そそ」

「拷ごう問もんっぽいとこまでいってるよ？」

「え、うそだろ？」

「ほんと。彼、ちょっと『女め神がみ』とつるんでたことがあるから、魔眼くんたちはみんな、信用ができないってさ。ま、拷問っていっても、魔眼で記き憶おくを覗のぞかれてる感じだったから、死にはしないと思うけど」

　それに、ライナは思い出す。魔眼には、そういう能力を持った奴やつがいるのだ。たとえばあの、ラフラもそうだった。

　他者の頭の中に入り込み、夢の中に入り込み、そしてその、記憶の底に隠れている感情を見るのだ。

『夢置眼エブラ・クリプト』という名の、その魔眼は、しかし、見られることに、拷問のような苦痛は感じないはずなのだが、

「……ヴォイスは、苦しんでんのか？」

「うーん、可能性は、あるね」

「じゃあ、早く助けないと」

　するとリューラは、うなずく。

「だから僕が迎むかえにきた。さあ、道案内をしよう。馬に乗って」

　と、言う。

　するとそれに、ピアが言う。

「もし、あたしがあとをつけたら……」

　それにリューラが答える。

「別にいいよ。ついてきても。でも、魔眼保持者たちは攻こう撃げきしてくるかもね。集落に入っていいのは、ライナと、それに以前、魔眼保持者たちを救ってくれた、フェリス・エリスだけ──と、言こと付づかってる」

　それにフェリスが、こちらを見て、そして、

「ふむ」

　と、小さくうなずいてから、馬のほうへと歩き出す。

　それにライナはピアを見て、

「んじゃま、俺、いってくるわ」

　すると彼女は笑って答える。

「あ、ちなみにライナ」

「ん？」

「ヴォイスと一いつ緒しよに死んでもいいからね？　そしたらスフェルイエット民国はあたし一人のものになって……それからガスタークとローランド潰つぶして、大陸を制せい覇はしちゃうから」

　なんて、言う。

　それにライナは苦く笑しようし、

「そりゃ、俺楽だなぁ」

「でもそれじゃつまんないから……ヴォイス連れて、さらにティーアとかいうのも、魔眼保持者も全員連れて、帰ってらっしゃい」

「それは全然楽じゃなさそう」

「はは、でもその間、あたしはガスタークと、ローランドの、両方の相手をしててあげる。だからあんたもたまには……」

「ああ、頑がん張ばるよ。んじゃ、いってくる」

「はーい」

　と、ピアはひらひら手を振ふり、それからフェリスが残した敷しき布に再び座って、こちらに背を向ける。お茶を飲んで、残っただんごに手をつける。

　それをライナは見て、それから、自分の馬に乗って、聞く。

「んで、親父。その、魔眼保持者たちの集落は、遠いのか？」

　しかしライナが見たほうにはもう、リューラはいなかった。

　ただ、姿は見えないのに、耳みみ許もとでは声がする。

「二日くらいかなぁ」

「あの、もうちょっと人間らしくしてくんねぇかな？」

「あはは」

「あと、目的地まで二日？　俺もう、五日馬乗ってんだけど、またこっから二日かよ」

「ははは」

「んで、どっちいきゃいいの？」

「あっち」

　と、姿が見えないのに、リューラはまるで指さしているような発言をしてきて、

「だから見えねぇし」

　とライナが愚ぐ痴ちると、リューラは言う。

「ま、馬走らせていいよ。右とか左とか言うから」

「ってか、せめて最初の方角は言えよ。なに？　南でいいのか？　この街かい道どう沿いいけばいい？」

「うん」

「んじゃー、フェリス。南だって」

「うむ」

　と、ライナと、フェリスは馬を走らせ始める。

　ピアはもう、なにも言わない。

　そのまましばらく馬を走らせたところで、リューラが声をかけてくる。

「あ、ところでフェリスちゃん」

「なんだ？」

「この二日の道中で、僕の息むす子ことラブラブにいちゃつくことを許……」

「死ね！」

　と、フェリスが腰こしの剣を抜いて、声がしているであろうところへと放つ。

　するとその、声がしている空間から、

「はずれ～」

　と、楽しげな声がして。

　それにフェリスは顔をしかめ、それから剣を腰に収め、言った。

「なぁライナ」

「なに？」

「私はおまえの父親が嫌きらいだ」

「あ～、うん。気持ちはすげぇわかるよ」

　するとリューラが、

「そうやって、若い二人は親に逆らって駆かけ落ちとかするのかな？」

　なんて言ってくるが、それにライナはため息をついてから、言った。

「とりあえず、無視しよう」

「うむ」

「あはは」

　と、リューラが笑う。

　そしてそんなことをしながら、ライナたちは二日馬を走らせて、魔眼保持者たちの集落へと、入った。



　　　　　◆

　　　　　◆

　　　　　◆



　魔眼保持者の集落は、実際には南側ではなく、スフェルイエット民国がある旧ゲイルフィックラント帝てい国こくの中央──中央大陸でいうところの、東とう端たんあたりに存在しているのだという。

　それも深い深い、山の奥。

　鬱うつ蒼そうと繁しげっている木々をわけいったさきにその集落はあるのだという。

　といってもその集落は数千人単位が暮らしているそうで、山の中とはいえ、それほどの規模になれば、他の人間たちに気づかれそうなものなのだが、

「……ずいぶんいっぱい魔ま法ほうがかかってんな、ここ」

　と、集落へと向かう山の中で、ライナはそう言った。

　それから目をくるくると周囲へと向ける。

　すると彼の瞳ひとみには、いくつもの術式が入ってくる。

　普ふ通つうなら気づかないくらいに小さく、わかりにくく、木や、地面に、まだ見たことのない術式で魔法が描えがかれているのだが──しかし、彼の瞳に浮うかび上がった五ご方ほう星せいはその、未知の術式をすべて読み取ることができてしまう。

　そしてその、すべてが、この集落を隠かくすためのものだった。

　たとえばここが、なにもない木々だけに見える魔法。

　内側の音が、外に漏もれないようにするための魔法。

　そもそもこの山のそばに、近寄りたくなくなるような音波を出す魔法。

　方向感覚を狂くるわせて、同じところをぐるぐる回らせてしまう魔法。

　そして、

「あ、フェリス」

　と、手を伸のばす。横を歩いていたフェリスの腕うでをつかむ。

「ん？」

　と彼女はこちらを見る。

「なんだ？」

「そこ、踏ふむと罠わなが発動する」

「ん」

　と、彼女は足あし下もとを見る。足下には、落ち葉が落ちている。

「魔導トラップか？」

「うん」

「私には、なにもないように見えるが？」

「だからこれ張った奴やつは、結構な実力者ってことだと思うよ。俺もこれはけっこううまいと思うし」

「ふむ。で、どうすればいい？」

「一歩下がって、俺の後ろをついてきて」

「わかった」

　と、フェリスは一歩、後ろに下がる。それから彼の背中のほうへと移動し、

「よし、じゃあいけ。魔法探知機」

「ほいほい」

　と、またライナたちは進み始める。

　魔導トラップはそのさきにも、とにかくたくさんあった。緊きん張ちようしていないと見落としてしまいそうになるほど大量に罠がしかけられており、しかし、ライナはそのすべてを見破って、前に進む。

　するとやがて、集落へと、出た。

　少し大きめな、村のような雰ふん囲い気き。

　こんな山の中なのに、二階建ての、けっこうしっかりした建物が並んでいる。

　広場では子供たちがはしゃぎ、笑っていて。

　そしてそれに、

「……あれが全部、魔眼保持者か」

　と、背後からフェリスが顔を出して、言う。

　ライナはそれに、

「ここで、いいんだろ？　親おや父じ」

　と、宙空を見上げて聞く。

　するとそれに、声が返ってくる。

「うん」

「で、これからどうすりゃいいのよ？　こっそり忍しのび寄って、ヴォイスを救出すんのか？」

「…………」

「それとも、堂々と入って、ティーアと話すべきなのか？」

　するとそれに、リューラが言う。

「いや、もう、この時間にここにライナがくることは、向こうにはバレてるよ」

「そうなの？」

「うん。向こうの代表には、そういう能力者がいるからさ」

「そういう能力者……ってのは、『夢置眼エブラ・クリプト』のことか？」

「いや、違ちがう。『夢置眼エブラ・クリプト』は未来のことは見通せないだろう。だが向こうには未来を予視できる奴が……」

　が、そこで突とつ然ぜん、広場で遊んでいた子供たちが、一いつ斉せいにこちらを見た。

　ライナと同じような黒くろ髪かみに、黒い瞳を持った──少年少女たち。

　その子供たちが、

「きたよ！」

　と、こちらを見て叫さけぶ。

「ティーア兄ちゃん！　エーネ様の言ってたとおり、ライナ兄ちゃんが、きたよー！」

　なんて、嬉うれしそうに言う。

　ちなみにライナは、気配を消して、さらに向こうからは気づかれないよう、木の陰かげに身を隠していたはずだった。

　それはフェリスも同じで、こんなそばにいても、ほとんど存在を感じられないほどに彼女は息を潜ひそめていた。

　だが、その子供たちはこちらに、気づいてしまった。

　いや、もう最初から、このタイミングでライナたちがここにくることがわかっていたかのように、全員が一斉にこちらを見て。

「……ほんとに、くるのわかってたのか」

　と、ライナは目を細める。

　するとそれに、建物の一つから見知った姿の男が出てくる。

　黒い髪かみに、冷たい黒い瞳。修道士のような、黒い服。

　ティーア・ルミブルだ。

　一応は、この魔眼保持者たちの組織の、リーダーということになっている男が出てきて、こちらを見る。

　にっこりと微笑ほほえんで、

「や、ライナ。よくきたね」

　こちらに手を振ふる。

　ちなみにティーアは、人間には異常なほど冷たい態度を取るのだが、ライナや、魔眼保持者には、非常に優やさしい。

　いまも本当に嬉しそうにこちらを見つめてきていて、それにライナは、

「……あー、なんだろ」

　と、気配を消すのをやめて、体を起こす。そのまま一歩前に──集落の中に、入る。

　そして、

「呼ばれたから、きたよ」

　と言うと、ティーアが両手を広げて、言う。

「そんな、緊張しなくていいよ。ここは君の、家なんだから」

　するとそこで、後ろについてきていたフェリスも、集落に入る。そしてその、フェリスのほうには、

「ちなみにそっちの、汚けがらわしい人間のほうは、お呼びじゃないんだけどね」

　と、急に冷えた声で言ってきて。

　それにライナは、答える。

「いやいや、俺はフェリスも呼ばれてるって、聞いたぞ？」

「誰だれから？」

「俺の親父……あー、んと、リューラ・リュートルーから」

「ああ、そう。僕は君のお父さんは、嫌いだ」

　それにライナは笑って、やはり姿が見えない、自分の父親に向かって声をかける。

「だってさ。なんか親父、みんなに嫌きらわれてねぇ？」

　するとそれに、リューラがくっくと笑う。

「まあ、僕はライナに愛してもらえれば、それでいいからね」

　と、言ってから、突然姿を現す。

　それも、ライナの横ではなく、広場にいる、魔眼保持者の子供たちの、真ん中に。

　瞬しゆん間かん、ティーアが全身を警けい戒かいさせるのが、わかった。あからさまな敵意を見せ、

「……子供たちに、近づくな人間。殺すぞ？」

　と言う。

　するとリューラはへらへらと緩ゆるんだ顔のまま、

「君に僕は殺せないよ。もう、試ためしただろう？」

「…………」

「で、僕には子供たちを殺せる。ああ、困ったね。どうする？」

「…………」

　それに、ティーアが忌いま々いましげにリューラをにらみつける。

　もう、それは完全に一いつ触しよく即そく発はつの、やばい感じなのだが、子供たちは笑って、

「とかいって、リューラのおじさん、また遊んでくれるんでしょー」

　と、抱だきつこうとする。

　するとそれを、リューラはひょいっとよけ、指をぱちんっと鳴らす。

　刹せつ那な、抱だきつこうとした少女の胸に、大きなクマのぬいぐるみが現れて、

「わぁああああああ！」

　少女が目を輝かがやかせる。

「ずるい！　僕にもちょうだいよ！」

　と言った少年の胸にも、やはり大きな、馬車の模型のようなものをぶつけて。

「やったぁあああああああ！」

　なんて盛り上がっていく光景を──ライナはもう、半眼で見つめる。それから後ろにいるフェリスに、

「フェリス」

「なんだ？」

「俺ら、なんの光景を見せられてるんだと思う？」

　という問いかけに、フェリスはリューラを見て、それから、やはり怒おこっているような顔のティーアを見つめ、

「知らないおじさんが、勝手に子供にプレゼントを渡わたしてしまって、怒ってる母親の図、か？」

　と、言うと、それにティーアが、こちらを見る。動こうとする。

　それにリューラが、

「あ～、わかってると思うけど、フェリスちゃんを殺したら、僕もここにいる子供を殺すよ？」

　なんてことを、言う。

　それにティーアの動きが、止まる。

　というか、ティーアは本気でこちらに、襲おそいかかろうとしていたようだった。

　そしてそれを防ぐために、リューラがいま、あそこで子供を人ひと質じちに取っているのだ。

　と、やっといまの状じよう況きようをライナは理解して、少しだけ緊張する。

「ってか、思ってたよりもずっと、厄やつ介かいな状況みたいだぞ？　フェリス」

　が、それに、ティーアが言う。

「いやいや、全然厄介じゃないよ、ライナ。状況はシンプルだ。やっと君をここに──神の眼めの保持者の国に呼ぶことができた。なのに一人、臭くさい人間が混じっている。それを殺せば、あとはライナと、僕らで、ここで幸せに暮らせる」

　なんてことを、ティーアは言う。それから、

「マグット。シクレ。メルリナ。子供たちを守れ」

　と、誰かに命じる。

『はい！』

　と、奥の建物のほうから、声があがる。すると三人の『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者が、飛び出してくる。

　目指すは、リューラのほう。いや、リューラのまわりにいる、子供たちのほう。子供たちを抱だきかかえ、リューラから離はなそうとする。

　それにリューラは、

「ん～、これは……」

　と、言ったときにはもう、ティーアが動いている。

　一直線にこちらに向かって走り出し、

「いま、ライナの呪じゆ縛ばくを解いてやる」

　なんて、言う。

　異常なほどに、速い。

　それにライナは、

「くそっ、フェリス、逃にげ……」

　が、フェリスも飛び出していく。剣けんを引き抜ぬき、振るう。振るいながら、

「馬ば鹿かが、おまえの動きで対応できる相手じゃない。いいからおまえは、魔ま法ほうを使え！」

　そう叫んでくる。

　それにライナは慌あわてて、手を宙空に踊おどらせる。光の文字を空間に刻み込む。

　かつてエスタブール王国の魔法騎き士し団から奪うばいとった、魔法。

　身体能力を加速させる魔法だ。

　魔法はすぐに完成する。

　そして、

「我・契けい約やく文を捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す！」

　と、呪じゆ文もんを唱える。

　すると彼の体がうっすらときらめき、全身の動きが、加速される。

　しかしフェリスの動きよりは、遅おそい。さらに魔力を喰くった状態のティーアの動きはその、フェリスをも上回っていて、もう、手に負えないほどなのだが。

　それでもフェリスと二人なら、

「やれる！」

　ライナは地面を蹴ける。拳こぶしを構えて、ティーアへと突つき出す。

　ティーアはこちらを見て、あっさり体を反らしてそれをよけてしまい、

「ちょっと、邪じや魔まするなよ。いま君の目を、覚ましてやるから」

　そう言ってライナの体の隙すき間まを抜けて、再びフェリスに襲いかかろうとする。

　ライナの体をすり抜け、剣を振り上げているフェリスのほうへと、ティーアが飛び出していこうとする。

　しかしそれに、ライナは全力で反応する。脳のリミッターを外し、限界まで筋肉を酷こく使ししている状態から、さらにその限界を超こえる。

　筋肉や神経が千切れてしまいそうなほどに、体の中で展開している魔法の出力を、上げる。

　そしてライナは、

「フェリスに手を……」

　思いっきりティーアへと体当たりしながら、

「だすんじゃねぇよ！」

　そう、叫さけぶ。

　そのままティーアの服をつかみ、腰こしに抱きついて、全身でぶつかる。

　もしもティーアがこちらを殺す気ならば、そんな無防備な状態で突っ込んでいったらあっさり殺されてしまうだろうが、しかし、ライナは気にせず、突っ込む。

　それをティーアはよけることができずに、

「え？　うわ、ちょ、ライナ」

　しかし言葉は、そこまでだった。

　ライナはティーアの腰に抱きついて、そのまま地面に倒たおす。

　そしてそのまま、相手が動けないように、しがみつく。

　それにティーアは困ったように、

「……ちょっとライナ、放してよ」

　なんて言ってくるが、ライナはティーアを押さえつけたまま、

「放したらおまえ、フェリス襲うだろうが」

「当然だろう？」

「なら、放さない」

「んもぉ、ライナはそんなに、あんな人間の女が大事なのか？」

　という問いに、彼は後ろを、見る。

　いま、どう行動すべきなのか、思いあぐねているような、フェリスのほうを見る。

　そしてその、フェリスのことを。

　こんな、危険な魔眼保持者ばかりの集落に、なんの躊ちゆう躇ちよもなく同行してきてくれている相棒のことを、大事なのか？　などとティーアに問われて。

「…………」

　それにライナは、ちょっとだけ顔をしかめる。それは照れくさくて。真顔でそんなこと言ったことないから、妙みように恥はずかしくて顔をしかめながら、それでも、

「大事だよ。決まってんだろ」

　と、言った。

　そしてその言葉に、いま、フェリスがどんな顔をしたのか──それはもう、恥ずかしくて振ふり返って見ることはできなかった。

　しかし、

「…………」

　それは本心だ。

　だからそれを、ティーアに向かって、言った。

　そしていまはそれが、必要だと思った。

　ここには人間不信になっている、魔眼保持者たちが集まっているのだ。

　長い迫はく害がいと、差別によって、傷ついた魔眼保持者たちが集まっているのだ。



    

  
    
      　なら、ヴォイスがやってほしいと言っていた演説をする場所は──自分が伝えたいと思っていることを話す場所は、ここだと思った。

　だからライナは、言う。

「フェリスは……俺の大事な、仲間だ」

　と。

　しかしそれに、ティーアはあきれたような、憐あわれむような顔でこちらを見上げ、言う。

「……そうか。大事か。まあ、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者はいつもそんなことを言い出すけどね……で、結局裏切られて、暴走して、死ぬ。君ももう、何度も見ただろう？」

「…………」

「いや君自身が、経験しただろう？　君がいままで、人間どもになにをされてきたのか、思い出せよ」

「…………」

「で、その上でそんな戯たわ言ごとを言ってるのかい？　仲間が大事？　はは。冗じよう談だんだろう？　君は騙だまされてるんだよ、ライナ。君は人間じゃない。君には人間の仲間なんかいらない。あんな、下等な人間を守る必要なんて……」

　が、そのティーアの言葉を遮さえぎって、ライナは言った。

「おまえ、ちょっとうるせぇよ」

「ん？」

「なんも知らねぇ奴やつが、俺の仲間について、勝手に語んじゃねぇよ！」

　と、ライナは怒ど鳴なった。

　それに少し、ティーアは驚おどろいたような顔になるが、しかしライナは、気にせず続ける。

「ビクビク震ふるえて、人間からただ、逃げ回ってるだけの奴が、俺の仲間について偉えらそうに能書きたれるんじゃねぇっ！」

「…………」

「だいたい、おまえがフェリスのなにを知ってる？　こいつは俺の瞳めが暴走しても、俺を信じるって怒鳴って、逃げなかったんだぞ？」

「…………」

「俺がこいつ殺そうとしても、早く帰ってこいって叫んで、俺のこと抱きしめるような奴なんだぞ？」

「…………」

「で、俺が騙されてるだ？　人間には仲間がいないだ？　なら、俺の仲間ってのは、どこにいんだよ？　ここか？　こんな山奥に逃げて、震えてる奴らのことか？」

「…………」

「でもおまえら、逃げてるだけだろうが！　相手を信じて、でもまた傷つけられるのを、怖こわがってるだけだろうが！　そんな臆おく病びよう者ものが、俺の仲間を……フェリスを否定するんじゃ……」

　が、そこでティーアは、拳を振り上げる。

「うるさいのは、おまえだ！」

　ライナの顔面が、殴なぐられる。それは凄すさまじい力で、体ごと吹ふっ飛とんで、引き離されそうになる。

　だがライナは、ティーアの体を放さない。ぐっとつかんだまま、言う。

「殴って、気がすむなら、そうしろよ。だけど俺は、おまえには絶対負けないね。人間から逃げてばっかりのおまえには絶対……」

　しかしそこでまた、ティーアが殴ってくる。

「放せ！」

　と怒鳴ってくる。

　だが、ライナは放さない。

「放さないと、死ぬぞ！」

　と、ティーアが言う。

　するとそれにライナはにやりと笑って、言った。

「じゃ、おまえは仲間殺しだな」

「…………」

「魔眼保持者にはおまえ、優やさしいんだろ？　でも、都合が悪くなったら、殺す。それのどこが、人間と違ちがうんだよ？」

「…………」

「ってか、おまえらガキどももさ」

　と、顔を上げて、リューラのそばにいる、子供たちを見る。その子供たちを助けようとしていた『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者の少年少女たちも見る。

　さらに他の、集落にいる魔眼保持者たち、全員に聞こえるように、ライナは言う。

「ここにいる奴らも、これはいったい、なんなんだよ！　逃げて、逃げて、逃げて、あげくこんな山奥に隠かくれて。俺らは、こんなとこでひそひそ暮らさなきゃいけないほど嫌きらわれてる、化物なのかよ！　それをおまえら、自分で認めてんのかよ！」

　と、叫ぶ。

「おまえら知らねぇかもしんねぇけどな、ここにいる女は──フェリスは、俺が暴走して、大勢の人間を殺したのを見ても、顔色一つ変えずに俺を仲間だと言ったぞ!?　俺は友達なんだってさ。相棒で、茶飲み友達なんだってさ。だから……勝手に化物だと蔑さげすんで、自分の前からいなくならないでくれって、涙なみだまで流すんだぞっ!?」

　それにティーアがまた、

「黙だまれ」

　と言う。

　だがライナは、黙らない。

「それがおまえらが怖がってる、人間だ。俺にはそんなふうに言ってくれる仲間がもう、何人もいる。そんな人間の仲間が、何人もいるんだ。で、じゃあ、おまえらはいま、いったいなにから逃にげてる!?」

「黙れ」

　小さい声で、ティーアはまた、言った。

　だが、ライナは黙らない。

「おまえらはここでいったい、なにやってんだよっ！」

　そう、叫んだ。

　するとそれに、建物のほうにいた魔眼保持者の子供が言う。

　こちらを見て。なぜか涙を流しながら、

「で、でも……僕のいた村の人たちは、みんな僕を嫌って、殺そうと……」

　が、遮ってライナは言う。

「俺もそうだったよ！」

　するとさらに、

「ふざけんな！　僕は……僕は軍に捕つかまって、実験材料に……」

　しかしそれにもライナは、

「俺も、そうだ！　でも、今後はそうならないように、俺が守ってやる。俺の仲間たちが、守ってくれる。いや、少なくともここにいるフェリスは、おまえらを絶対に傷つけたりしない！　だから……」

　と、彼は言った。

「だからもう、ほんとは人間が好きなのに、嫌いなふりして逃げるの、やめろよっ！　自分は化物なんだって思い込んで、逃げ回るのは、やめろ！　おまえらは悪くない！　俺たちは外に、出ていいんだ。もっと愛されていいんだ。俺たちは化物じゃない。俺たちも……」

　そう、言う。

　言いながらなぜか、涙が出てきてしまう。

　その、涙で声が震えないように、と願いながら、ライナは叫さけんだ。

「俺たちも……俺たちも生きてていい、人間なんだよ！」

　と、怒鳴った。

　それに子供たちが、こちらを見る。

　それからフェリスのほうを見る。

　さらに、他の建物からも、何人もの魔眼保持者たちが、こちらをうかがうように、出てきて。

　そしてそれに。

「……さて。もう、それだけ怒鳴ったら、気が済んだかな？」

　と、ティーアが言った。

　それにライナは、押し倒たおしているティーアのほうを、見る。

　するとティーアは、さっきとは違い、妙に落ち着いた顔をしている。

　さらにそのまま、

「ちなみに君がここで大演説する、っていうのはもう、知ってたんだけどね……まさか、こんなふうなことを言い出すとはねぇ……これは、エーネが僕に、どういう演説なのか、教えてくれないわけだ……」

　なんて言って。

　それにライナはティーアを見つめて、聞く。

「演説するって、知ってた？　って、どういうこと？」

　するとそれにリューラが、やはりまた、いつの間にかすぐ横に移動してきて、

「だからここには、未来を見通せる能力者が、いるんだよ。で、その子がこの、魔眼保持者たちの集落の、主あるじなんだ」

　などと、言う。

　それにライナは顔を上げる。するとそこで、ティーアが言う。

「ちょっとライナ、そろそろ手を離はなしてくれるかな？」

「え、あ……」

「ちなみにそこの人間の女は、殺さないよ。本当は殺すな、と、命令されてる」

「へ？　そうなの？」

「ああ」

「でもじゃあ、なんで……」

「ここで起きる状じよう況きようをもう、あらかじめ主から説明されていた。そしてその状況で、自分が取るであろう行動を、未来の情報を聞いても変えずに、ちゃんと取るよう、言われていた」

「って、それは……」

「じゃないと、未来が変わっちゃうんだ。未来を聞かされて、それに対応した行動を取ると、未来が変わる。でも、ここではちゃんと、予定通りの行動をすれば、ライナが、魔眼保持者たちを鼓こ舞ぶするような素す晴ばらしい演説を見せてくれるってエーネは言ってたんだけど……まったく、騙だまされたよ」

　と、ティーアは顔をしかめ、それからライナの腕うでを押しのけて、立ち上がる。

　するとリューラがそれに、

「いやいや、我が息むす子こながら、素晴らしい演説だと思ったけどなぁ。ね？　フェリスちゃんもそう思うだろ？　なんか、聞きようによったら、君への愛の告白なんじゃないかっていうほどの大演説だったよね？」

　なんて、言い出して、

「!?」

　と、ライナはリューラをにらむ。それからちょっと、バツが悪いような顔で、フェリスのほうを振ふり返る。

　するとそのフェリスがこちらを見て、それから少しだけ照れくさそうに、

「…………」

　こちらから、目をそらして。

　それにライナはもう、困り切った顔で、

「ってか、なんなの？　親おや父じ、俺とフェリスを、どうしたいのよ？」

　と、小声で言うと、リューラは楽しげに答える。

「いやー、二は十た歳ちにもなって彼女がいない息子を心配してるだけだよ」

「余計なお世話なんですけど？」

「あれ、それってキファちゃんのほうが好きってことかな？」

「いや、そうじゃなくてさ～」

「もしくはピアちゃん？」

「だから！」

「あはは、ま、冗じよう談だんはさておくとしても」

「冗談にしちゃ、気まず過ぎんだよ！」

　と、ライナが怒ど鳴なったところで、別の場所から、声がする。

「やあやあ、ライナさん、今日は白馬の王子役ですね～。囚とらわれのヴォイス姫ひめを、救い出しにきてくれたんですね？」

　と、見える中では一番大きい建物の中からヴォイスが出てきて、言う。

　それからまるで乙おと女めのように胸で手を組み、目を閉じて、

「さあライナさん、いいですよ。囚われの姫の目を覚ますには、あなたの熱い口づけが必要なのです。はいどうぞ。ちゅーってどうぞ」

　と、口をすぼめてくる。

　その、もう完全に馬ば鹿か面づらのヴォイスをライナは見て、それから半眼でティーアに、

「ちなみにあいつは、人間の中でも変態な上に悪い奴やつだから、殺していいぞ？」

　と言うと、ティーアは小さく笑う。

「殺す価値もない奴ってのは、いるよ」

　するとヴォイスがさらに、

「とかいって、二人でどっちが先にキスするかを、牽けん制せいしあってるんでしょう？」

　などと言ってくるが、しかしそれはもう、無視する。

　ライナはちょっとだけ疲つかれた気分で、

「ってかさぁ、なんなのこれ。助けにきたヴォイスはピンピンしてるし。ティーアはフェリスを殺すーって暴れたかと思ったら、すでにこうなる未来は見てたーって。結局おまえら、俺にここでなにさせたくて、呼んだわけ？」

　と聞くと、

「それは当然、僕らの主に会ってもらおうと思って、だよ」

　と、ティーアは言って、それからヴォイスが出てきた建物のほうを見る。

　そして、

「まあ、エーネは、ライナのいまの演説を、仲間たちに聴きかせたかったみたいだけど」

　と、少しだけ嫌そうに眉まゆをひそめる。

　その、ティーアが見ている方向をライナは見て、それから、ティーアのほうに、言う。

「演説、ね。効果あったかな？」

「さてね。少なくとも、人間好きが多い、『夢置眼エブラ・クリプト』や『複写眼アルフア・ステイグマ』の子たちには……」

「効果あった？」

「たぶんね」

「で、おまえにはどう？」

　と、ライナは聞く。

　ティーアは、答えないが、気にせずさらに聞く。

「おまえは、どう思った？」

「…………」

「ってか、ヴォイスを拉ら致ちして、条件交こう渉しようしにきたってことは、そもそも人間たちと交わろうって話に、おまえも納なつ得とくしてんだろう？」

「…………」

「なら、おまえはどう思ったんだ？」

　という問いに、ティーアはこちらを見つめて、それから言う。

「……綺き麗れいごとに、過ぎないと思う」

「うん」

「どうせ人間はまた、僕らを裏切るよ」

「うん」

「その女は……君の相棒は、フェリスとかいったっけ？」

　と、ティーアが言って、フェリスのほうを見る。

　そして、続ける。

「……その子は……その子はもしかしたら、僕が知っている人間たちとは、違ちがうのかもしれない。ライナの言う通り、信用できる相手なのかもしれない。僕も、前に見たしね。自分の命を犠ぎ牲せいにして、その子がライナを守ろうとしたのを、僕も見た」

　と、ティーアは言う。

　それにライナも、思い出す。それはやはり、ラフラが殺された、あのときのことだ。

　あのときもフェリスは、命がけで自分を救ってくれて。

　それにライナは、言う。

「それでも、人間が信じられない？」

　するとティーアは、答える。

「……でも全員が、その子みたいに考えてくれるわけじゃないだろう？　人間は……人間どもは、とても怖こわいから」

　と、少しだけの怒いかりと、それから、怯おびえの色が入った表情になって、言う。

「僕のミスで、何度も子供たちが死ぬのを、見たんだ。うんざりするくらいに、見たんだ」

「…………」

「子供を愛していると言っていた、『複写眼アルフア・ステイグマ』の親がいてね……でもそいつら、平然と金で軍に、子供を売った。僕が親から引き離すのを一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたことで、その子が殺されるのを、見た」

「…………」

「人間どもは、笑ってた。化物を駆く除じよしたって言って、笑ってた。で、そんな状況で、僕はなにを信じればいい？」

　と、逆に問い返されて。

　それにライナは、言った。

「少なくとも、俺を信じてくれ」

「…………」

「もちろん俺はそんなたいした奴じゃないから、うまくやれないかもしれないけど」

「…………」

「でも、俺らが組めば……新しい世界を作れる可能性は、あるんじゃないか？　なにせ、俺がいるとこは、魔眼保持者が王の国なんだ。なら、魔眼保持者を守る法律だって……」

　とそこで、ティーアが言う。

「あの、ヴォイスとかいう子供も、そう言ってたよ」

「なら」

　が、そこでティーアが、疲れたように首を振った。それから自じ嘲ちようするような笑えみを浮うかべて、

「状況は、僕もわかってるよ。もう、僕らだけじゃ、人間に対たい抗こうできない」

「…………」

「そうじゃなくても、戦乱の世だ。僕らの瞳ひとみは、人間に見つかったら全部、えぐられる。利用価値が、あるからね。だから、君らに守ってもらう必要がある」

　それにライナは、うなずく。

「全力で、守るよ」

「……ああ、きっと君は、そうしてくれるだろう。全力でそうしてくれるだろう。でも、その上で、失敗したらと思うと」

「…………」

「ここでの選せん択たくを僕がミスして、仲間たちが皆みな殺ごろしになったら、と、思うと」

　しかしそこまでで、ティーアは言葉を止めた。それからライナを見つめ、

「まあでも、少なくとも僕は、ライナのことは信じるよ。他の『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者や、『怨嗟眼ウイルノ・ヘイム』保持者は、人間に触ふれ合う前に覚かく醒せいするから、なかなか打ち解けられないかもしれないけれど……」

　それに、ライナは言った。

「じゃ、そこはおまえが説得してくれ」

「…………」

「ここのリーダーは……魔眼たちの王は、おまえだろ？　おまえはみんなに慕したわれてる。一番人間が嫌きらいなおまえが俺を信じてくれるなら……きっと他の奴らもついてくる。だから、それはおまえがやれ」

　と、言った。

　するとそれにティーアは困ったように顔をしかめ、それから苦く笑しようして、

「なんか、めんどくさい奴が仲間に入っちゃったなぁ」

　と、言った。

　それから、手をヴォイスがいるほうへと向けて、言う。

「あと、さっきも言ったけど、ここの主あるじは僕じゃないよ。エーネだ」

　それにライナは、聞く。

「ふむ。んじゃその、エーネってのが、おまえらのリーダーなのか？」

「ああ」

「んで、そいつはどんな目をしてる？」

「会えばいい。というか、エーネもライナに会いたがってる。いや、ずっと会いたがってた。本当はもっと早くに会って、こんな未来にならないようにしたかったんだけど……ガスタークに邪じや魔まされたりと、僕の力が足りなかった」

　と、ティーアは言う。

　ガスタークに邪魔をされた──というのはきっと、初めてライナが、ティーアと出会ったときのことだろう。

　ライナはティーアに誘さそわれ、ローランドを抜ぬけたのだ。自分は誰だれとも相あい容いれない化物だと思い込んで。

　シオンも、フェリスも、手を差し出してくれていたのに、それを振ふり払はらってティーアについていって。

　もう、過去を振り返ると、どうしてさっきのような演説を偉えらそうにできるのかと、自分で自分に突つっ込こみたくなるが。

「…………」

　だが、とにかくそこで、ラフラに出会ったのだ。魔眼保持者たちの王になってくれ、と。人間を信じることができなくなって、孤こ独どくに震ふるえている仲間たちを、ティーアを救ってくれと初対面から言ってくる、『夢置眼エブラ・クリプト』保持者のラフラに出会って。

　しかしそこで、ガスターク帝てい国こくの兵士に襲おそわれてしまった。

　そしてラフラは殺された。

　さらに魔眼保持者の子供たちも、何人も殺されてしまった。

　で、ティーアは子供たちを連れて逃にげなければならず、そこでライナとは、別れてしまったのだが。

「……あんとき、なにもなくて俺がおまえについていってたら、なんか変わったのかね？」

　と、聞く。

　するとティーアはこちらを見て、それから、

「……いや、ああなることはもう、エーネには見えていたらしいから、結局は仕方なかったと思うけど」

　なんて、言った。

　そしてそれで、未来を視みることが出来る能力者、というのが、その、エーネだということがわかる。

　しかしそれに、ライナはちょっとだけ疑問を感じる。だって、未来を視るなんてことが本当に出来るんだろうか？　もし本当に出来るのなら、それこそそれは、神をも超こえた能力だと思うのだが。

　だがそれを察したかのように、リューラが言ってくる。

「その疑問は、正しいよ」

「って、俺なんも言ってないんだけど」

「でも、考えただろ？　未来なんかほんとに視えるのかって？」

「…………」

「そんな能力があったら、この世界はなにもかもが思うがままで……神すら殺せるんじゃないかって、思っただろう？」

　それにライナは、うなずく。

「まあ、ねぇ。でも、そうはならない。ティーアがこんなに苦しんでるのを見ても。ラフラが死んだのを考えても、きっとそれは、万ばん能のうな能力じゃないんだろ？　未来がそんな簡単に見れるなら、ラフラが死ぬのなんて、防ぐのは簡単なはずなのに……そうはならなかった」

　するとその、ラフラという言葉に、ティーアの表情があからさまに曇くもる。

　だがリューラは気にせず、続ける。

「そう。全然万能じゃない。だって、ただ見えるだけだから。魔眼を持ってしまった子たちの未来が、断だん片ぺん的に見えるだけだから。そしてそれも、自分が望んだ、目的の場所はなかなか見えない。もし見ようとすれば、それは彼女に、大きな代だい償しようを要求する」

　と、言う。

　そしてそれは、当然の話だった。

　なにか大きな力を得ようとすれば、必ずそれ相応の代償が必要になる。無から有は生まれないのだ。それは、ライナの瞳の中にいた『悪あく魔ま』とかいう名前の神の力を使うときでさえ、そうだった。

　ライナはあのガスターク帝国と争った戦場で、グロウヴィルが放ってきた力を、無効化した。そして数十万の人間の命を、奪うばった。

　だがその力を使うには、ライナにとって、大切な人間の命を捧ささげる必要があるのだという。

　そしてライナはそれを、知らぬ間に捧げてしまっていた。

　彼にとって大切な人間の命を。

　母の命を、捧げてしまっていた。

「…………」

　だが、未来を視る、という行こう為いは、考えようによっては、それよりも遥はるかに大きな力に思える。

　となるとそれに、いったいどれほどの代償が必要なのか。

　ライナは、聞く。

「能書きはいいよ。んで？　そいつはどこにいんの？　俺が会えばいいんだろ？」

　そう言うと、ティーアが指さす。

「あの建物の、地下に」

「地下？」

「そう。地下深く……結界を張った部屋に、彼女は籠こもっている。彼女は未来を視る代償に、日の光の下に出ると、その日で焼かれてしまうから」

「…………」

　どうやらそれが、エーネとかいう名の女が差し出している代償のようだった。

「日の光の下に、出れない、ね」

 それはそれで、確かに大きな代償だとは思うが、しかし、未来を視る、という能力の代償としては、小さいような、そんな気がした。

　ライナはそれに、

「んじゃ、俺はその地下にいけばいいのか？」

　そう聞くと、ティーアはうなずく。

「ああ、一人でね。彼女は君と、一対一で話したがっている」

　と、言う。

　するとそれにフェリスが背後から、言う。

「罠わなじゃないのか？」

　しかしリューラが、

「いや、罠じゃないよ。これは僕が保証する」

　それにフェリスはリューラを見て、しかし納なつ得とくせずに、

「ライナ、どうする？」

　と聞いてくる。

　それにライナは振り返り、言う。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、フェリス。ここは魔眼保持者の国なんだ。で、俺は魔眼保持者なんだぜ？　きっと優やさしくしてもらえる」

　と、笑う。

　それでもフェリスは、少し心配げにこちらを見ているが、それにライナは微笑ほほえみ、

「ま、ちょっといってくるわ」

　と、歩き出す。

　魔眼保持者たちは無言で、奇き妙みようなものを見るような顔で、こちらを見ている。

　まあ、あれだけ偉そうなことを怒ど鳴なり散らしたのだから、もしかしたら変人に見えているのかもしれないが。

「むしろ俺のほうが恥はずかしいくらいだしなぁ」

　と苦笑しながら、彼はその、建物に辿たどり着く。

　するとその建物の入り口にいたヴォイスが笑って、言う。

「チューします？」

「死ね」

「あはは」

「で、おまえはもう、そのエーネとやらには会ったのか？」

　するとヴォイスは肩かたをすくめて、

「それが、私は信用してもらえませんでした」

「ま、下ネタばっかりでおまえ、全然信用できないもんな」

「えー、私、下ネタが一番嫌きらいなんですよ？」

「言ってろ。ってか、おまえさ」

「はい？」

「拷ごう問もんされたって聞いたけど、大丈夫なのか？」

　と、ライナは聞く。

　するとヴォイスはそれにやはり、にっこり笑って、

「私の体の心配をするなんて、やはりライナさんは私の体に興味が」

「だから死ねって」

「あはは」

　とまた、楽しげに笑う。

　それからヴォイスは言う。

「まあ、夢を覗のぞかれただけなので」

「『夢置眼エブラ・クリプト』か」

「はい。で、『夢置眼エブラ・クリプト』保持者の方が、私の夢を覗くなり、顔を真っ赤にして逃げ出しました。スケベなことしか考えてないーって」

「やっぱ下ネタじゃねぇか」

「という冗じよう談だんはさておき、ま、なんか意外とまともにこの世界のことを考えてるらしい、と、褒ほめられてしまいました」

「うっそだー」

「いやぁ、詐さ欺ぎ師しの一族の首領としては、そんな正義っぽいことで褒められても嬉うれしくないんですけどねぇ。でも、『女め神がみ』騙だまして力を利用してたこととかも見られて、それが意外と好評価だったみたいですよ？」

「へー」

「でも、ご心配、ありがとうございます」

　とおかっぱ頭を下げてくるヴォイスを見下ろして、ライナは言う。

「ま、おまえ性格はクソだけど、結局まだガキだからな。心配するよ」

「ふむ。つまりライナさんはその、年とし端はもいかない子供の体を性的な目で……」

　という、また余計なことを言い出したヴォイスは無視して、進む。

「あ、いってらっしゃーい」

　なんて声も無視で、建物に入る。

　建物の中は、なんの変へん哲てつもない、民家のような場所だった。

　どこにでもある居間に、テーブル、キッチン。

　しかしその奥に、階段がある。

　この建物は二階建てなのだが、しかしその階段は、上にあがるものじゃない。

　地下へと、下る階段になっていて。

　その階段のほうへと、向かう。階段にはお札のようなものが張ってある。やはり見たことのない構造の、魔ま法ほう式。もちろんライナの目なら──いや、この魔眼保持者たちの集落にいる、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者たちなら、それがどこの国のもので、どういった式の積み重ねで作られたものなのか、なんてことがわからなくても、構造は見えてしまうのだが。

　とそこで、彼は目を一度閉じる。

　そして再び開く。

　すると彼の瞳ひとみに、ピンクと、青と、朱しゆ色いろがいったりきたりして明めい滅めつする、五方星が浮うかび上がる。

　その瞳でお札を見ると、どうやらそれは、日の光が中に入らないようにしているもののようだった。

「って、侵しん入にゆう者を防ぐ、結界じゃないのか……」

　と、ライナは前に足を踏ふみ出す。

　階段を、下りる。

　階段は、かなり長い。

　建物の外観からは想像できないほどに、地下、深くまでその階段は続いており、やがて階段を下りきると、さらに廊ろう下かが続いている。

　地下は、明るかった。

　廊下にも、一定の間かん隔かくをあけて魔法による明かりがかけられており、奥までよく見通せる。

　そして廊下の奥には、白い扉とびらがある。

　どうやらあの奥に、エーネとかいう女はいるようで、人の気配がする。

　ライナはそれを見て、廊下を進む。

　あっさり扉の前までやってくる。

　それから手を上げ、扉をノックする。すると扉の向こう側からは、

「はい」

　と、女の声がした。

　それにライナは、言う。

「あ～、くるのはもう、わかってたと思うけど……」

「ライナさんですか？」

「ああ」

「よかった。ずっと、今日を待ってました」

　と、彼女は言う。

　ずっとライナを待っていた、ではなく、今日というこの日を待っていたかのような、そんな発言をしてくる。

「そうなの？」

　と、ライナは聞く。

　すると女は答える。

「はい。とりあえず、扉とびら越ごしもなんですし、中に入りませんか？」

　そう言われ、ライナは扉を見る。

　しかしやはり、その扉はなんの変哲もない、普ふ通つうの扉だった。その扉の四よ隅すみにはやはり、お札のようなものが張ってあって、どうやらそれはさすがに、外からの侵入を防ぐためのもののようなのだが、しかし、いまはその結界が、発動していない。

　つまり、やはり今日、ライナがくるのを彼女は、待っていたのだ。

　ライナは再び、扉を見つめて言う。

「勝手に入っていいのか？」

「どうぞ」

「んじゃ、入るけど」

　扉を開く。

　中に入る。

　するとそこは、あまり大きな部屋ではなかった。

　そして部屋の中央には、椅い子すが一つだけあった。

　まるでそれは、玉座の間のような構造なのだが、しかし、あまりに小さすぎて、そんなふうには、見えない。

　そしてその椅子には、一人のかわいらしい少女が座っている。年の頃ころは、十二、三歳ぐらいだろうか？　少なくともさっき会ったヴォイスよりも、一、二歳年下に見える。

　華きや奢しやな体に、紫むらさき色いろの髪かみ。

　真っ白い肌はだに、閉じられたままの目。

　その閉じた目をライナは、見る。

「……目を、開くことができないのか？」

　すると少女は、こちらに微笑みかけてから、言う。

「私の目は、ちょっと怖こわいから……目を開くと、初対面の人には怖がられちゃうんだ」

　しかしそれに、ライナはつまらなそうに答える。

「別に、怖がらねぇよ。ってか、俺の目のほうが、よっぽど化物だしな」

「あはは」

「だから、気にせず開けていいぞ」

　と言うと、エーネはやはり、小さく微笑んで、

「やっぱりあなたは、優やさしい人ね。昔、未来の景色で、見たとおり」

　なんて、言う。

　それから彼女は、目を開く。

　するとその目には、瞳がなかった。いや、瞳が、紫むらさきがかった白に染まってしまっている。

　それにライナは、聞く。

「それ、俺のこと見えてんの？」

　が、エーネはあっさり、首を振ふる。

「ううん。力の代だい償しようで、私は視力を失ってるから」

「ん？　代償は、日に当たれないだけじゃないのか？」

「日にも、当たれない。視力もなくなっていく。あと、未来を視みる代償に、自分の未来も売り渡わたしてるから、年も取らないし……たぶんもう、寿じゆ命みようも近いでしょう。私は未来を、見過ぎたから」

　なんて、とんでもないことをあっさり言った。

　だがそれに、ライナはもう、驚おどろかなかった。

　なぜなら未来を視る、なんていう能力にはきっと、それくらいの代償があるだろうと、もう、想定していたから。

　だから、

「そうか」

　と、だけ言う。

　するとエーネは笑って、

「うん。そう。でも、死ぬ前にあなたに会えてよかった」

　それにライナは首をかしげて、聞く。

「ってか、ラフラもそうだけど……なんでそんなに俺にこだわる？」

　それにエーネは微笑ほほえむ。

「優しい人だから」

「優しい奴やつなんて、他にもいくらでもいんだろうが。それに俺は優しくない」

「あはは」

「それにあの、ティーアだって、相当優しいだろ？　さっきも仲間が心配だ心配だって、うるさいくらいだったよ」

　と言うと、エーネはうなずく。

「彼がいなければ、私はここに、生きて存在することもできなかった」

「そうか」

「うん。そう。ここにいる神の眼めの保持者たちは、みんなティーアが救った子たちばかりだから。それで私はその、救われた子たちの中の、第一号」

　と、彼女は言う。

　なにかを思い出すような顔でそう言って、微笑む。

　その、彼女の優しげな顔を見つめ、ライナは言う。

「んで？　話を戻もどすけど、なんで俺に会いたがった？」

　すると彼女は答える。

「ティーアを、ここのみんなを、救ってくれる人だから」

「ってか、おまえ今日の演説のことも……」

　それにエーネは、うなずく。

「すでに、視てた。そして今日の演説は、みんなの胸に残る。これから人間と交わっていって、嫌いやな思いをしたり、楽しい思いをしたりするけど、そのたびにみんなが、今日のあなたの言葉を思い出す。だからみんなに、あなたを会わせたかった」

「…………」

「人間と一いつ緒しよにいることを、あきらめなかったあなたの言葉を。もう傷つきたくないのに、誰だれも傷つけたくないのに……それでも、独りになるのは寂さびしくて、人間たちの中に居続けたあなたの言葉を」

　しかしそれに、ライナは肩かたをすくめて、言った。

「俺は……恵めぐまれてただけだよ。俺が頑がん張ばったわけじゃない。まわりの奴らが、俺に優しくしてくれただけで」

　そう言って、シオンの顔を、思い出す。

　フェリスの顔を、キファの顔を、ミルクの顔を。ここまで一緒に戦ってきた、仲間たちの顔を、思い出す。

　するとそこで、エーネが、

「でもあなたはやっぱり、普通じゃない。普通は、そんなに人間と仲よくできない」

　と、言う。

　それにライナは少しだけ顔をしかめて、

「ってのは、あんたもティーアと同じ意見ってことか？　人間と魔眼保持者は、結局仲良くはできないって、そう思ってるのか？」

　と、聞く。

　だがそれに、エーネは笑う。

「違ちがうわ」

「じゃあ、どういうことだよ？」

「これは、あなただけのことを、話してるのよ。普通は──普通の『悪あく魔ま』に取り憑つかれた人間は、『勇者』に喰くわれることしか考えられなくなって、まわりが見えなくなるの。なのにあなたは、人間が好きだという。フェリスさんを、シオンさんを、キファさんを、ミルクさんを、仲間たちを、好きだという。そしてだからこそ、あなたがこの世界を変える鍵かぎになり得ると、私は思った」

　などと突とつ然ぜんこいつは、いままでとはまるで違う話を始める。

　魔眼の話ではなく、『勇者』や、『悪魔』──

　神の話を。

　それにライナは、聞く。

「おまえはいったい、なにをどこまで知っ……」

　が、遮さえぎってエーネは言った。

「あ、あ、少し待って。時間があまりないから、手短に話す」

「は？　って、なんで時間が……」

　しかしそれも遮り、彼女は言う。

「寿命の問題。たぶん、私が視た未来が正しいのなら、私の命はもうすぐ、消えちゃうから」

「はぁ？」

「なので、あまり口を挟はさまないで、話を聞いてくれますか？」

「ちょ、待てって。それ、ティーアは……」

　が、彼女は首を振る。

　少し悲しそうな顔で、

「言ったら彼は、心配するから。あ、でもだから、さきにこれは言っておきます。もし、ティーアが私の死に泣いたら……それはティーアのせいじゃない、と伝えてくれますか？　私はティーアが……あなたがいてくれたからこそ、今日まで生きてこれたと、そう……」

「いやいやいや、だから待てって。あの、初対面でいきなりそんな重い頼たのみ事されても俺は……」

　しかしそれも、彼女は聞かない。ただ、悲しそうに、楽しそうに笑って、

「じゃあ、話を始めます。といっても、話せることは、時間的にも少ないんですけど」

「だから……」

「私が視た、未来の話をします。あなたは大きな絶望を見る。で、暴走します。だけど、そのとき思い出してください。今日のあなたがみんなに話した、言葉を」

「へ？」

「すべての人間を皆みな殺ごろしにしようとするあなたを止めるには、今日、あなたが言った言葉を思い出すしかありません。あなたは、愛されている。たくさんの仲間に、愛されている。どんな状じよう況きようでもみんな、あなたを愛している。それを思い出して……」

「ちょちょちょ、待て。いったい、なんの話をおまえはしてる？　絶望？　暴走？　いったい、なにが……」

　だがそこで、彼女はなぜか勝手に、なにもかもに満足したような顔になる。たったそれだけで、言いたいことは言い終わったといわんばかりの表情になって、

「ああ、そろそろ私の死期が……」

「ふざけんな。いったい、いまのはなんの話だよ！　ちゃんと説明を……」

「あまり説明をしたら、未来は変わってしまうから。そして未来が変わると、この世界の消しよう滅めつを、防げなくなる。あなたが邪じや魔まをして、うまく進まなくなる。でも、いまのまま進めば、未来の消滅はなくなるから。ただ、最後の心残りはあなたが絶望して、泣きながらこの世界を呪のろっ……」

　が、言葉は、そこまでだった。

　いや、エーネの言葉を遮るように、背後から大きな声があがる。

「ライナ！」

　それは、悲鳴のような、声こわ音ねだった。

　ティーアの声。

　喉のどが千切れそうなほどに、大きな声。

　それにライナは、振り返る。

　するといつの間にか、扉とびらが開いていた。

　そしてその、扉の向こう。

　廊ろう下かの先に、血まみれのティーアがいて。必死の形相でこちらに走ってこようとしていて。

　彼は、叫さけぶ。

「ライナ、そいつを止めてくれ！　エーネを！　エーネを守ってくれっ！」

　そう、叫ぶ。

　と、同時に、自分の横を、影かげのようなものが走ったのが、見えた。

「え？」

　と、振り返る。

　すると振り返ったさきには、エーネがいる。エーネはやはり、穏おだやかな顔をしている。

　だがその胸には、一本の剣けんが突つき刺ささっている。

　それはライナが、よく見たことがある剣だった。長い、普ふ通つうの人間ではとても扱あつかえるとは思えない、長大な剣。

　フェリスが使っている、あの剣にそっくりの剣。

　その剣が、エーネの胸に刺さっている。

　エーネはもう、死んでいる。

　笑ったまま、しかしもう、息をしていない。

　あきらかにその剣は、心臓を貫つらぬいてしまっていて。

「う、う、うわぁあああああああああああああああああああ!?」

　ティーアの、悲鳴があがる。

　ライナは、動くことができない。

　あまりの出来事に、動くことができない。

　だからただ、視線を上げる。

　そしてその、エーネを殺した剣の主を、見る。

　するとそこには、金きん髪ぱつの男が、立っている。

　フェリスにそっくりな顔をした、信じられないほどに美しい男がいて。

「……ルシル」

　と、ライナがそいつの名前を呼んだ。



    

  
    
      　フェリスの兄──ルシル・エリスの名前を。

　するとその、ルシルはこちらを見上げて、

「やあ、私の片割れじゃないか。こんなところにいたのか」

　と、そう言って、薄うすく笑った。



    

  
    
      
　あとがき






　はい、やってまいりました『大伝説の勇者の伝説12』であります。

　しかし僕のパソコン上のテキストデータのフォルダの名前はしかし、伝勇伝長編23巻になってます。

　23巻!?

　ちなみに『とり伝』『堕おち伝』あわせると、41冊目の本になります。

　よよよよよよよよよよよよよよよ、41冊!?

「…………」

　なんか、とりあえず言いたいのは、ここまで読んでくれている方たち、全員が大好きです、ということです。

　僕はいま、この本を読んでくれている、選ばれし勇者のみなさまに支えられて、今日も伝勇伝を書くことができています。

　そしてなにより、こんなに長く読み続けてくださっている方々に対して、好きという感情を持ち続けられていることに感謝しています。本当にみんなが優しいから、今日まで楽しくやってこれました。

　ありがとうございます！

　これからもよろしくお願いします。



　そして、ここからついに、新章突とつ入にゆうですね。

　というかおそらくこれ、最終章に突入しております。

　ライナ、シオン、フェリスたちの、究極のだんごへの道を（え？笑）──もとい、頑がん張ばりを、みなさん最後まで応おう援えんしていただければ、と思います。

　ここからラストに向かって、いくつかのサプライズと、激動のプロットを用意しているので、みんなよろしくお願いします！



　そしてさて、今回は、強きよう烈れつなほど長いあとがきスペースをもらっているわけですがー。

　いったいなにを書けばいいのかー。



　まず近きん況きよう。

　最近は、すっごく忙いそがしくて。なんかいろいろやってるうちに、アニメ化のときよりも忙しくなってしまっていて、このあとがきなどは、打ち合わせへ向かう途と中ちゆうの電車の中で書いております！

　各停のね、ガラガラの電車の中だと、実はけっこう仕事が進むんです。もちろん込こんでるときは迷めい惑わくだからやらないけどねー。

　でもって、とにかくいま、スーパー忙しいのですが、美少女担当・山やまちゃむ（山「ヤメロー！」）が言いました。

「鏡かがみさん鏡さん」

　はいなんでしょう。

「今回、あとがきスペース、15ページでしたー★」

　ええええええ、でも時間が──

「楽しみにしてまーす★」

　ということで、いま副ふく都と心しん線という電車の中で書いてます。

　しかし今回は15ページあるわけです。普ふ段だん、仕事ばっかりしてて、あまりおもしろいネタがあるわけでもない僕は、どうやってこれを埋うめればいいのでしょう。

　ほんとに、近況とか、今月やってたスケジュールとかを書いちゃえばいいのかなー。

　えー！　そんなの書いても、絶望するだけだぜぇえええええええええと、悩なやんでたら、トピックス一個思い出しました。

　なんかもう、ネット上ではちょっと公表されてたけれど、『ジャンプＳＱという超ちよう有名漫まん画が誌し様で、僕の書き下ろし原作脚本の新作『終わりのセラフ』が、この九月から始まっているのでした！（と、富ふ士じ見みで宣伝！　ここで宣伝しておくことによって、『ジャンプＳＱにも伝勇伝の宣伝をのせてもらうぞ計画ですねそうですね担当さん！笑）

　と、冗じよう談だんはさておき、漫画は山やま本もとヤマトさんに担当していただけることになって、素晴らしいものになっているので、ぜひ、みなさまよろしくお願いします！

　伝勇伝が好きな方はきっと楽しめるものになっていると思うので、あっち読んでこっち読んでとなるといいなぁ。もし興味がある方は、読んで、そしてアンケートで応援してくれると、嬉うれしいです！



　と、一つトピックスが終わったところで、まだ４ページ！　残り11ページあるよおおおおおおおおおお！



　んと、じゃあ、次のトピックスは～、って、思いつかねぇええええええと、叫さけび、ツイッター（っていうネット上のみんなで交流できちゃうサービスのことです）でなんかあとがきで書いて欲しいことってありますか────助けてー？　と、相談したら、みんなからいっぱいネタをもらいました。

　ありがとう！　それにばんばん答えてみます。



　まず一つ目。

みんな「あやひーのことは？」

　そうだった！　ええと、これはネットの日記には書いちゃってるのですが、この間、一件打ち合わせを終えて、夜の打ち合わせまで時間があいたのです。なので見知らぬ街で電車を降り、ふらふらーっと街中を歩いて、原げん稿こうできるようなファミレスかなにかを探していたら、アニメでフェリス役を演じてくださった、高たか垣がき彩あや陽ひさんに発見され、

「きゃ───鏡先生!?」

「え？　あれ、高垣さん!?　偶ぐう然ぜんですね！」

「なにされてたんですか？」

「んと、原稿やりたくねぇえええとふらふらしてましたー。高垣さんは？」

「収録終わって、次の収録へいくところでしたー」

　と、久しぶりにお会いしました。

　その後、他の伝勇伝のキャストの方たちにも高垣さんが僕に会ったことを話してくれたそうで、あとでその様子メールをもらいましたー。

　いやー、偶然ってあるんですねー。だって僕、あの駅いままで下りたことなかったし、おまけに用事もない場所だったので（笑）

　だんご神様のお導きですね、と高垣さんが言っていて、さすがフェリス役！　と思いました。



　次の質問

みんな「現在の政治、経済について語っては？」

　え──────と、そんな荒あれそうな話題ふらないでください！（笑）

シオン「いや、俺はちょっと言いたいことが……」

　やめなさい！

シオン「この国は、俺が変える。だから俺についてこいよ、ライナ」

ライナ「いや、寝ねます」



みんな「鏡さんの自宅の状況なんていうのは？」

　寝しん室しつとリビングにギターがあります。腕うでは二本しかないのに、ギターの本数はけっこうあって……

　ちなみに、うまい人ほどギターの本数は少ないらしいよ！　つまりはどういうことか、もうみんなわかるよね！

　最近ギターめっきり触さわってません！（えー）



みんな「先生の最近食べたご飯、旅行ネタ？　とりあえず食べ物ネタと天気の話は角がたたないそうですよ」

フェリス「いや、やはりここは政治の話をするべきだと思うぞ。こんな時代だからこそ、毎日三食、だんごを食べなければいけないという法案を通すべきだと思うのだが、どうだろう？」

　うん。確かに食べ物の話は、政治に混ぜてもなお、角が立たないね！



みんな「最近ハマってることとか、ゲームとか食べ物とか……どうでしょうか？」

　最近は、麻婆マーボー豆どう腐ふをいろいろなお店でテイクアウトして、食べ比べするのにはまってます。お店によって、全然違ちがうんだよねー。

　ゲームは、やりたいものはたくさんあるのですが、地じ獄ごくの山ちゃむの持ってきてくれる〆しめ切きりが許してくれません！



みんな「鏡さんの好きなアイドルとか歌手とか声優とかが私、気になります！」

　ふむふむ。でもなんか、実はあまり詳くわしくないというのがほんとのところなんですよねー。でも、伝勇伝や、いつ天のアニメやドラマＣＤに出ていただいた声優さんたちが、みんないい人ばかりで、その方々のことはやはり好きです。

　もう、長くあとがき読んでくれてる方はわかると思いますが、身内贔びい屓きなので、僕の本読んでくれてる方はみんな幸せになれぇええええええとか言い出すのと同じノリで、知り合った方々はみんな好きです。

　子供のころはー、誰だれが好きだったかなぁ。



みんな「じゃあ『作者の黒歴史』を」

　僕、デビュー前に三本小説を書いてるんです。三本目が『武官弁護士エル・ウィン』で、それで受賞してるんですが、そのころの話。

　初めての応おう募ぼ作でさ。

　主人公が映画観に行くシーンがあってさ。

　その映画のタイトルが、『ガジラ対ピンクギドラ』だった。おまけにその内容についてかなり長く書いた記き憶おくがある。作品のタイトルにもしようとすら思っていた記憶がある。

　初めての小説だったとはいえ、なんでそれで受かると思ったのだろうか（笑）



みんな「鏡さんの好きな食べ物を、文力ＭＡＸで」

　え────、文力ＭＡＸって、池いけ波なみ正しよう太た郎ろうさんばりの食べたくなる感じで書くってことだろうか───。

　それは疲つかれるのでやめるとして（え笑）

　豆買ってきて、鍋なべでオリーブオイルで作るポップコーン。

　ノンアルコールビール（お酒飲めないんです笑）

　目玉焼きごはん。

　が、大好きです。



　と、みんなの力を借りて、ここまであとがきを書いてきましたが───さて、いまどれくらいかなと見ると、現在９ページ。

　おおお、すごい。みんなの力すごいよ！　でも、それでもまだ、６ページもあるっていったいどういうことなんだぁああああああああああ！

　つ、続けます。



みんな「鏡さんの華か麗れいなる女性遍へん歴れきが……」

　そんな華麗でもないので、却きやつ下かで！（笑）



みんな「先生が今までに作品を書く上で影えい響きようを受けた音楽や映画や小説など、好きな作品について熱く語って欲しいです」

　これは昔のあとがきで、ゴッドファーザーとか、ウォール街とか書いたっけどうだっけ、と思い、しかしあとがきを読み返す気力はないので！　今日、いま、家にあるレンタルしてきたＤＶＤのタイトルを書きます。



　トイ・ストーリー２

　ゾンビ大陸アフリカン

　ＴＩＭＥ



　なんて一いつ貫かん性せいがないんだ！

　ちなみにトイ・ストーリー２はいま、二日延えん滞たい中だぞ！



みんな「前にツイッターで教えて頂いた、シオンは自分で髪かみの毛洗ってるとか、嫌いな食べ物はきゅうりかな！　とか作品的には影響のないシオン情報が欲ほしいです……シオン大好きなのでまだまだいっぱい知りたくて……!!」

　だって。なにかある？

シオン「やっぱり髪を乾かわかすのちょっと時間かかるなぁって」

クラウ「俺くらいにすれば？」

シオン「似合うかなぁ？」

ライナ「俺髪って乾かしたことないけど」

シオン「あー、いつも寝ね癖ぐせすごいしね」

フェリス「私も乾かしたことないぞ」

一同『えー、なんでそんなに髪綺き麗れいなの？』

フェリス「美人だからだ」

一同『……へー』



みんな「いつ天シリーズは買ってるので購こう入にゆうさせていただきます!!　大伝勇伝の方はあとがきだけじっくり読ませていただきますね」

　よし、ちょっと伝勇伝の布教してくる！（笑）

フェリス「うむ。私も一いつ緒しよにいこう」

　いやそれはちょっと待って！



　あーとー、逆にこのあとがきを読んでいて、いつ天をまだ読んでない方は、そっちもよろしくお願いしまーす！



　と、こんな感じで、重複してるのや、答えられそうなのは全部答えた気がします。



　しかしまだ、３ページある！

　15ページはやっぱ、長いなぁ。いまから小説、３ページ増やしてこようかな！（えええええ笑）

　もしくは、こういうのどうかな。もしも受け答えが、違ったらシリーズ。

　あ、ネタバレまくるので、本編を読んでからにしてください。



　この本の、冒頭のシーン。

　もしもカルネの受け答えが違ったら。



ルーク「私は、恋こいをしたことがないんですよねぇ」

カルネ「でしょうね」

ルーク「え？」

カルネ「正直、そうかなーって思ってました」

ルーク「……とりあえずまず、あなたを殺すことにします」

カルネ「え？」

ルーク「やるべきことを、やるべきときに」

カルネ「ぎゃぁあああああああ！」



　はい次！

　と、思ったんですが、一個ネタはさんだら、もう終わり直前になってしまった！　次回あとがきのスペースが多かったら、このネタでいこうと思います！

　でもとりあえずは、今回はここまで。

　今回も伝勇伝を読んでくれて、ありがとうございます！

　ここから最終章に突入ですが、みなさま、最後までぜひ、お付き合いください。

　ではでは、次にお会いできるのはー。

山ちゃむ「11月発売予定の、『いつか天てん魔まの黒ウサギ』の新刊です！」

　また隔かく月げつ刊行じゃねぇえかああああああああ、と、叫ぶのまで、いつもどおりであります。

　そういうわけなので、みんなよろしくねー！

　ではではこのへんで。



山ちゃむ「……あの、鏡さん」

　はい。

山ちゃむ「……私にはまだ、ページ残ってるように見えるんですけど」

　へー。

山ちゃむ「いや、へーじゃなくて」

　だってさー。

山ちゃむ「はい」

　もう、もう書くネタ思いつかないんだもおおおおおおおおおおおおおん！

山ちゃむ「あ、でもあれ、ページ埋まりました★　お疲れさまです★」

　え？　まじで？

山ちゃむ「お疲れ様でしたー★　では★」



　と、山ちゃむは、もう用なしとばかりに去っていきました。

　なので、今度こそ、終わりでーす。

　ではまた次回！



　鏡貴也のツイッター　http://twitter.com.kagamitakaya.

　鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」　http://www.kagamitakaya.com.

鏡貴也
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